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「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡ 

基本計画（案） 

 

 

第１部 重点プロジェクト 

第２部 テーマ別計画 

第３部 蕨市国土強靭化地域計画 



 

第１部 重点プロジェクト 

 

 １．安全安心・エコシティ プロジェクト 

   １-１ 自助・共助・公助の取組による防災都市づくりの加速化 

     １-２ 犯罪や交通事故のない安全・安心なまちづくり 

     １-３  環境にやさしい、循環型で持続可能なまちづくり 

 ２．子どもの元気・未来創造シティ プロジェクト 

   ２-１ 切れ目のない支援による、子どもを産み育てやすいまちづくり 

     ２-２ 子どもたちが健やかに学び育つ教育環境づくり 

     ２-３  子どもたちが安全で安心して暮らせる環境づくり 

３．魅力と活力・にぎわいシティ プロジェクト 

   ３-１ 多彩な地域資源のまちづくりへの活用 

     ３-２ 市の魅力を発信するシティプロモーションの推進 

     ３-３  まちの活性化と、魅力ある都市基盤整備の推進 

４．みんなで笑顔・健幸シティ プロジェクト 

４-１ だれもが自分らしくいきいきと暮らし、活躍できる環境づくり 

     ４-２ 健康で幸せなまち「スマートウエルネスシティ」の実現 

     ４-３  市立病院の建替え・充実と、包括的な保健医療体制の整備  
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４つの「重点プロジェクト」 
 

「選ばれるまちづくり」を進めるため、将来構想に示す「まちづくりの重点方向」に沿

い、基本計画において、期間中特に重点的に推進する取組を、４つの「重点プロジェクト」

として示します。 

また、期間中、いずれの分野の取組にあっても、根底に位置付けて重視すべき、まちづく

りに当たっての基本的な概念を３つの「基調コンセプト」として示します。 

 

 

【４つの重点プロジェクト】 

将来構想「まちづくりの重点方向」  重点プロジェクト 

安全・安心で環境にやさしいまちをつくる ⇒ 安全安心・エコシティ プロジェクト 

子どもたちの未来輝くまちをつくる ⇒ 子どもの元気・未来創造シティ プロジェクト 

にぎわいあふれる元気なまちをつくる ⇒ 魅力と活力・にぎわいシティ プロジェクト 

みんなにあたたかくだれもが健康で住みや

すいまちをつくる 
⇒ みんなで笑顔・健幸シティ プロジェクト 

 

【３つの基調コンセプト】 

ＳＤＧｓ × まちづくり 

持続可能な開発のための 17 の国際目標「ＳＤＧｓ」は、政府や自治体、企業、住民など幅広いステークホルダーの

参画のもと推進していくものです。市は取組を行う主体であるとともに、市民に取組を促すという点からも重要な役割

を担っていることから、市のまちづくりについては、ＳＤＧｓの理念を念頭に置いて進めます。 

市民参画・協働 × まちづくり 

蕨市がこれまで培ってきた大きな強みである市民参画・協働のまちづくりを引き続き重視し、市民みんなでまちづく

りに取り組みます。また、その前提として、市政の情報や市の取組の情報を必要な人と必要なときにこれまで以上に共

有できるよう積極的な情報発信に努めます。 

ＤＸ推進 × まちづくり 

社会全体のＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進に向け、国が示す「デジタルの活用により、一人ひ

とりのニーズに合ったサービスを選ぶことができ、多様な幸せが実現できる社会～誰一人取り残さない、人に優しいデ

ジタル化～」を実現するため、市はデジタル技術を活用し、住民の利便性の向上や業務効率化などに努めます。  
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安全安心・エコシティ  

プロジェクト 

 

 
 

 

自助・共助・公助の取組で災害に強いまちづくりを進めるとともに、犯罪や交通事故

など、日常生活を脅かす脅威から市民を守る、安全・安心なまちをつくっていきます。 

あわせて、省エネルギーの促進や再生可能エネルギーの普及の取組を推進し、環境に

やさしい、循環型で持続可能なまちをつくっていきます。 

 

プロジェクト指標 実績値 目標値 

自主防災組織による防災訓練の実施率 
48.1％ 

（過去 5年平均） 100％ 

市内への防犯カメラ設置台数（公設・商店街・家庭等） 233台 400台 

地球温暖化対策設備等設置費補助金の補助件数（累計） 614件 1,000件 

 

【ＳＤＧｓ】 

    安全で強靭（レジリエント）なまち、犯罪のないまち、気候変動に対応し、自然の豊かさを守りエネルギーをク

リーンに使うまちをつくります。【ＧＯＡＬ3、7、９、11、13、14、15、16 など】 

【市民参画・協働】 

災害・犯罪・事故・感染症などについて市から市民への適切な情報提供を図り、地域や関係団体等と連携しなが

ら、市民一人ひとりとともに安全・安心なまち、環境にやさしいまちをつくります。 

【ＤＸ】 

デジタル技術の活用によって、市民への情報提供・共有手段の充実を図るとともに、災害対策や環境配慮の取組 

を進めます。 

 

 

重点プロ
ジェクト 

１ 

1-1 自助・共助・公助の取組による防災都市づくりの加速化 

1-2 犯罪や交通事故のない安全・安心なまちづくり 

 

 1-3 環境にやさしい、循環型で持続可能なまちづくり 

 

写真等の掲載スペース 



3 

 

 子どもの元気・未来創造シティ  

プロジェクト 

 

 
 

 

妊娠期からの切れ目のない子ども・子育て支援に取り組むとともに、子どもたちが、

健やかに学び育つための教育環境と安全で安心して暮らせる環境を整えることにより、

親世代が安心して子どもを産み育てられるまち、子どもたちの未来が輝くまちをつくっ

ていきます。 

 

プロジェクト指標 実績値 目標値 

子育てしやすいと思う市民の割合【市民意識調査】 
78.4％ 

（過去 5年平均） 80％ 

埼玉県学習状況調査において各教科内容別結果（正

答率）が県平均を上回った項目の割合（小･中学校） 
89.7％ 

（過去 5年平均） 100％ 

小・中学校のトイレの洋式化率 54.9％ 100％ 

 

【ＳＤＧｓ】 

    妊産婦や新生児の健康を確保し、子どもたちに質の高い教育を提供するまち、子どもに対する虐待や暴力の心配

のないまちをつくります。【ＧＯＡＬ3、４、16 など】 

【市民参画・協働】 

支援を必要とする人に必要な情報を届け、また地域全体で子育てを応援することにより、子育ての孤立を防ぐと 

ともに、地域と学校の連携により子どもを見守り、育てるまちをつくります。 

【ＤＸ】 

デジタル技術の活用によって、子育て世帯への効果的な情報提供・共有手段の充実を図るとともに、教育の場で 

のＩＣＴの活用を進めます。 

 

 

 

 

 

 
  

写真等の掲載スペース 

重点プロ
ジェクト 

2 

2-1 切れ目のない支援による、子どもを産み育てやすいまちづくり 

2-2 子どもたちが健やかに学び育つ教育環境づくり 

 

 2-3 子どもたちが安全で安心して暮らせる環境づくり 
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魅力と活力・にぎわいシティ  

プロジェクト 

 

 
 

 

市の誇る多彩な地域資源をまちづくりに積極的に活用しながら、市の魅力を発信する

シティプロモーションの取組や、中心市街地の活性化と都市基盤整備により、市民の市

への愛着を深めるとともに、市外からの人を呼び込むことで、にぎわいあふれる元気な

まちをつくっていきます。 

 

プロジェクト指標 実績値 目標値 
サブリース等による空き店舗解消件数（サブリース

事業により出店または空き店舗有効活用事業補助金

を活用して出店した件数・期間中累計） 
― 15件 

魅力ある店舗づくり支援事業補助金の活用件数（累計） ― 80件 

市公式ＳＮＳの登録者数 
5,587人 

（令和５年 10 月時点） 7,000人 

 

【ＳＤＧｓ】 

    地域の経済成長と産業化を促進するとともに、持続可能な都市整備を進めます。【ＧＯＡＬ８、9、11 など】 

【市民参画・協働】 

事業者や関係団体と連携することで、更なる地域資源の活用とＰＲを進めるとともに、市民一人ひとりが市の魅

力を発見し内外へ発信できるまちをつくります。 

【ＤＸ】 

デジタル技術の活用によって、市の魅力を内外に積極的に発信するとともに、ＤＸに対応できるような産業の

支援等に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真等の掲載スペース 

重点プロ
ジェクト 

3 

3-1 多彩な地域資源のまちづくりへの活用 

3-2 市の魅力を発信するシティプロモーションの推進 

 

 3-3 まちの活性化と、魅力ある都市基盤整備の推進 
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みんなで笑顔・健幸シティ  

プロジェクト 

 

 
 

 

だれもが、自分らしくいきいきと住み慣れた地域で暮らし続けられるまちづくりを進

めるとともに、健康で幸せに暮らせるまち「スマートウエルネスシティ」の実現を目指

します。あわせて、市立病院の建替え・充実や、包括的な保健医療等の体制整備などに

取り組み、みんなにあたたかくだれもが健康で住みやすいまちをつくっていきます。 

 

プロジェクト指標 実績値 目標値 

介護予防事業参加者数 
10,694人 

（過去 5年平均） 20,000人 

健康長寿蕨市モデル事業（コバトンＡＬＫＯＯマイ

レージ）参加者数 
― 2,000人 

市立病院病床利用率 59.0％ 73％ 

 

【ＳＤＧｓ】 

    あらゆる年齢のすべての市民の健康的な生活を確保し、福祉を推進するまちをつくります。【ＧＯＡＬ３など】 

【市民参画・協働】 

年齢や性別、障害の有無、国籍等にかかわらず、お互いを尊重し助け合うことで、だれもが地域でその人らしく

いきいきと暮らせるまちをつくります。 

【ＤＸ】 

デジタル技術の活用によって、支援を必要とする人のニーズにあった情報提供を図るとともに、スマートウエ

ルネスシティの実現に向けた取組の充実を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真等の掲載スペース 

重点プロ
ジェクト 

4 

4-1 だれもが自分らしくいきいきと暮らし、活躍できる環境づくり 

4-2 健康で幸せなまち「スマートウエルネスシティ」の実現 

 

 4-3 市立病院の建替え・充実と、包括的な保健医療体制の整備 



 

第２部 テーマ別計画 

 

 第１章 安全で安心して暮らせるまち 

 第２章 豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち 

 第３章 みんなにあたたかく健康に生活できるまち 

 第４章 にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち 

  第５章 環境にやさしく快適で過ごしやすいまち 

 第６章 一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち 

 第７章 市民と市がともに力を発揮して創る自立したまち 
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第１章 安全で安心して暮らせるまち 

市民の命と暮らしを守るため、自助・共助・公助による災害に強いまちを目指し

ます。また、市民との協働や関係機関との連携により、積極的な防犯活動や交通安

全活動、消費生活相談などを展開し、日常生活における危険や不安のないまちを目

指すとともに、消防・救急機能の強化に努め、安全で安心して暮らせるまちを目指

します。 

 

【テーマと施策の体系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 防災 1 地域の防災力の向上

安

全

で

安

心

し

て

暮

ら

せ

る

ま

ち

2 危機管理体制の確立

3 災害に強いまちづくりの推進

2

1

1 交通安全活動の促進

2 交通安全推進体制の充実

防犯 1 地域の防犯力の向上

2 防犯体制等の充実

3 犯罪被害者等の支援

2 消防体制の充実

3 救急・救命体制の充実

テーマ 施　策

4 消費者保護 1 消費生活の安全確保

5 消防・救急 1 防火意識の向上

3 交通安全
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【指標】 

指標名 現状値 目標値 

自主防災組織による防災訓練の実施率 
48.1% 

（過去５年平均） 
100% 

災害協定の締結数（累計） 49件 60件 

市内への防犯カメラ設置台数（公設・商

店街・家庭等） 
233台 400台 

応急手当普及啓発活動の参加者数 1,252人 1,500人 

 

【関連計画等（主要なもの）】 

計画等の名称 内容 

蕨市地域防災計画 
災害予防、応急対策、復旧にいたる一連の対策を実施し、市民の生

命、身体及び財産を災害から保護することを目的とした計画です。 

国民保護に関する

蕨市計画 

武力攻撃事態、武力攻撃予測事態、緊急対処事態から、市民の生命、

身体、財産を保護するため、必要な事項を定めた計画です。 

蕨市既存建築物耐

震改修促進計画 

地震による建築物の倒壊等の被害から市民の生命、身体及び財産を

保護するため、市内の建築物の耐震診断及び耐震改修を計画的に促

進するために定めた計画です。 

蕨市防犯計画 

安全で安心して暮らせる「犯罪のないまち蕨」を目指して、市民と

行政の協働により、犯罪を防止・減少させるための基本方針を定め

た計画です。 

蕨市交通安全計画 
交通事故のない社会を目指して、本市における交通事故の特徴に対

応した総合的な交通事故防止対策の取組を定めた計画です。 

 

【協働とＤＸの取組】 

テーマ 具体的な取組（例） 

協働 

関係機関や地域との協働により、災害に強い地域づくりや、犯罪や交通事故

の発生を抑制する環境づくりを進めます。あわせて、災害や犯罪、交通事故、

消費者トラブルから身を守る知識や、バイスタンダー（その場に居合わせた

市民）が応急手当てできるような知識の普及を進めます。 

ＤＸ 
デジタル技術の活用により、防災情報、犯罪発生情報等の情報伝達・共有手

段の強化を図るとともに、市民に対し、迅速かつ的確に情報を提供します。 
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【ＳＤＧｓの取組】 

ゴール３ すべての人に健康と福祉を 

 

 

 

3-1. 交通安全活動の促進（市民の交通安全意識の向上、自転車利用者の交通安全、交通

安全活動の支援と担い手の育成） 

3-2. 交通安全推進体制の充実（警察・交通安全関係団体との連携、交通事故の起きにく 

い環境づくり） 

5-3. 救急・救命体制の充実（救急・救命体制の強化、市民と連携した救急・救命の充 

実） 

ゴール９ 産業と技術革新の基盤をつくろう 

 

 

 

1-3. 災害に強いまちづくりの推進（市立病院の建替え） 

ゴール 11 住み続けられるまちづくりを 

 

 

 

1-1. 地域の防災力の向上（災害に対する意識の向上、防災組織の活動支援と担い手の育 

成、避難行動要支援者への支援） 

1-2. 危機管理体制の確立（防災拠点機能の充実・強化、情報収集・伝達体制の充実、災

害援助・復旧体制の充実、感染症等への対応強化） 

1-3. 災害に強いまちづくりの推進（災害に強い都市基盤づくり、住宅の耐震化） 

5-1. 防火意識の向上（啓発活動の実施と防火管理体制の強化促進） 

5-2. 消防体制の充実（常備消防力の強化、消防団の強化、地域との連携による訓練など

の充実） 

ゴール 16 平和と公正をすべての人に 

 

 

 

2-1. 地域の防犯力の向上（市民の防犯意識の向上、防犯組織の活動支援と担い手の育

成） 

2-2. 防犯体制等の充実（防犯体制の充実、犯罪の起きにくい環境づくり） 

2-3. 犯罪被害者等の支援（犯罪被害者等の支援体制の充実） 

4-1. 消費生活の安全確保（消費者意識の啓発と学習支援、蕨市消費生活センターなど相

談体制の充実） 

 



9 

 

テーマ１ 防災 

目指す 

姿 

自助・共助・公助の役割分担と連携を基本として､地域における防災力

の向上を図るとともに、危機管理や情報伝達などに関する体制の強化や都

市基盤の整備を進め、災害に強いまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 近年のわが国では、地震のほか、豪雨などによる自然災害が頻発しています。埼玉県内

においても内水はん濫による甚大な都市型水害が発生しており、更には、東京湾北部地

震などの地震や荒川の決壊による洪水の発生などが想定されています。こうしたなか、

災害対策に関する蕨市民の関心は高く、2022（令和４）年度の市民意識調査では、今後

１０年間で市が特に力を入れるべきだと思うまちづくりの分野として、「災害への備え

など」は、第２位となっており、また、市民の約９割は、ハザードマップの確認や、非

常用の食料・保存水・避難用具の用意、家具の転倒防止など、災害に対する何らかの備

えをしているという結果となっており、引き続き、災害に対する備えの充実が求められ

ています。 

⚫ あわせて、世界各国が大きな影響を受けた新型コロナウイルス感染症の拡大は記憶に

新しいところですが、市民の命を守るため、こうした感染症の急拡大やパンデミックに

ついても、自然災害と同様に備えと対策を進める必要があります。 

⚫ 蕨市では、ハザードマップなどの周知や、地域における防災リーダーの養成、自主防災

組織の支援、避難所運営協議会の設置などを進め、地域における防災力の向上を図って

います。また「蕨市地域防災計画」に基づく全庁的・全市的な防災体制の強化を進めて

きたほか、2023（令和５）年度に開庁した市役所新庁舎では、免震構造を採用し、非常

用発電機設備の設置など、防災拠点機能を強化しました。更には、災害に強いまちづく

りを目指し、建物や上・下水道、道路や公園といった都市基盤整備の充実を図っていま

す。また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に際しては、市民に対し分かりやすい

情報提供やワクチン接種を推進するなどの対策を進めてきました。 

⚫ 人口密度が高く家屋が密集する蕨市にとって、災害への備えは重要な課題です。このた

め今後も、自助・共助・公助の役割分担と連携を基本として､市民一人ひとりの防災意

識と、地域における防災力の更なる向上を図る必要があります。 

⚫ また、市役所新庁舎の防災拠点機能を最大限に発揮させながら、自然災害や感染症の対

策など、全庁的・全市的な危機管理体制の充実を図り、関係機関や民間事業者などとの

連携のもとに、情報収集・伝達体制や災害援助・復旧体制等の充実を図っていく必要が

あります。 

⚫ 更には、災害時の避難や緊急車両の進入に支障を来す狭隘道路の解消、公園などのオー

プンスペースの確保のほか、浸水被害の軽減を図るための雨水下水道の整備など、災害

に強いまちづくりを引き続き推進していく必要があります。 
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施策１ 地域の防災力の向上  

 

（１）災害に対する意識の向上 

①広報蕨や市ホームページ、ハザードマップなどにより、家庭等における地震や風水害へ

の備えの必要性など、災害に関する情報提供を積極的に行います。 

②学校や地域、事業所などにおける、さまざまな事態を想定した防災訓練や防災学習を支

援するとともに、蕨市総合防災演習への参加を促進します。 

 

（２）防災組織の活動支援と担い手の育成 

①自主防災組織をはじめとする市民の自主的な防災活動に対し、避難所運営訓練などを

通じて支援するとともに、防災活動の担い手の育成に努めます。 

②避難所運営協議会などを通じて自主防災組織と行政の連携を深め、災害時に円滑に対

応できる体制づくりを進めます。 

③地域における防災リーダーを育成するとともに、災害時において地域防災の一助とな

る中学生との連携を促進します。 

 

（３）避難行動要支援者への支援 

①地域コミュニティや民生・児童委員、蕨市社会福祉協議会などと連携し、地域の実情を

把握し、要支援者名簿の情報を更新しつつ活用を促しながら、地域全体での支援体制の

充実を図ります。 

 

施策２ 危機管理体制の確立  

（１）防災拠点機能の充実・強化 

①市役所新庁舎の防災拠点機能を最大限に発揮させながら、地震・風水害や武力攻撃など

の事態に対応する全庁的・全市的な危機管理体制の充実・強化を図ります。 

 

（２）情報収集・伝達体制の充実 

①国や県、他市町村や関係機関との情報収集・伝達体制の充実を図ります。 

②防災行政無線をはじめ、J-ALERT（全国瞬時警報システム）、緊急速報メール、各種配信

サービスなどを用いた情報伝達手段の整備に努めます。 

 

（３）災害援助・復旧体制の充実 

①被災者への援助及び復旧活動のため、食料や飲料水、生活必需品、各種資機材の備蓄や、

災害用トイレの整備などを進めます。 

②他市町村や事業者、関係機関との災害協定の拡充などにより、災害援助・復旧体制の充
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実を図ります。 

 

③災害時においても非常用電源を確保できるよう、公共施設へのソーラー蓄電池ステー

ションの設置に向けた検討を進めます。 

④BCP（業務継続計画）に基づき、市の行政機能の維持に努めます。また、市内事業所な

どに対して BCPの策定を促します。 

 

（４）感染症等への対応強化 

①「蕨市新型インフルエンザ等対策行動計画」に基づき、情報の提供、予防・まん延防止、

予防接種の推進、市民生活及び市民経済の安定の確保に努めます。 

②国、南部保健所、蕨戸田市医師会、蕨戸田歯科医師会及び蕨市薬剤師会などとの連携を

深め、感染症対策の体制強化を図ります。 

 

施策３ 災害に強いまちづくりの推進   

（１）災害に強い都市基盤づくり 

①市街地整備事業などの都市基盤整備の機会を捉え、道路の整備やオープンスペースの

確保等を計画的に進めます。 

②市民生活を支える上・下水道などのライフラインや道路（橋りょう）の耐震化・長寿命

化を推進します。 

③下水道整備による都市浸水対策を推進するとともに、市民や事業者による雨水流出抑

制対策を促進し、浸水被害の軽減を図ります。 

 

（２）市立病院の建替え 

 ①耐震化が課題となっている市立病院について、早期の建替えを推進します。 

 

（３）住宅の耐震化 

①耐震診断及び耐震改修の助成などを通じ、住宅の耐震化を支援します。 
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テーマ２ 防犯 

目指す 

姿 

警察などの関係機関や関係団体との連携のもと、地域における防犯まち

づくりの促進や防犯体制の充実、犯罪の起きにくい環境づくりなどに取り

組み、犯罪のない安心して暮らせるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 近年のわが国では、刑法犯認知件数は減少傾向にあるものの、子どもや高齢者を狙った

悪質な犯罪、特にインターネットを介した犯罪や、いわゆる振り込め詐欺をはじめとし

た特殊詐欺などの発生が大きな社会問題となっています。蕨市においても、市民・関係

機関などの努力により刑法犯認知件数は減少していますが、今後も引き続き、犯罪のな

いまちを目指し、防犯対策を進めていく必要があります。防犯に対する蕨市民の関心は、

防災同様に高く、2022（令和４）年度の市民意識調査では、今後１０年間で市が特に力

を入れるべきだと思うまちづくりの分野として、「犯罪や交通事故が少ないまち」が第

３位となっています。 

⚫ 蕨市では、2020（令和２）年度に策定した「第３次蕨市防犯計画」に基づき、警察や防

犯関係団体との連携のもと、防犯講習会や防犯キャンペーンなどにより市民に注意喚

起を図るとともに、防犯灯や防犯カメラの設置などの取組を進めています。また、2023

（令和５）年度には「犯罪被害者等支援条例」を制定し、犯罪被害者に対する総合的な

支援体制も整えています。 

⚫ 安全で安心して暮らせるまちづくりに向け、防犯は引き続き重要な課題であり、今後も、

市民一人ひとりの防犯意識の向上と、防犯パトロールといった地域における取組の継

続を図っていくことが大切です。 

⚫ また、警察などの関係機関や防犯関係団体との連携のもと、防犯体制の充実を図ってい

くとともに、地域の実情を踏まえた防犯灯や防犯カメラなどの計画的な整備や、ごみや

落書きなどのないまちづくりなど、犯罪の起きにくい環境づくりに取り組むことも、引

き続き重要です。 

⚫ 更には、「犯罪被害者等支援条例」を踏まえ、彩の国犯罪被害者ワンストップ支援セン

ターなどとの連携を図りながら、犯罪被害者に寄り添った支援を進めていく必要があ

ります。 
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施策１ 地域の防犯力の向上 

（１）市民の防犯意識の向上 

①広報蕨や市ホームページ、メール配信サービスなどにより、防犯に関する情報提供を積

極的に行います。 

②防犯キャンペーンを通じて市民の防犯意識の向上を図るとともに、地域などにおける

防犯講習会の開催を支援します。 

 

（２）防犯組織の活動支援と担い手の育成 

①自主防犯組織等による防犯パトロールなど、市民の自主的な防犯活動を支援するとと

もに、その活動の担い手の育成と確保に努めます。 

 

施策２ 防犯体制等の充実 

（１）防犯体制の充実 

①警察などの関係機関や防犯関係団体との連携を強化し、情報の共有に努めます。 

 

（２）犯罪の起きにくい環境づくり 

①市内のＬＥＤ防犯灯や防犯カメラの維持管理・新規設置などを進めるとともに、市民等

の防犯環境整備の取組を支援することで、地域全体の犯罪抑止力の向上を図ります。 

 ②警察などの関係機関や防犯関係団体との連携により、自転車盗難防止活動を継続的に

実施します。 

 ③発生事例の情報提供や、通話録音機能付き電話機の購入費用補助などの支援により、振

り込め詐欺防止を図ります。 

④地域との協働のもと、明るく安全な公園や道路づくり、ごみや落書きなどの除去に取り

組み、犯罪が起きにくい環境をつくります。 

 

施策３ 犯罪被害者等の支援 

 

（１）犯罪被害者等の支援体制の充実 

 ①「蕨市犯罪被害者等支援条例」に基づき、相談・支援体制の強化に努めます。 

②彩の国犯罪被害者ワンストップ支援センターなど関係機関との連携を図りながら、犯

罪被害者などへの総合的な支援に努めます。 
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テーマ３ 交通安全 

目指す 

姿 

警察などの関係機関や関係団体との連携のもと、地域における交通安全

活動の促進や交通安全推進体制の充実、交通事故の起きにくい環境づくり

などに取り組み、交通事故のない安全なまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国の交通事故死亡者数は減少傾向にあり、近年では毎年、統計開始以来最少を更新

し続けています。しかし、交通事故死者数に占める高齢者の割合は依然として高く、ま

た、子どもたちが犠牲になる痛ましい事故も各地で発生しています。蕨市では、この間、

市内交通死亡事故連続ゼロ日数の最長記録を更新していますが、2022（令和４）年度の

市民意識調査結果にも見られるように、交通安全に対する市民の意識は非常に高く、交

通事故のないまちづくりに向けた取組を継続的に展開する必要があります。 

⚫ 蕨市では、2020（令和２）年度に策定した「第 11次蕨市交通安全計画」に基づき、警

察や交通安全関係団体との連携のもと、子どもから高齢者まで世代に応じた交通安全

教育を実施してきたほか、違法駐輪の解消などに努めるなど、交通事故の起きにくい環

境づくりを進めています。 

⚫ 今後も、子どもから高齢者まで市民一人ひとりの交通安全意識の向上と、地域における

交通安全活動の継続を図っていくことが大切ですが、特に、市域がコンパクトで平坦な

地形の蕨市では自転車の交通安全が重要であり、自転車利用者に対する交通安全教育

を展開しつつ、近年義務化・努力義務化された、自転車損害保険への加入やヘルメット

の着用の促進を図っていく必要があります。 

⚫ また、警察などの関係機関や交通安全関係団体との連携のもと、交通安全推進体制の強

化を図っていくとともに、地域の実情を踏まえた交通安全施設の整備等を通じ、事故が

起こりにくい環境づくりを進めていく必要があります。 
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施策１ 交通安全活動の促進 

（１）市民の交通安全意識の向上 

①広報蕨や市ホームページ、イベントの開催などにより、交通安全啓発活動を展開します。 

②子どもから高齢者まで世代に応じた交通安全教育を推進し、交通ルールやマナーの周

知徹底を図ります。 

 

（２）自転車利用者の交通安全 

①関係機関及び民間事業者との連携のもと、自転車損害保険への加入やヘルメットの着

用を促します。 

②市自転車駐輪場の維持管理や民間駐輪場への支援を通じ、駐輪場の確保に努めるとと

もに、関係機関との連携により、蕨駅周辺の違法駐輪の解消に向けた取組を引き続き推

進します。 

 

（３）交通安全活動の支援と担い手の育成 

①交通安全指導員の担い手の確保をはじめ、地域コミュニティやＰＴＡなどによる、市民

の自主的な活動の支援を通じて、地域ぐるみの交通安全活動を推進します。 

 

施策２ 交通安全推進体制の充実 

（１）警察・交通安全関係団体との連携 

①警察などの関係機関や交通安全関係団体との連携を強化し、情報共有に努めます。 

 

（２）交通事故の起きにくい環境づくり 

①地域の実情を踏まえながら、道路標識や道路反射鏡などの交通安全施設を計画的に整

備します。 

②学校や保護者などによる点検結果等を踏まえながら、通学路を計画的に整備します。 
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テーマ４ 消費者保護 

目指す 

姿 

多様で複雑化する消費生活に関するトラブルから市民を守るため、消費

者意識の向上を図りながら、相談体制などの充実に努め、消費者被害のな

いまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 情報通信技術の急速な発展や、新型コロナウイルス感染症の感染拡大などを背景とし

て、インターネットを介した消費行動が一般化するなど、消費者の意識や行動が著しく

変化しています。消費生活をめぐるトラブルも多様化しており、高齢者のみならず、若

者の消費者トラブルの未然防止に取り組む必要性がこれまで以上に高まっています。 

⚫ 蕨市では、関係団体等との連携のもと消費生活展を開催するなど、これまで、消費者意

識の啓発と学習支援などに努めてきました。また、蕨市消費生活センターに相談員を配

置し、相談体制を整えるとともに、2016（平成 28）年には、消費者安全法に対応した、

消費生活センターの組織及び運営に関する条例を整備し、消費生活センターの機能向

上と円滑な運営に努めてきました。 

⚫ 今後も、インターネットを介したトラブルなど、市民が消費生活に関する問題を抱える

事態の増加が想定されることから、若者から高齢者まで幅広い年代の市民を対象とし

て、情報発信や意識啓発の機会づくりなどを進めるとともに、国や県、関係機関との連

携を強化し、消費生活情報の収集と提供や相談体制の充実を図り、市民が安全な消費生

活を送れるよう、取組を継続的に展開していく必要があります。 
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施策１ 消費生活の安全確保 

（１）消費者意識の啓発と学習支援 

①広報蕨や市ホームページ、ＳＮＳの活用などによって消費生活情報を提供し、幅広い世

代の消費者意識の向上を図ります。 

②市民との協働のもと、消費生活に関する啓発機会の提供に努めるとともに、市民の自主

的な学習会などの開催を支援します。 

③消費者が食の安全に関する正しい知識と理解を深めるため、県や関係機関との連携の

もと必要な情報の周知・啓発に努めます。 

 

（２）蕨市消費生活センターなど相談体制の充実 

①さまざまな消費者トラブルの解決に向けて、国や県、関係機関との連携のもと、消費生

活をめぐる最新情報の収集に努めます。 

②研修会などへの参加を通じ相談員の専門知識を向上させ、相談体制の充実を図ります。 
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テーマ５ 消防・救急 

目指す 

姿 

地域における防火意識の向上や、常備消防力及び消防団の強化、地域と

の連携などによる消防体制の充実に取り組むとともに、救急・救命体制の

充実を図ることにより、安全で安心して暮らせるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国では、過去の大規模災害などの実態から、最も身近な公助としての消防・救急に

対する期待が高まっています。また、高齢化の進展や新型コロナウイルス感染症の感染

拡大などを契機として救急の需要が増大し、救急体制の充実・強化などが社会的な課題

となっています。 

⚫ 蕨市では、常備消防である消防本部・消防署を核として、地域に根付いた消防団が、消

防活動を担っています。これまで、計画的な資機材の整備による消防力の強化に加え、

消火訓練などの指導や出前講座の開催などに取り組んできました。また、救急について

は、最新鋭の資機材と車両の導入、救急救命士の人員確保と質の向上などに努めている

ほか、コンビニエンスストアやガソリンスタンドへのＡＥＤ（自動体外式除細動器）設

置などを進めてきました。 

⚫ 人口密度が高く家屋が密集する蕨市では、火災の発生は大きな被害につながる恐れが

あります。このため今後も、市民や事業所などの防災・防火意識を高めながら、火災の

未然防止に努めていく必要があります。 

⚫ また、常備消防力である消防本部・消防署の人員や資機材の計画的な強化や、地域に密

着した消防力である消防団の人員確保などに取り組んでいくとともに、近隣市との協

力体制の充実に努めていく必要があります。 

⚫ 救急については、今後の救急需要の増加や救急業務の高度化に対応していくため、人員

や資機材など一層の体制の充実・強化や、救急車の適正利用の促進などが必要となって

います。更に「自助・共助・公助」の考え方のもと、バイスタンダー（その場に居合わ

せた市民）でも応急手当ができるよう、応急手当の基礎知識の普及に努めることが重要

となっています。 
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施策１ 防火意識の向上  

（１）啓発活動の実施と防火管理体制の強化促進 

①広報蕨や市ホームページなどによる情報発信や、イベントの開催、標語の募集やポスタ

ーの作成などの啓発を通じ、市民一人ひとりの防火意識の向上に努めます。また、住宅

用火災警報器の設置に向け、啓発活動を継続的に展開します。 

②学校や事業所などに対して、防火管理体制の強化を促します。 

 

施策２ 消防体制の充実  

（１）常備消防力の強化 

①人員体制や車両・消防資機材などの充実・強化に努めるとともに、消火栓や防火水槽な

どの計画的な整備と耐震化を推進します。 

②近隣市と連携し、相互応援など協力体制の充実に努めます。また、特殊災害等対応訓練

などの合同訓練を進めます。 

 

（２）消防団の強化 

①市民に広く呼びかけ、消防団への入団を促進するとともに、車両や消防資機材、訓練な

どの充実・強化を図ります。 

 

（３）地域との連携による訓練などの充実 

①消防本部・消防署や消防団、自主防災組織などの協働により、地域における効果的な訓

練を実施します。 

 

施策３ 救急・救命体制の充実   

（１）救急・救命体制の強化 

①車両・救急資機材などの計画的な整備に努めるとともに、救急救命士の確保や、訓練を

通じた救急隊員の能力向上を図ります。また、感染症拡大などによる救急需要に対応し

た体制強化に努めます。 

②救急車の適正な利用のあり方について、引き続き周知・啓発に努めます。 

③近隣市と連携し、救急に関する相互応援など、協力体制の充実に努めます。 

 

（２）市民と連携した救急・救命の充実 

①民間事業者などとの連携のもと、事業所等におけるＡＥＤの設置を促進します。 

②救命講習会への市民の参加を促し、応急手当に関する正しい知識の周知と技術の向上

に努めます。 
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第２章 豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち 

将来を担う子どもたちと子育て世代の市民のために、子育てを応援する環境づく

りと切れ目のない支援により、安心して子どもを産み育てることができるまちを目

指します。また、一人ひとりの個性を尊重し、生きる力を育む学校教育を展開する

とともに、広い視野と自立心を持つ青少年の育成に取り組み、子どもたちの未来が

輝くまちを目指します。 

 

【テーマと施策の体系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2

教育内容の充実

6 子ども・子育て支援 1
妊娠期から子育て期までの

切れ目のない支援

豊

か

な

個

性

を

育

み

子

ど

も

た

ち

の

未

来

輝

く

ま

ち

2 家庭教育の支援

2 教育環境の充実

3 地域に根ざした教育の展開

8 青少年の活動機会などの充実

2

青少年の健全育成 1

すべての子どもが健やかに成長できる

環境づくり

テーマ 施　策

7 学校教育 1

4 教育への支援
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【指標】 

指標名 現状値 目標値 

子育てしやすいと思う市民の割合 

【市民意識調査】 

78.4％ 

（過去５年平均） 
80% 

子育て支援センター利用件数 9,138件 15,000件 

埼玉県学習状況調査において各教科内

容別結果（正答率）が県平均を上回った

項目の割合（小・中学校） 

89.7％ 

（過去５年平均） 
100％ 

小・中学校トイレの洋式化率 54.9% 100％ 

 

【関連計画等（主要なもの）】 

計画等の名称 内容 

蕨市子ども・子育

て支援事業計画 

幼児期の教育・保育や、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進

することを目的とし、その事業の提供体制の確保など基本方針を定

めた計画です。 

蕨市教育振興基本

計画 

目指すべき教育の姿や取り組むべき施策の方向性を明らかにし、本

市の実情に応じた教育行政を計画的に推進するための計画です。 

 

【協働とＤＸの取組】 

テーマ 具体的な取組（例） 

協働 

学校・家庭・地域との協働により、子どもの居場所づくりや地域ぐるみで子

どもを育てる環境づくりを進めるとともに、地域の力を生かした教育の展開

と、青少年の見守りを進めます。 

ＤＸ 
デジタル技術の活用により、子育て世帯への効果的な情報提供・共有手段の

充実を図るとともに、教育の場でのＩＣＴの活用を図ります。 
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【ＳＤＧｓの取組】 

ゴール１：貧困をなくそう 

 

 

 

6-1. 妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援(子育て家庭への経済的な支援の充実) 

6-2. すべての子どもが健やかに成長できる環境づくり（困難な状況にある子どもや家庭

に対する支援） 

ゴール３：すべての人に健康と福祉を 

 

 

 

6-1. 妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援（妊娠・出産・子育てしやすい環境づ

くり、妊娠・出産・子育て等に関する情報発信） 

6-2. すべての子どもが健やかに成長できる環境づくり（子どもの居場所づくりの推進） 

ゴール４：質の高い教育をみんなに 

 

 

 

7-1. 教育内容の充実（自ら学び自ら考える児童・生徒の育成、蕨らしい魅力ある教育活

動の展開、豊かな心と体を育む教育の展開、学校給食の充実、特別支援教育の充

実、教職員の指導力向上と人材の確保） 

7-2. 教育環境の充実（時代に対応した学校施設の機能充実、学校安全の向上） 

7-3. 地域に根ざした教育の展開（学校・家庭・地域の連携） 

7-4. 教育への支援（家庭などに対する支援） 

8-1. 青少年の活動機会などの充実（青少年の活動機会の充実、青少年を見守る活動の充

実） 

8-2. 家庭教育の支援（家庭教育における意識の向上と学習機会の充実） 

ゴール５：ジェンダー平等を実現しよう 

 

 

 

6-1. 妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援（保育環境の充実） 

ゴール 16：平和と公正をすべての人に 

 

 

 

6-2. すべての子どもが健やかに成長できる環境づくり（児童虐待防止対策の強化） 
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テーマ６ 子ども・子育て支援 

目指す 

姿 

地域と連携しながら子育てを応援する環境をつくるとともに、妊娠・出

産期から子育て期まで、多様なニーズに応じた切れ目のない支援や子ども

が健やかに成長できる環境づくりにより、だれもが安心して子どもを産み

育てられ、子どもたちの笑顔が輝くまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国では、2022（令和４）年に生まれた子どもの数が 77万 747人と、統計開始以来

の最少を更新するなど、少子化の進行が続いており、国は、2023（令和５）年に、こど

も家庭庁を創設、同時にこども基本法を施行し、こどもの最善の利益を第一に考え、こ

ども施策を社会の真ん中に据える、「こどもまんなか社会」の実現を推進しています。

蕨市においては、合計特殊出生率は国や県の水準を下回っており、まちの未来を担う子

どもの数の減少が危惧されることから、子ども・子育て支援の取組は引き続き重要です。 

⚫ 蕨市では、こども医療費無料化の拡大や産後ケア事業の実施、地域子育て支援センター

などでの親子の交流や一時預かりの実施、認可保育園や小規模保育園、留守家庭児童指

導室の大幅な増設、病児保育室の設置など、子育て家庭への幅広い支援に取り組んでき

ました。加えて、2023（令和５）年１０月には、「こども家庭センター」を設置し、相

談支援の充実を図り、児童虐待防止対策を強化しています。 

⚫ 少子化や核家族化、地域社会の希薄化など子育て家庭を取り巻く環境の変化により、子

育て家庭の不安感や孤立感、子育ての負担が増加していることから、今後も、妊娠期か

ら子育て期までの切れ目のない支援が一層重要であり、相談や支援の場の充実、保育の

充実、経済的支援の充実、子育て等に関する情報提供などにより、子育て家庭が安心し

て子育てできる環境を整備することが必要です。 

⚫ 更には、子どもの健やかな成長のため、子どもが多様な遊びや体験ができる場や、安全・

安心に過ごせる居場所づくり、子どもの貧困やヤングケアラーなど困難な状況にある

子どもへの支援や児童虐待防止対策も必要です。 
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施策１ 妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援 

（１）妊娠・出産・子育てしやすい環境づくり 

①児童福祉と母子保健の一体的な相談支援を行うこども家庭センターを中心に、家庭児

童相談室や地域子育て支援センター、保育・子育てコンシェルジュなどが連携し、妊娠

期から子育て期にわたり切れ目のない包括的な相談事業を実施します。 

②産後の心身の負担の軽減を図る産後ケア事業等を実施するとともに、子育て世帯訪問

支援事業や一時預かり、ファミリー・サポート・センター事業等を実施し、育児等の負

担を軽減します。 

③子育ての孤立感の解消を図るため、地域子育て支援センター、福祉・児童センターや児

童館、公民館など、親同士の交流の場や親子での遊びの場を提供します。 

 

（２）保育環境の充実 

①保育園等の量的確保及び保育の質の向上を図り、子育て家庭の仕事と育児の両立を支

援するとともに、子どもの健やかな成長を支援します。 

②一時的保育や延長保育、障害児保育、病児・病後児保育など、ニーズを踏まえた保育サ

ービスを実施します。 

③留守家庭児童指導室の量的確保及び保育の質の向上を図り、子育て家庭の仕事と育児

の両立を支援するとともに、子どもの健やかな成長を支援します。 

 ④保育の実施に当たっては、園児や児童が健康で安全に過ごせるよう、衛生管理や安全管

理、災害への備えについて、必要な対策を講じます。 

 

（３）子育て家庭への経済的な支援の充実 

①出産・子育て応援事業や子育てファミリー応援事業により、伴走型相談支援と経済的支

援を一体的に実施します。 

②児童手当、こども医療費給付、幼児教育・保育の無償化など、子育て家庭の経済的負担

の軽減を図ります。 

 ③経済的に困難な状況にあるひとり親家庭に対するさまざまな経済的支援の実施や養育

費の履行確保のための取組、ＮＰＯ等が実施する「子ども食堂」や「フードパントリー」

の情報提供など、ひとり親家庭等の自立へ向けた支援を推進します。 

 

（４）妊娠・出産・子育て等に関する情報発信 

①妊娠・出産・子育て等に関する情報が、必要とする人にしっかり届くよう、各種申請時

などの機会を捉え、対面による情報提供を行うほか、子育て情報誌や市ホームページ、

広報紙など、さまざまな方法での情報発信を行います。 
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施策２ すべての子どもが健やかに成長できる環境づくり 

（１）児童虐待防止対策の強化 

①こども家庭センターにおける妊娠期から子育て期までの包括的な相談支援や通告等の

対応により、児童虐待の早期発見や早期対応を図ります。 

②要保護児童対策地域協議会において、児童相談所や警察などの関係機関や関係団体、地

域住民等との連携を図り、要保護児童等の支援に努めます。 

 

（２）困難な状況にある子どもや家庭に対する支援 

①障害のある子どもやその家庭に対する支援を図ります。 

②生まれ育った環境にかかわらず、だれもが未来への希望を持てるよう、ヤングケアラー

や子どもの貧困などへの対策に努めます。 

 

（３）子どもの居場所づくりの推進 

①福祉・児童センターや児童館、放課後子ども教室など、子どもが多様な遊びや体験がで

きる場や安心・安全に過ごせる環境づくりに努めます。 

②「子ども食堂」に対する支援など、ＮＰＯ等と連携した子どもの居場所づくりにより、

地域で子どもを見守る環境づくりを推進します。 

③ボール遊びができる公園など、子どもが安全で楽しく遊べる公園づくりを進めます。 
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テーマ７ 学校教育 

目指す 

姿 

一人ひとりの個性を尊重し、社会の変化に対応できる生きる力を育むと

ともに、蕨市ならではの魅力ある教育活動を展開し、学校・家庭・地域の

連携を深めながら、子どもたちが健やかに学び、育つまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 少子高齢化や人口減少、地球規模の環境問題といったさまざまな課題のなか、国は、生

きる力を育むという理念のもと学習指導要領を改訂、2023（令和５）年には新たな「教

育振興基本計画」を策定し、学校教育における取組を推進しています。また、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大は、学校現場のデジタル化への対応にも影響を与え、この間、

遠隔・オンライン教育は急速に進展しました。更に、現在、国においては部活動の地域

移行の推進を図っており、地域との連携による取組が一層求められてきています。 

⚫ 蕨市では、確かな学力と豊かな人間性をもち、たくましく生きる児童・生徒の育成を目

指し、自ら学び、考える「生きる力」の育成、魅力ある教育活動の展開、更には学習環

境の向上や地域に根ざした教育の展開などに取り組んできました。小学校全学年にお

いて少人数学級（35 人程度学級）を実施するとともに、蕨市教育センターでは、教育

相談、日本語特別支援、教職員研修体制を強化しているほか、学校応援団の充実（学校

ボランティア）など、学校・家庭・地域の連携を進めています。また、2019（令和元）

年度には、塚越地区、2023（令和５）年度には、第二中学校区において、コミュニティ・

スクール（学校運営協議会）を導入し、地域と一体となって特色ある学校づくりを進め

ています。あわせて、ＧＩＧＡスクール構想に伴い全児童生徒へ一人一台の端末の配備

や、学校体育館のエアコン設置などにも取り組み教育環境の整備を進めてきました。 

⚫ 未来を担う児童・生徒の育成は、蕨市としてこれからも力を入れていく重要な施策であ

り、今後も、蕨市ならではの魅力ある質の高い教育活動を展開していく必要があります。 

⚫ また、ＧＩＧＡスクール構想で配備した端末の更新に加え、時代に対応した施設整備、

児童・生徒が安全で安心して学べ、多様なニーズに対応する環境づくりを進めていく必

要があります。 

⚫ あわせて、こうした取組の展開にあたっては、学校・家庭・地域の緊密な連携・協働の

もと推進を図っていくことも重要です。 

 

 

 

 

 



27 

 

施策１ 教育内容の充実 

（１）自ら学び自ら考える児童・生徒の育成 

①蕨市の学校教育としての目標及び各学校における目標を設定し、その確実な実現を通

じて児童・生徒の確かな学力と自立する力を育成します。  

②社会経済状況の変化に対応した、情報活用能力の育成や、環境教育、国際理解教育など

を推進します。 

③司書教諭と学校図書館教育支援員を中心とした学校図書館教育の推進を図ります。 

④災害や事故から児童・生徒を守るため、防災教育や安全教育の充実を図ります。 

 

（２）蕨らしい魅力ある教育活動の展開 

①カリキュラム・マネジメントを確立し、特色ある教育活動を展開します。 

②はつらつスクール事業やスクール支援員などにより、学校生活や学習の支援を図りま

す。 

③中学生ワーキングウイークなどを通じてキャリア教育を推進します。 

④教育相談や日本語特別支援などの機能を有する教育センターの更なる充実を図ります。 

⑤少人数学級の有効性を高めるための指導体制の充実を図ります。 

⑥ＡＬＴ（外国語指導助手）の全校配置やＧＴＥＣの活用などにより外国語教育の充実を

図ります。 

 

（３）豊かな心と体を育む教育の展開 

①豊かな心を育む道徳教育や福祉教育、ボランティア体験などを推進します。 

②心と体に関する正しい知識を身につけるための保健教育を推進します。 

③地域と連携して指導者の確保を図り、豊かな心と健やかな体を育む部活動の充実に努

めます。 

④スクールカウンセラーの増員や学習室（ステップアップルーム）の拡充などにより不登

校の児童・生徒への支援を図ります。 

 

（４）学校給食の充実 

①安全で栄養バランスのとれたおいしい給食を提供するとともに、食育を推進します。 

②地場産の野菜を使った給食や地元生産者とのふれあい交流を通じて、郷土への愛着や

食に関する関心を促進します。 

③学校給食センター施設・設備の計画的な維持管理に努め、安定的に安全安心な給食を提

供します。 

 

（５）特別支援教育の充実 

①特別支援学級における特別支援教育の充実を図ります。 
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②通常学級における特別な支援を必要とする児童・生徒への支援体制の充実を図ります。 

 

（６）教職員の指導力向上と人材の確保 

①教育センターを活用した計画的・継続的な教職員研修の実施などにより、外国語やＩＣ

Ｔ教育等にも対応した指導力の向上を図るとともに、優秀な教職員の確保に努めます。 

 

施策２ 教育環境の充実 

（１）時代に対応した学校施設の機能充実 

①児童・生徒が健やかに学習・生活できるよう、トイレの洋式化を進めるとともに、新し

い時代の学びに対応した環境の整備に努めます。 

②ＧＩＧＡスクール構想に伴い配備した１人１台端末の活用や維持更新、ＩＣＴ活用環

境の充実を図ります。 

 

（２）学校安全の向上 

➀施設の安全対策や防犯対策、校舎等における設備・機器等の保守点検や計画的な修繕等

による安全管理を徹底します。 

 

施策３ 地域に根ざした教育の展開 

（１）学校・家庭・地域の連携 

①蕨市の学校教育施策や各学校の取組に関する情報を公開します。 

②コミュニティ・スクール及び学校応援団の取組などの充実と活用により、地域に根ざし

た学校づくりを推進します。 

③家庭や地域との連携により、児童・生徒の安全を守ります。 

 

施策４ 教育への支援 

（１）家庭などに対する支援 

①就園や就学のための補助制度などを継続するとともに、その周知に努めます。 

②私立幼稚園への支援を通じて幼稚園教育の充実を促進します。 

③高等学校及び高等教育機関への就学のための貸付（貸与）制度を継続するとともに、そ

の周知に努めます。 

④給食費の完全無償化を国とともに推進し、また、市独自に２人目以降給食費無償化の実

施を図ります。 
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テーマ８ 青少年の健全育成 

目指す 

姿 

青少年が安心して過ごせる居場所づくりや学習と活躍の場の提供を図る

とともに、社会活動への参加を促すことにより、家庭や学校、地域の連携

のもと、青少年が広い視野と自立心を持ち、健やかに成長できるまちを目

指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 少子化や核家族化、地域の人間関係の希薄化が進むなかで、ひきこもりや不登校、自殺、

更には、居場所のない青少年の増加や、ＳＮＳを通じた犯罪に巻き込まれるなど、青少

年をめぐる問題が深刻化しています。また、民法の一部改正により、2022（令和４）年

４月１日以降、18歳が成人年齢となったことで、18歳・19歳の社会参画拡大が期待さ

れるとともに、2023 年（令和５）４月に施行したこども基本法では、子どもが意見表

明する機会や多様な社会活動に参画する機会の確保がうたわれています。 

⚫ 蕨市では、青少年健全育成事業として、安全安心な居場所づくりを目的とした放課後子

ども教室をはじめ、さまざまな学習、スポーツ、芸術・文化、生活体験、自然体験活動

を実施しています。また、全国に先駆けて開催した成年式の運営への参画などを通じ、

社会参画の機会づくりに取り組んできたほか、有害な情報などから青少年を守る環境

づくりを進めています。更に、蕨市健やかメディア宣言、わらび子ども宣言の活用など

家庭教育に対する支援にも努めています。 

⚫ 今後も、青少年の自主的な取組を促しながら、青少年の活動機会の充実を図るとともに、

家庭や学校、地域などとの連携のもと、青少年を見守る体制の充実に引き続き努めてい

くことが大切になっています。 

⚫ また、青少年は、未来を担う存在であり、これからの社会を形づくる大切な主体である

ことから、家庭における教育を継続的に支援する必要があります。 
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施策１ 青少年の活動機会などの充実 

（１）青少年の活動機会の充実 

①中学生や高校生、大学生なども対象としたボランティアの機会の充実を図るとともに、

ボランティア活動への参加を促進します。 

②サマーパークフェスティバル・青少年まつり、20 歳のつどい（成年式）などの企画運

営に対する若者の参画を促進します。 

③さまざまな機会を通じて、子どもたちの生きる力を育むために、生活体験や地域参画の

場の充実を図ります。 

④子どもたちの安全安心な居場所づくりや異学年交流、地域住民との触れ合いなどを提

供する放課後子ども教室の充実を図ります。 

⑤青少年を対象とした自然・科学や文化・芸術、食育、環境学習など、さまざまな体験や

機会を提供します。 

⑥蕨・戸田・川口三市青少年の船事業を実施します。 

 

（２）青少年を見守る活動の充実 

①地域と青少年育成団体、少年センターなどとの連携により、有害な情報や環境などから

青少年を見守る活動を実施します。 

②成人年齢の改正に伴い、新たに成人となった１８歳、１９歳の社会参加の促進について

支援します。 

 

 

施策２ 家庭教育の支援 

 

（１）家庭教育における意識の向上と学習機会の充実 

①家庭教育の重要性に関する普及・啓発に努めます。 

②蕨市健やかメディア宣言、わらび子ども宣言などを活用しながら、家庭で子どもと保護

者が話し合う機会の充実を図ります。 

③家庭教育を推進する上で必要な学習機会の提供に努めるとともに、保護者が気軽に集

え、情報交換できる場の充実を図ります。 
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第３章 みんなにあたたかく健康に生活できるまち 

だれもがいつまでも自分らしく住み慣れた地域で暮らしていけるよう、市民・団

体・事業者の協力・連携により福祉の取組を推進し、みんなにあたたかいまちを目

指します。また、市民の健康に対する意識の向上や、市立病院の建替えと充実、包

括的な保健医療体制づくりを進め、いつまでも健康で幸せに暮らせるまちを目指し

ます。 

 

【テーマと施策の体系】 

 

 

 

2 後期高齢者医療制度の安定的運営

3

9 地域福祉 1 地域福祉の推進

1 国民健康保険制度の安定的運営

テーマ 施　策

社会保障

3 国民年金事務の円滑な運営

4 低所得者支援の充実

1
生きがいをもち安心して生活できる

環境づくり
11 高齢者支援

2 介護サービスの充実

3 地域支援の充実

14 医療

2 社会参加に向けた環境整備

3 健康づくりに向けた社会環境の整備

健康（健幸）づくり13

12 障害者支援 1 自立した生活への支援

み

ん

な

に

あ

た

た

か

く

健

康

に

生

活

で

き

る

ま

ち

4 ライフステージに応じた健康づくり

1 地域における医療体制の充実

2 市立病院の充実

1 健康づくりの体制整備

2 健康づくりに向けた行動改善の促進

10
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【指標】 

指標名 現状値 目標値 

介護予防事業参加者数 
10,694人 

（過去５年平均） 
20,000人 

認知症サポーターステップアップ講座

の修了者数（累計） 
― 150人 

健康長寿蕨市モデル事業（コバトンＡ

ＬＫＯＯマイレージ）参加者数 
― 2,000人 

市立病院病床利用率 59.0％ 73％ 

 

【関連計画等（主要なもの）】 

計画等の名称 内容 

蕨市高齢者福祉計

画・介護保険事業

計画 

地域の実情に応じた高齢者の福祉サービスと介護保険サービスを

提供する体制の確保や、地域支援事業の実施などを計画的に進める

ことを目的とした計画です。 

蕨市障害者計画 

障害のある人の人権の尊重という観点から、基本理念と施策の方向

性を示すとともに、障害者施策の総合的な展開を図るための計画で

す。 

蕨市障害福祉計画 

・蕨市障害児福祉

計画 

社会の著しい変化の中で多様化する障害者・障害児を巡るニーズに

対応し、障害者・障害児がその人らしく生活できるための事業の内

容や量、体制等について定めた計画です。 

わらび健康アップ

計画 

ライフステージに応じた身体と心の健康づくりや、市全体で取り組

む健康づくりに向けた、具体的な施策や事業について定めた計画で

す。 

蕨市国民健康保険

データヘルス計画 

蕨市国保被保険者を対象とし、被保険者の健康・医療情報を活用し

て、効果的で効率的な保健事業の実施を図るための保健事業の実施

計画です。 

 

【協働とＤＸの取組】 

テーマ 具体的な取組（例） 

協働 

地域や事業者との協働により、支援を必要とするさまざまな人を見守るネッ

トワークの充実と、だれもがその人らしく地域で生活できる環境づくりを進

めるとともに、市民一人ひとりの健康意識を高め健幸なまちづくりを進めます。 

ＤＸ 

デジタル技術の活用により、健康づくりの取組を進め、スマートウエルネス

シティの実現を目指すとともに、あらゆる世代でデジタルデバイドの解消に

取り組みます。 
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【ＳＤＧｓの取組】 

ゴール１：貧困をなくそう 

 

 

 

10-4. 低所得者支援の充実（生活保護制度の適正な運営、生活困窮者の自立支援） 

ゴール２：飢餓をゼロに 

 

 

 

13-2. 健康づくりに向けた行動改善の促進（食生活の改善と食育の推進） 

ゴール３：すべての人に健康と福祉を 

 

 

 

9-1. 地域福祉の推進（地域福祉に対する意識の向上、相談支援体制の充実、活動支援と 

担い手の育成・ネットワークづくり、地域福祉の環境整備） 

10-1.国民健康保険制度の安定的運営（国民健康保険制度の健全な運営、国民健康保険加 

入者の健診受診率の向上） 

10-2.後期高齢者医療制度の安定的運営（後期高齢者医療制度の適正な運営） 

10-3.国民年金事務の円滑な運営（国民年金に関する周知と相談の充実） 

11-1.生きがいをもち安心して生活できる環境づくり（高齢期の生きがいづくり、日常生

活の支援） 

11-2.介護サービスの充実（介護保険制度の適正な運営、介護サービス基盤の整備） 

11-3.地域支援の充実（介護予防の充実、認知症高齢者などへの支援、地域包括ケアの充

実） 

12-1.自立した生活への支援（地域での生活支援、保健・医療との連携） 

12-2.社会参加に向けた環境整備（地域活動への参加促進） 

13-1.健康づくりの体制整備（健康づくりを推進する体制の整備） 

13-2.健康づくりに向けた行動改善の促進（健康づくりに向けた意識の向上、歯科保健対

策の推進） 

13-3.健康づくりに向けた社会環境の整備（こころの健康のための情報提供・相談体制の

充実、ウォーカブルなまちづくりの推進） 

13-4.ライフステージに応じた健康づくり（母子保健の充実、成人保健の充実、高齢期の

健康増進） 

14-1.地域における医療体制の充実（身近な医療体制づくり、救急医療体制の充実、ワク

チン接種の促進） 

14-2.市立病院の充実（医療サービスの充実、市立病院の機能の強化） 

ゴール８：働きがいも経済成長も 

 11-1.生きがいをもち、安心して生活できる環境づくり（就労の支援） 

12-2.社会参加に向けた環境整備（就労機会の拡大） 

ゴール 10：人や国の不平等をなくそう 

 

 

 

11-3.地域支援の充実（高齢者の権利擁護の充実） 

12-1.自立した生活への支援（障害者の権利擁護の充実） 
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テーマ９ 地域福祉 

目指す 

姿 

市民一人ひとりが地域福祉の担い手であり、お互いに助け合うという共

助の意識を高めながら、市民・団体・事業者との協働により地域福祉の課

題解決を図り、だれもが地域社会の中でその人らしく、安心して充実した

暮らしを送ることができるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国では、少子高齢化やライフスタイルの変化などを背景として、地域における福祉

的ニーズが多様化・複雑化しています。特に近年では、新型コロナウイルス感染症の拡

大などを契機として、幅広い年齢層で社会から孤立し、孤独感を抱えてしまう人も多く

なっています。こうした潮流のなか、個人や家族の力、あるいは行政の力のみに頼るだ

けでなく、市民一人ひとりが地域福祉の担い手であり、お互いに助け合うという共助の

意識を高めていくことが求められています。 

⚫ 蕨市では、市の強みでもある地域コミュニティを基盤として、蕨市社会福祉協議会や民

生・児童委員、各種福祉団体、事業者などが連携し、地域での助け合いや見守り活動、

新たな地域福祉の担い手育成などを進めています。また今後は、福祉分野の計画の上位

計画となる「蕨市地域福祉計画」を策定し、地域におけるさまざまな主体が互いに支え

合う地域共生社会の実現に向けた取組を進めます。 

⚫ 地域における助け合いを活性化していくためには、地域福祉に関する学習機会の充実

を図り、市民一人ひとりの共助の意識を高め、身近な地域における活動の実践を促して

いくことが有効です。また、支援を必要とする人を把握し、適切な支援につなげていく

ことも非常に重要であり、地域で孤立しないよう見守るためのネットワークづくりや、

複雑化・高度化する課題に対応する分野を超えた包括的な支援体制の整備が必要とな

っています。 
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施策１ 地域福祉の推進  

（１）地域福祉に対する意識の向上 

①広報蕨や市ホームページ、各種イベントなどを通じて、地域福祉に対する意識啓発に努

め、地域での支え合い、助け合いを促します。 

②学校教育や生涯学習を通じて、地域福祉に対する意識の向上を図ります。 

 

（２）相談支援体制の充実 

①蕨市社会福祉協議会や民生・児童委員、各種福祉団体、事業者などの地域の関係機関と

連携し、複合的、分野横断的な課題に対する包括的な相談支援体制の整備を図ります。 

②「再犯防止推進計画」を策定し、再犯防止の推進に取り組みます。 

 

（３）活動支援と担い手の育成・ネットワークづくり 

①蕨市社会福祉協議会や民生・児童委員、各種福祉団体、事業者などによる主体的な活動

を支援します。 

②蕨市社会福祉協議会によるボランティアセンターの運営と、地域ボランティアの確保・

育成を支援します。 

③子どもや高齢者、障害のある人をはじめ、すべての支援を必要とする人を見守るネット

ワークの充実を図りながら、虐待や地域での孤独・孤立の防止などに取り組みます。 

 

（４）地域福祉の環境整備 

①地域での支え合い、助け合いを促すため、さまざまな属性の市民が交流する環境づくり

を進めるとともに、地域福祉活動の拠点として、総合社会福祉センターの施設・機能の

充実を図ります。 
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テーマ１０ 社会保障 

目指す 

姿 

国民健康保険制度など各種社会保障制度の安定的な運営に努めるととも

に、生活の安定と自立の促進を趣旨とした低所得者支援制度の適正な運営

を行い、市民が安心して生活できるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国における社会保障制度には戦前からの長い歴史があり、国民皆保険・皆年金制度

が確立されています。しかし近年では、少子高齢化、国や地方自治体の財政状況の悪化

などを背景として、国においては制度のあり方などに関する議論がなされており、地方

自治体には、一層の制度の周知や安定的な運営が求められています。 

⚫ 蕨市では、「蕨市国民健康保険データヘルス計画」、「蕨市国民健康保険特定健康診査等

実施計画」を策定し、効果的で効率的な保健事業の実施を図るとともに、制度の広域化

にも対応しながら、国民健康保険制度の円滑な運営に努めています。また、国の制度に

基づき、後期高齢者医療制度、国民年金制度、生活保護制度、生活困窮者自立支援制度

の適正な運用に努めているほか、制度の正しい理解に向けた啓発活動や相談活動など

を実施しています。 

⚫ 今後も、引き続き国民健康保険制度、後期高齢者医療制度、国民年金制度など、各種社

会保障制度の周知に努め、市民の正しい理解を得るとともに、制度の円滑な運営を図っ

ていくことが重要です。 

⚫ また、生活保護制度については、生活の安定と自立の促進という趣旨を踏まえ、真に支

援を必要とする市民に対するセーフティネットとして機能するよう、適正な運営を行

うとともに、低所得者支援、生活困窮者の自立支援などにも取り組む必要があります。 
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施策１ 国民健康保険制度の安定的運営 

（１）国民健康保険制度の健全な運営 

①国民健康保険制度の健全な運営に向け、制度の内容や国民健康保険税、医療費などに関

する市民の理解を促進します。 

②「蕨市国民健康保険データヘルス計画」に基づき、効果的で効率的な保健事業の実施を

図ります。 

 

（２）国民健康保険加入者の健診受診率の向上 

①広報蕨や市ホームページ、携帯電話のショートメッセージサービス、未受診者への受診

勧奨通知の送付などを通じて、特定健康診査の受診を促進します。また、人間ドックの

費用補助により、受診を促進します。 

 

施策２ 後期高齢者医療制度の安定的運営 

（１）後期高齢者医療制度の適正な運営 

①埼玉県後期高齢者医療広域連合との連携などにより、後期高齢者医療制度の内容や保

険料などに関する市民の理解を促進します。 

②埼玉県後期高齢者医療広域連合「高齢者保健事業実施計画（データヘルス計画）」に基

づき、埼玉県後期高齢者医療広域連合と連携して、健診受診の促進をはじめとした効果

的で効率的な保健事業の実施を図ります。 

 

施策３ 国民年金事務の円滑な運営 

（１）国民年金に関する周知と相談の充実 

①国民年金制度の内容や保険料、加入、給付などに関する市民の理解を促進します。また、 

保険料や加入、給付などに関する年金相談の充実に努めます。 

 

 

施策４ 低所得者支援の充実 

（１）生活保護制度の適正な運営 

①医療扶助の適正化、不正受給の防止などを前提とし、生活保護制度を適正に運営すると

ともに自立に向けた支援に取り組みます。 
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（２）生活困窮者の自立支援 

①関係機関や団体などとの連携に努めながら、相談機能の充実を図ります。 

②自立相談支援員による就労支援の強化を図るとともに、公共職業安定所との連携を図

り、経済的な自立を目指します。また、学校・団体・事業者などとの連携により、生活

困窮世帯の子どもの学習支援などのニーズに対応します。 

③蕨市社会福祉協議会との連携により、生活福祉資金制度など支援制度を周知するとと

もに、その活用を促進します。 
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テーマ１１ 高齢者支援 

目指す 

姿 

健康づくりや介護予防、地域活動などへの参加の促進、就労の機会づく

りなどを進めるとともに、介護保険事業や地域支援事業の取組により、高

齢になっても健康で生きがいを持ち、住み慣れた地域でできる限り自分ら

しく生活できるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国の高齢者人口は約 3,589万人で、総人口に占める割合は 28.6％（2023（令和５）

年１月１日現在、住民基本台帳人口）に達しており、世界一の超高齢社会となっていま

す。蕨市の高齢者人口は 17,394人、総人口に占める割合は 23.1％（2023（令和５）年

１月１日現在、住民基本台帳人口）であり、割合としては全国平均より低く、高齢者の

数は、横ばいであるものの、今後はサービス需要の高い 85歳以上の高齢者の増加が見

込まれることから、高齢になっても、健康で、住み慣れた地域でできる限り自分らしく

生活できる環境づくりはますます重要となります。 

⚫ 蕨市では、老人福祉センター・高齢者クラブ・シルバー人材センターなどでの活動を通

じ、高齢者の生きがいづくりと社会参加の促進に努めています。また、高齢者が住み慣

れた地域で安心して暮らし続けられるよう、３か所の地域包括支援センターを拠点と

して、医療や介護、介護予防、住まい、生活支援サービスを必要とする市民に切れ目な

く提供される地域包括ケアシステムの構築を進めるとともに、地域・事業者・行政の連

携のもとに、高齢者の見守りや権利擁護に努めています。 

⚫ 今後も増加していく高齢者の一人ひとりが、生涯にわたり健康で生きがいを持って、安

心して生活できる環境づくりは一層重要となります。 

⚫ また引き続き、介護保険制度の適正な運営と、必要な介護サービス基盤の整備を図る必

要があります。 

⚫ 更に、高齢者が住み慣れた地域で暮らしていくためには、介護予防や生活相談の拠点で

ある地域包括支援センターの機能強化を図るほか、高齢者の居場所づくりや住民主体

による介護予防の充実が重要であり、特に、今後は認知症高齢者の増加も予測されるた

め、その対策の加速化も求められます。 

 

 

 

 

 

 



40 

 

施策１ 生きがいをもち安心して生活できる環境づくり 

（１）高齢期の生きがいづくり 

①老人福祉センターなどにおける各種講座の内容充実に努めます。 

②高齢者クラブの活動の活性化を図るとともに、高齢者の地域コミュニティ活動や市民

活動への参加を促します。 

③敬老祝賀事業の実施や敬老祝い金の贈呈により、市全体で、長寿を祝い敬老の意を表し

ます。 

 

（２）就労の支援 

①蕨市シルバー人材センターの事業の充実と効率的な運営体制の構築に努めます。 

②高齢者の雇用促進に向けた啓発に努めます。 

 

（３）日常生活の支援 

①紙おむつ支給事業や、民間賃貸住宅家賃助成事業など、各種給付制度や助成制度を周知

することで、その活用を促進します。 

②高齢者の日常生活の円滑なコミュニケーションを支援するため、補聴器購入費の補助

を実施します。 

③地域住民や関係団体、事業者との連携により、ひとり暮らしの高齢者などを対象とした

緊急時の通報や健康相談、地域における見守り体制の充実などを図ります。 

 

施策２ 介護サービスの充実 

（１）介護保険制度の適正な運営 

①介護保険制度に関する情報提供と相談体制の充実を図り、サービスの円滑で適正な利

用を促します。 

②「介護保険事業計画」に基づくサービスの質と量の確保に努めます。 

③居宅介護支援事業所や地域密着型サービス事業所などへの運営支援や指導を進めます。 

 

（２）介護サービス基盤の整備 

①地域密着型サービスなどの介護サービス基盤の整備に努めます。 

 ②適切なサービスの利用につなげることにより、ケアラーの支援を進めます。 

 

施策３ 地域支援の充実 

（１）介護予防の充実 

①高齢になっても、元気に生きがいを持って生活できるよう、介護予防・生活支援サービ
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ス事業の充実に取り組むほか、介護予防の啓発、いきいき百歳体操をはじめとする住民

主体による介護予防の取組の促進などに努めます。 

 ②医療情報、介護情報、健診結果等の分析に基づき、地域の健康課題を抽出・把握し、

高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施を推進します。 

 

（２）認知症高齢者などへの支援 

①広報蕨や市ホームページ、イベントなどを通じて、認知症に対する理解を促します。 

②認知症初期集中支援チームによる支援や認知症地域支援推進員による地域の体制整備

の推進、認知症サポーターの養成、認知症ケアパスの普及・活用、認知症の人やその家

族の相談支援など、認知症ケア体制の充実を図ります。 

 

（３）地域包括ケアの充実 

①高齢者支援の拠点である地域包括支援センターの機能を強化し、地域課題の抽出、地域

資源の発掘を行うとともに、多職種間の連携等に努め、包括的なケア体制の構築を進め

ます。 

②自立支援型地域ケア会議により、多職種間の連携によるアドバイスを行い、高齢者の自

立に向けたケアマネジメントを支援します。 

③在宅医療と介護の連携の推進を図るほか、生活支援コーディネーターを中心に、高齢者

の居場所づくりや地域の支え合い活動の充実に取り組みます。 

 

（４）高齢者の権利擁護の充実 

①地域包括支援センターや蕨市高齢者虐待防止ネットワーク会議を活用し、虐待の防止

と対応を図ります。 

②成年後見制度の周知を図り、その利用を促進し、高齢者の権利擁護を図ります。 
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テーマ１２ 障害者支援 

目指す 

姿 

障害のある人に対する市民の理解を深めながら、地域での自立支援の充

実、社会参加の機会の充実などにより、障害のある人が住み慣れた地域で

尊厳を持ち、安心して暮らせるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 国の 2023（令和５）年版障害者白書によれば、わが国の障害者の概数は、身体障害者

が約 436万人、知的障害者が約 109万人、精神障害者が約 615万人で、いずれの区分に

おいても障害者数が増加傾向にあります。こうしたなか、だれもが障害の有無によって

分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現

に向けた取組の重要性は増しており、特に、障害者自身や家族の高齢化が進むなかで、

住み慣れた地域で暮らし続けるための環境整備や、医療的ケア児の増加などを背景と

した、多職種間の連携は大切です。 

⚫ 蕨市では、「蕨市障害者計画・蕨市障害福祉計画・蕨市障害児福祉計画」を策定し、障

害者支援の取組を進めています。また、2021（令和３）年には手話が言語であるとの認

識に基づき、手話の理解及び普及に関する基本理念を「蕨市手話言語条例」として定め

ました。更には、総合社会福祉センターを拠点として、生活支援や就労支援、各種相談

などを総合的に進めているほか、市や関係機関等における発達支援、小・中学校での特

別支援教育などを行っています。 

⚫ 今後も、障害のある人が住み慣れた地域で尊厳を持って安心して暮らせるよう、地域包

括ケアシステムを構築するとともに、グループホームなど地域で共同生活を営む施設

の整備や、公共施設や障害のある人の住宅などのバリアフリー化、虐待の防止や差別の

解消に向けた相談体制の充実などを図る必要があり、更には、地域生活が困難な重度の

障害がある人のための入所施設の確保も求められています。 

⚫ また、事業者による合理的配慮の提供の義務化等を含む改正障害者差別解消法が 2024

（令和６）年４月より施行されることを踏まえ、障害のある人の就労支援に向けた雇用

者への働きかけを継続するとともに、多様な活動の場の確保、地域のイベントなどに気

軽に参加できる環境づくりなど、地域活動への参加を促していくことも大切になって

います。 

 

 

 

 

 



43 

 

施策１ 自立した生活への支援 

（１）地域での生活支援 

①障害者総合支援法に基づく障害福祉サービスと市独自の地域生活支援事業等を総合的

に推進します。 

②障害のある人の生活支援などの包括的支援体制の充実を図ります。 

③「障害者計画、障害福祉計画」等に基づき、ショートステイ施設やグループホームなど

暮らしの場の確保に努めます。 

④公共施設や障害のある人の住宅などのバリアフリー化を推進します。 

 

（２）保健・医療との連携 

①障害の早期発見体制の強化と療育支援体制の充実を図り、あわせて、医療的ケア児（者）

とその家族への支援に努めます。 

②関係機関と連携を図りながら、難病患者支援や精神保健対策を推進します。 

 

（３）障害者の権利擁護の充実 

①障害のある人への虐待防止や差別の解消のための体制の充実に努めるとともに、成年

後見制度の利用を促進し、障害のある人の権利擁護を図ります。 

 

施策２ 社会参加に向けた環境整備 

（１）就労機会の拡大 

①蕨市障害者就労支援センターや公共職業安定所（ハローワーク）との連携により、事業

者に対して障害者雇用の意識啓発を図るとともに、助成制度の周知に努めます。 

②就労支援事業や地域活動支援センターにおける、訓練指導の充実を図ります。 

③関係機関や事業者などとの連携により、職業相談の実施や一般就労への移行にチャレ

ンジできる環境づくり、就労後のフォローアップなどを進めます。 

 

（２）地域活動への参加促進 

①合理的配慮の必要性を市民や事業者等に周知しながら、地域における文化、スポーツ・

レクリエーション活動への障害のある人の参加と交流を促進します。 
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テーマ１３ 健康（健幸）づくり 

目指す 

姿 

市民の健康に対する意識の向上を図るとともに、生活習慣の改善や健康

づくりを巡る環境の向上、ライフステージに応じた健康づくりなどを推進

することにより健康寿命の延伸を図り、生涯にわたり健やかで幸せに暮ら

せるまち（健幸なまち：スマートウエルネスシティ）、健康密度も日本一

のまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国は世界で最も高い水準の平均寿命を誇る長寿国ですが、近年では単に長寿であ

るだけでなく、生涯にわたり健やかで幸せに暮らせるまち（健幸なまち：スマートウエ

ルネスシティ）を創造することが重視されてきており、そのための多面的な健康施策の

重要性が高まっています。また、近年では、社会経済動向の著しい変化のなかで、ここ

ろの健康の維持なども重要な課題となっています。 

⚫ 蕨市では、「わらび健康アップ計画」のもと、生活習慣病の発症予防と重症化予防のた

めの健康づくり、生涯を通じた健やかで心豊かな生活の実現、市民全体の健康づくりと

それを支える環境の整備に努めています。2023（令和５）年度には「第３次わらび健康

アップ計画」を策定し、ライフステージに応じた健康課題への取組とともに、胎児期か

ら高齢期に至るまで人の生涯を経時的に捉えた（ライフコースアプローチ）の観点も取

り入れた健康づくりを推奨しています。 

⚫ これからも、市民の健康を支えていくためには、健康づくりに向けた推進体制の充実に

努めるとともに、関係機関や地域との連携を強化していくことが大切です。  

⚫ 健康であることは、心豊かで質の高い生活を送るためにも重要です。このため、栄養・

食生活、身体活動・運動といった生活習慣の改善や、生活習慣病の発症予防・重症化予

防、ロコモティブシンドロームの予防といった生活機能の維持・向上などについて市民

に周知するとともに自主的な行動を促し、個人の行動と健康状態の改善を図っていく

ことが重要です。 

⚫ また、社会とのつながりの維持や、こころの健康の維持及び向上、健康増進のための基

盤など環境整備も課題となっています。 

⚫ 更には、医療機関などの関係機関と連携しつつ、市民のライフステージに応じた健康づ

くりに向けた取組を進めていく必要があります。 
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施策１ 健康づくりの体制整備 

（１）健康づくりを推進する体制の整備 

①「わらび健康アップ計画」に基づいた全庁的な取組を推進します。また、同計画に基づ

き、そこに暮らすことで健幸になれるまち「スマートウエルネスシティ」の推進を図り

ます。 

②広く市民の健康づくりを支援する企業や民間団体等の参加協力を得るなど、市民が主体

的に行う健康づくりの取組を総合的に支援する環境整備を推進していきます。 

 

施策２ 健康づくりに向けた行動改善の促進 

（１）健康づくりに向けた意識の向上 

①広報蕨、市ホームページ、イベントの開催などを通じて健康づくりに関する情報の提供

に努め、健康づくりに向けた市民の意識の向上を図ります。 

②健全な生活習慣に向け、乳幼児期から高齢期まで幅広い健康教育を推進します。 

③健康長寿蕨市モデル事業や介護予防・生涯スポーツなどの取組を通じ、運動への意識向

上を図ります。 

 

（２）食生活の改善と食育の推進 

①食生活の改善指導により、規則正しくバランスのとれた食生活の推進に努めます。 

②生活習慣病予防のための食生活の改善を推進します。 

③市民の食育に関する啓発を図り、次世代につながる食育を推進します。 

 

（３）歯科保健対策の推進 

①蕨戸田歯科医師会との連携による、歯ッピーわらびなどのイベントや歯科健康診査の

受診促進などを通じ、歯科口腔の健康づくりを啓発します。 

②ライフステージを踏まえた歯科口腔保健を推進します。 

 

施策３ 健康づくりに向けた社会環境の整備 

（１）こころの健康のための情報提供・相談体制の充実 

①国・県、関連団体等や市の相談支援窓口を周知するとともに、関係機関との連携を強化

し、相談体制の充実を図ります。 

②さまざまな世代がメンタルヘルスに関する知識や情報を身につけられるよう、市ホー

ムページなどを活用した周知・啓発の充実に努めます。また、「蕨市自殺対策計画」に

基づき、だれもが早期の「気づき」に対応できるようゲートキーパー養成講座等の取組

を行います。 



46 

 

 

（２）ウォーカブルなまちづくりの推進 

①健康維持のため、出歩きやすい「ウォーカブルなまちづくり」の推進に努めます。 

 

施策４ ライフステージに応じた健康づくり 

（１）母子保健の充実 

①妊婦健康診査や新生児・産婦訪問指導、未熟児への対応など産前産後の支援体制の充実

を図ります。 

②妊娠・出産や育児に関する学習機会の提供に努めます。 

③こども家庭センターにおける母子保健と児童福祉の連携により、妊娠期から子育て期

にわたり切れ目のない包括的な相談支援などを行います。 

 

（２）成人保健の充実 

①健康診査や各種検診の受診率向上を図ります。 

②健康相談や保健指導、健康教育の充実に努めます。 

③成人健診センターにおける総合健康診査（人間ドック）の充実を図ります。 

 

（３）高齢期の健康増進 

 ①市民主体の介護予防教室「いきいき百歳体操」の運営支援や参加促進に努めるとともに、

健康教室の開催などを通じて、介護予防を推進します。 

 ②身体機能の維持など健康管理に関する知識の普及・啓発に努めるとともに、健診等の受

診促進を図り、生活習慣病の発症予防・重症化予防を支援します。 

 ③医療情報、介護情報、健診結果等の分析に基づき、地域の健康課題を抽出・把握し、

高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施を推進することにより、健康寿命の延

伸を図ります。 
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テーマ１４ 医療 

目指す 

姿 

保健・医療・福祉の連携促進と、各医療機関との連携による地域におけ

る医療体制の充実を図るとともに、市立病院の建替えと充実に取り組むこ

とにより、身近な地域で医療サービスを受けられるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 保健医療を取り巻く環境が大きく変化するなか、近年における新型コロナウイルス感

染症の拡大の経験などからも、身近な地域で医療サービスを受けられる環境づくりは

ますます重要となっています。また、蕨市では、市立病院について、施設の耐震化や老

朽化対策が大きな課題となっているところですが、2023（令和５）年１月に、施設整備

検討委員会において報告書がまとまり、市としてもこの報告を受けて、今後、市立病院

の建替えを進めていく方針を決定しました。 

⚫ 蕨市には、市内の医療拠点としての機能を担う市立病院をはじめ、病院や一般診療所、

歯科診療所が 82か所（2023（令和５）年８月現在）あります。一次医療は、市内及び

戸田市内の医療機関を中心に、かかりつけ医による初期診療、健康診査などの保健サー

ビスを提供しており、各医療機関と専門医が連携しています。一方、第一次救急医療は、

蕨市と戸田市の休日・平日夜間急患診療所、産婦人科休日在宅当番医制などで対応して

います。第二次救急医療については、市立病院を含め蕨・戸田市内の４医療機関で行っ

ています。 

⚫ 少子高齢化が進むなか、地域における医療体制の維持・充実は、今後も重要な課題とな

ります。このため今後も、休日・平日夜間の医療体制を維持し、かかりつけ医の普及を

進めるとともに、保健や福祉、介護などの関係機関との連携を強化していくことが求め

られます。 

⚫ また、市立病院については、「蕨市立病院経営強化プラン」に基づき、効率的かつ安定

的な経営を推進するとともに、市立病院に求められる役割などを踏まえた建替えを進

めていきます。 
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施策１ 地域における医療体制の充実 

（１）身近な医療体制づくり 

①日常の健康を維持するための健康診査・検診や早期にかかれる身近な医療機関として、

かかりつけ医の普及を促進します。また、在宅医療と介護の連携を促進します。 

②蕨戸田市医師会や蕨戸田歯科医師会による、市内医療機関の機能分担と連携を促進し

ます。 

③広域的な医療機関の連携を促進します。 

 

（２）救急医療体制の充実 

①第二次救急医療機関との連携により、救急医療体制の充実を図ります。 

②休日・平日夜間急患診療所、産婦人科休日在宅当番医制、小児救急に関する情報提供の

充実を図ります。 

③救急医療の適正な利用方法について、普及啓発に努めます。 

 

（３）ワクチン接種の促進 

①定期予防接種について、国の方針等に基づき適切に対応するとともに、任意接種の帯状

疱疹ワクチン接種の助成などにより疾病予防の促進を図ります。 

 

施策２ 市立病院の充実 

（１）医療サービスの充実 

①安定的な医師確保や更なる市立病院の充実に向けて、大学病院等との連携を推進しま

す。 

②市民の健康を守るため、地域の医療機関や保健、福祉、介護などの関係機関との連携強

化を図ります。 

③地域に根ざした第二次救急医療機関としての機能の充実を図ります。 

 

（２）市立病院の機能の強化 

①市立病院の効率的かつ安定的な経営を推進します。また、必要な施設・設備の更新及び

修繕を進めます。 

②市立病院に求められる役割などを踏まえた基本構想・基本計画に基づき、早期の建替え

を推進します。 

 



49 

 

第４章 にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち 

歴史的・文化的資源を活用し、市への愛着の一層の醸成と市の魅力の向上を図ると

ともに、産業支援や観光事業の取組などを通じ、にぎわいと活力あるまちを目指しま

す。また、市民一人ひとりが生涯を通じて学び、地域に根ざした文化が薫るまちを目

指すとともに、だれもがスポーツやレクリエーションを楽しめ、元気に活動できるま

ちを目指します。 

 

【テーマと施策の体系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 スポーツ・レクリエーション活動の推進

2 学習環境と学習機会の充実

1 芸術・文化活動の振興

テーマ 施　策

20
スポーツ・レクリ

エーション
1 スポーツ・レクリエーション推進体制の充実

19 文化振興

18

2 歴史・文化の保存と活用

中心市街地の活性化

2 産業支援の推進

1 多様な働き方の支援

4

17 勤労者支援

1 生涯学習推進体制の整備

15 地域資源 1 地域資源の活用と発信

16
市街地活性化・

産業支援

2 地域の特性を生かした観光振興

1

生涯学習

に

ぎ

わ
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と

活

力

、
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民
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化
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【指標】 

指標名 現状値 目標値 

サブリース等による空き店舗解消件数

（サブリース事業により出店または空

き店舗有効活用事業補助金を活用して

出店した件数・期間中累計） 

― 15件 

魅力ある店舗づくり支援事業補助金の

活用件数（累計） 
― 80件 

公民館延べ利用者数 163,634人 210,000人 

図書館の貸出等件数（電子図書含む） 357,073件 530,000件 

 

【関連計画等（主要なもの）】 

計画等の名称 内容 

わらびシティプロ

モーション指針 

「選ばれるまち“わらび”」を目指し、交流人口や定住人口の増加を

目指すとともに、シビックプライドの醸成を図るための考え方や方

向性などを定めた指針です。 

蕨市中心市街地活

性プラン 

各種団体などとの連携のもとに、都市活力の持続性確保を目指し、

中心市街地活性化に向けて取り組むための計画です。 

蕨市教育振興基本

計画 

目指すべき教育の姿や取り組むべき施策の方向性を明らかにし、本

市の実情に応じた教育行政を計画的に推進するための計画です。 

蕨市生涯学習推進

計画 

市民と行政が協働で創る生涯学習社会の実現を目指し、今後の蕨市

における生涯学習推進の方向性を定めた計画です。 

蕨市子ども読書活

動推進計画 

家庭、地域、学校等の連携・協力により、幼少期からの読書習慣の

定着を促し、子どもが自ら読書に親しめるよう、本に触れる機会や

本を読むための環境をより一層充実するために策定した計画です。 

 

【協働とＤＸの取組】 

テーマ 具体的な取組（例） 

協働 

関係機関や地域、事業者との協働により、蕨の誇る地域資源の活用やまちの

にぎわいづくりを進めるとともに、市民一人ひとりによる市の魅力発信を進

めます。また、関係団体等との協働により、生涯学習やスポーツ・レクリエ

ーションの機会、芸術・文化に触れる機会づくりを進めます。 

ＤＸ 

デジタル技術の活用により、市の魅力を内外に積極的に発信するとともに、

ＤＸに対応できるような産業の支援等に取り組みます。また、電子図書館の

普及をはじめ、生涯学習活動等へのデジタル技術の活用を図ります。 
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【ＳＤＧｓの取組】 

ゴール４：質の高い教育をみんなに 

 

 

 

18-1.生涯学習推進体制の整備（生涯学習推進体制の充実、生涯学習に関する団体の支援

と地域の人材の活用） 

18-2.学習環境と学習機会の充実（学習環境の充実、多様な学習機会の提供、生涯学習情

報の発信、図書館サービスの充実） 

19-1.芸術・文化活動の振興（芸術・文化活動団体の支援と地域の人材活用、芸術・文化

活動の環境づくり、音楽によるまちづくり（わら音）の推進、地域資源を生かした

芸術・文化振興） 

20-1.スポーツ・レクリエーション推進体制の充実（取組を進める運用体制の充実、スポ

ーツ・レクリエーション団体の支援と地域の人材活用） 

20-2.スポーツ・レクリエーション活動の推進（スポーツ・レクリエーション環境の充

実、多様なスポーツ・レクリエーション機会の充実） 

ゴール８：働きがいも経済成長も 

 

 

 

15-1.地域資源の活用と発信（地域資源を生かした商品開発の促進、シティプロモーショ

ンの推進） 

15-2.地域の特性を生かした観光振興（地域資源を活用した観光振興の推進、戦略的な観

光振興の展開） 

16-1.中心市街地の活性化（計画的な中心市街地の活性化、魅力ある商業空間の創出） 

16-2.産業支援の推進（経営体質の強化と起業支援、産業関係団体等への支援と連携促

進） 

17-1.多様な働き方の支援（情報提供・相談体制の充実、事業者に対する啓発、キャリア

形成の支援） 

ゴール 11：住み続けられるまちづくりを 

 

 

 

19-2.歴史・文化の保存と活用（歴史資料に関する調査・研究の推進、歴史民俗資料館に

おける事業の充実） 
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テーマ１５ 地域資源 

目指す 

姿 

蕨市の誇る歴史的・文化的資源などの多様な地域資源を積極的に活用

し、市民のまちへの愛着の醸成と市の魅力の向上を図るとともに、市外か

らの来訪者を増やしまちを活性化させることによって、蕨らしいにぎわい

のあるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 人口減少社会のなか、「選ばれるまち」を目指し、地域に暮らす人々のまちへの愛着を

高めるとともに、まちの魅力を外部の人々に知ってもらう取組は重視されてきていま

す。このため、地域固有の資源を生かした個性豊かなまちづくりと、まちの魅力を内外

にＰＲするシティプロモーションの重要性は一層高まっています。 

⚫ 蕨市には、中山道蕨宿をはじめ、三学院、和樂備神社といった歴史ある寺社、幕末から

明治にかけて活躍した絵師・河鍋暁斎の美術館、機まつりや宿場まつりなどの祭事、わ

が国で初めての成人式（成年式）、日本一早く実がなるわらびりんご、かつて織物の生

産地として名をはせた蕨の技術を今に伝える双子織、蕨市を舞台としたアニメや、女子

サッカーＷＥリーグとの関わりなど、日本一小さなまちの中に多くの地域資源が息づ

いています。 

⚫ これまで蕨市では、多様な地域資源を積極的にまちづくりに活用すべく、「蕨ブランド

認定制度」の創設や、「わらびシティプロモーション指針」の策定と取組の展開、関係

団体等との連携による多彩なイベントの開催などの取組を進めてきました。 

⚫ これからも、蕨市の宝である地域資源を大切に守り育てるとともに、新たな資源の掘り

起こしや商品開発に取り組み、これらを市民の学びやまちづくりに広く活用しながら、

蕨市の魅力を伝えるシティプロモーションの取組を進めることが大切です。 

⚫ また、市民や団体、事業者などとの協働のもと、地域間交流や観光事業の取組を推進し、

市外からの来訪者を増やし、まちのにぎわいづくりにつなげていくことが重要です。 
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施策１ 地域資源の活用と発信 

（１）地域資源を生かした商品開発の促進 

①蕨商工会議所や蕨市にぎわいまちづくり連合会、蕨市観光協会、蕨ブランド協会などと

の連携により、蕨ブランドの更なる魅力向上を図ります。 

②わらびりんごや双子織、河鍋暁斎などの地域資源を生かし、商品開発やまちづくりへの

活用を促進するとともに、新たな地域資源の掘り起こしに取り組みます。 

 

（２）シティプロモーションの推進 

①広報蕨、市ホームページ、ＳＮＳ、イベントなどを通じ、蕨市の地域資源が持つ魅力な

どについて、市内外に広く発信します。 

②蕨市の地域資源が持つ魅力を児童・生徒や市民の学びなどに活用し、まちへの愛着の醸

成を図ります。 

③蕨市ＰＲ大使などとの連携やメディアを活用した情報発信、ロケーションサービスな

どにより、蕨市の魅力を幅広く発信します。 

 

施策２ 地域の特性を生かした観光振興 

（１）地域資源を活用した観光振興の推進 

①各種産業関係団体や蕨市観光協会などとの連携により、機まつりや宿場まつりなど地

域資源を生かしたイベントの開催を推進します。 

  

（２）戦略的な観光振興の展開 

 ①中山道蕨宿など地域資源の活用方策を検討し、更なる魅力向上を図りながら、新たなに

ぎわい交流拠点の整備など、戦略的な観光振興を推進します。 

②交流協定等を締結している群馬県片品村や栃木県大田原市、静岡県湖西市などとの相

互の地域資源を生かした地域間交流を推進します。 
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テーマ１６ 市街地活性化・産業支援 

目指す 

姿 

蕨駅西口再開発をはじめとした新たな拠点整備などの中心市街地の活性

化に取り組むとともに、商店街への支援など産業の育成・支援を進めるこ

とにより、にぎわいと活力のあるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国では、人口減少と少子高齢化、消費生活の変化などを背景として、特に地方都市

において中心市街地の活力低下が顕著です。国は、中心市街地における都市機能の増進

及び経済活力の向上を総合的かつ一体的に推進するため、中心市街地活性化制度を設

け、各地域における取組を支援しています。また、新型コロナウイルス感染症の感染拡

大などを契機として、既存事業者への支援や、起業・創業支援の重要性も増しています。

蕨市は、東京近郊の住宅都市として急速に発展したまちですが、近年では他の都市同様、

中心市街地の活力低下が課題となっています。 

⚫ 蕨市では、現在、蕨駅西口地区市街地再開発事業や中央第一地区まちづくり事業などを

進めるとともに、「蕨市中心市街地活性化基本計画」の後継計画として 2021（令和３）

年度に「蕨市中心市街地活性化プラン」を策定し、このプランに基づき、日本一市域が

小さいという蕨ならではの特性を生かして、従来の中心市街地エリアを軸としつつ、市

域全体を中心市街地として、まちの活性化に取り組んでいます。 

⚫ まち全体の活性化のためには、空き店舗対策や蕨駅西口再開発による新たな集客拠点

と中山道周辺における新たな交流拠点の整備などのエリアリノベーション、ソフト事

業の拡充などによるにぎわい創出などが求められます。 

⚫ また、デジタル技術の進展やリモートワークの浸透など時代の変化等も踏まえつつ、市

内事業者の経営体質の強化や、起業支援のほか、産業支援の推進も求められます。 
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施策１ 中心市街地の活性化 

（１）計画的な中心市街地の活性化 

①「蕨市中心市街地活性化プラン」に基づき、まち全体の活性化に向けた事業を計画的に

推進します。また、にぎわいを創出する新たな交流拠点の整備など、エリアリノベーシ

ョンの推進に取り組みます。 

②蕨駅西口地区市街地再開発事業や中央第一地区まちづくり事業などにあわせ、周辺商

業者などとの協働により、まちのにぎわいづくりを進めます。 

 

（２）魅力ある商業空間の創出 

①蕨市にぎわいまちづくり連合会などとの連携により、商店街への支援を充実するととも

に、にぎわいの軸としての駅前通りのリニューアル整備など、魅力的な商業空間を創出

します。 

②関係団体などとの連携により、空き店舗の有効活用に向けた取組を支援します。 

 

施策２ 産業支援の推進 

（１）経営体質の強化と起業支援 

①蕨商工会議所や蕨市にぎわいまちづくり連合会との連携のもと、経営改善や事業継承な

どに向けた各種講習会を継続的に実施するとともに、魅力ある店舗づくりに取り組む

事業者の支援などを通じて、市内事業者の経営体質の強化を促進します。 

②起業を志す人を対象とした、情報や学習機会の提供と相談体制の充実に努めます。 

 

（２）産業関係団体等への支援と連携促進 

 ①「蕨市商業振興条例」に基づき各種産業関係団体に対して支援するとともに、各種団体

間の連携を促進します。 

 ②中小企業等経営強化法に基づき、市の認定を受けた中小企業の設備投資を促進します。 

 ③住宅改修資金助成制度と中小企業を対象とした資金融資制度の活用を促進します。 

 ④公共施設における小規模修理・修繕契約希望者登録制度の活用を促進します。 

 ⑤ＳＤＧｓの達成に向けて取り組む市内事業者等と連携し、その取組の周知やＳＤＧｓ

の普及促進を図ります。  
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テーマ１７ 勤労者支援 

目指す 

姿 

国や県、関係機関との連携のもと、就労に関する情報提供や相談体制の

充実、事業者への啓発を図るとともに、ニーズに応じたキャリア形成支援

などに努めることにより、だれもが自分らしく働けるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 新型コロナウイルス感染症の拡大は、わが国の経済・雇用情勢にも大きな影響を与えま

した。いまなお、産業ごと、職種ごとに見ると雇用情勢の改善状況は一様ではなく、ま

た、デジタル技術の著しい進展も相まって、テレワークなどの新しい働き方が急速に浸

透するなど、勤労者をめぐる環境は大きく変化しています。国は、だれもが活躍できる

全員参加型の社会の実現を目指し、働く意欲のある人たちの環境改善に向け、雇用や職

業能力開発のための施策を推進しています。 

⚫ これまで蕨市では、国や県、関係機関との連携のもと、就労に関する情報提供や相談体

制の充実、職業能力開発の支援に努めてきたほか、勤労者住宅資金や生活資金の融資あ

っせん、小規模企業退職金共済制度の活用促進などを図ってきました。 

⚫ 今後は、勤労者をめぐる環境が大きく変化するなか、市民がニーズに沿った就業の機会

を得られるよう、国や県、関係機関との連携のもと情報提供や事業者への啓発に取り組

むとともに、市民の多様な働き方とキャリアの形成を支援していく必要があります。 
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施策１ 多様な働き方の支援 

（１）情報提供・相談体制の充実 

①市民がニーズに沿った就業の機会を得られるよう、国や県、関係機関との連携により雇

用機会の情報収集と提供に努めます。 

②県との連携のもと、労働セミナーなどを開催し、だれもが健康で安心して働ける環境づ

くりを進めます。 

 

（２）事業者に対する啓発 

①事業者に対し、労働契約法に基づく継続雇用や、高年齢者雇用安定法に基づく継続雇用、

その他高齢者の雇用促進に向けた啓発に努めます。 

②小規模企業退職金共済制度の周知に努めるとともに、その活用を促進します。 

 

（３）キャリア形成の支援 

①国や県、関係機関との連携のもと、各種制度や取組について情報提供を行うなど、キャ

リア形成の支援に努めます。 
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テーマ１８ 生涯学習 

目指す 

姿 

生涯学習に関わる団体の支援や人材の活用を進めるとともに、学習環境

や機会の充実を図ることにより、市民一人ひとりが生涯を通じて、それぞ

れの目的やニーズに応じて自由に学び、学習した成果を社会参加活動など

に生かしていくことができるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 「人生 100年時代」に向けて社会が大きな転換点を迎えるなか、個人の心の豊かさの追

求とともに、学習を通じた人づくりや人と人とのつながりの場づくりとなる生涯学習

の重要性は一層高まっています。国は、一人ひとりが生涯を通じて学ぶことのできる環

境の整備、多様な学習機会の提供、学習した成果が適切に評価され、それを生かしてさ

まざまな分野で活動できるようにするためのしくみづくりなど、生涯学習社会の実現

のための取組を進めています。 

⚫ 蕨市では、これまで、「蕨市生涯学習推進計画」に基づくさまざまな事業を展開してき

ています。公民館や図書館、文化ホールくるるなどを拠点とした生涯学習機会の提供と

ともに、ＮＰＯや各種団体、企業等との協働型の学習機会の提供にも努めており、その

結果、多くの個人や団体によって多彩な生涯学習活動が展開されています。 

⚫ 生涯学習の重要性が更に増していく一方で、活動の担い手の高齢化や固定化が進む状

況もあり、次代を担う指導者やボランティアの養成を継続的に図ることも含め、生涯学

習推進体制を整備していく必要があります。 

⚫ また、これからも市民の主体的かつ自主的な生涯学習活動が行われるよう、各種団体や

地域の人材との連携を図りながら、活動への幅広い支援や関連情報の提供、多様な学び

の場の提供、成果発表としての地区生涯学習フェスティバルの開催など、さまざまな取

組の充実を図っていく必要があります。 
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施策１ 生涯学習推進体制の整備 

 

（１）生涯学習推進体制の充実 

①「蕨市生涯学習推進計画」に基づいた取組を進めます。 

②社会教育委員会議や公民館運営審議会、地区生涯学習連絡会など生涯学習の推進に関

する組織の充実を図ります。 

③公民館や図書館など、社会教育施設におけるサービスの充実と専門性の向上を図りま

す。 

 

（２）生涯学習に関する団体の支援と地域の人材の活用 

①社会教育関係団体など生涯学習に関係する団体の育成とその活動の支援に努めます。 

②次代を担う指導者となる人材を確保・育成するとともに、わらび市民活動人材ネット

つながるバンクの取組などで、地域の人材の活用を図ります。 

③放課後子ども教室、わらび学校土曜塾などにおいて、地域の教育力と人材の活用を図り

ます。 

 

施策２ 学習環境と学習機会の充実 

（１）学習環境の充実 

①公民館や歴史民俗資料館、文化ホールくるるなど、生涯学習の拠点となる施設を計画的

に改修し、その機能の向上を図ります。 

②生涯学習の拠点となる施設について、利用者のニーズや施設設備の状況・必要性などを

踏まえつつ、施設運営の充実とサービスの向上を図り、だれもが利用しやすい環境づく

りに努めます。 

 

（２）多様な学習機会の提供 

①公民館などを拠点として、市民の学習ニーズやライフステージに応じた学習課題、その

時々の社会情勢などをテーマとした多様な学習や学びを生かす機会を提供します。 

②地域の団体や学校、保育園などと連携して、地区生涯学習フェスティバルなどの事業を

実施します。 

③市民参画を促すための生涯学習まちづくり出前講座の充実を図ります。また、ＮＰＯや

各種団体、企業等との協働型の学習機会を提供します。 

④子どもたちに学ぶ楽しさを教え、基礎学力の向上や学習習慣の定着を目的とする、わら

び学校土曜塾の充実を図ります。 
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（３）生涯学習情報の発信 

①広報蕨や市ホームページ、生涯学習カレンダーや公民館報、わらびネットワークステー

ションなどを活用し、市民のニーズや社会の課題を捉えた生涯学習情報を発信します。

また、ＳＮＳ等も活用し、若年層への情報発信を強化することで、生涯学習活動の活性

化や地域づくりの担い手の確保につなげます。 

 

（４）図書館サービスの充実 

①ＩＣＴの活用促進により、資料の検索、予約などにおける利便性の向上や手続きの簡素

化を進めるとともに、電子図書館サービスの充実を図ります。 

②「蕨市子ども読書活動推進計画」に基づき、幼少期からの読書習慣の定着を促します。

また、子どもたちが絵本に触れ合えるセカンドブック事業や読書通帳の活用を進めま

す。 

③蕨駅西口再開発に伴い駅前に整備が予定されている新図書館については、多様化する

学習ニーズや利用者特性に配慮し、良好な立地を生かした安心・快適な利用環境を提供

できるよう施設の整備を進めます。 
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テーマ１９ 文化振興 

目指す 

姿 

蕨市に息づくさまざまな歴史・文化資源の保存と活用、周知を図りなが

ら、市民の芸術・文化活動の支援とその活用・創出の環境を整えることに

より、蕨らしい文化の薫るまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 文化芸術は、人々の創造性を育み、豊かな人間性を養うとともに、人と人との心のつな

がりを強め、心豊かで多様性と活力のある社会を形成する大切なものです。国は、2023

（令和５）年に「文化芸術推進基本計画（第２期）」を策定し、価値創造と社会・経済

の活性化を目指しています。 

⚫ 蕨市内には、中山道蕨宿の風情を感じるまちなみをはじめ、三学院や和樂備神社などの

寺社、幕末から明治にかけて活躍した絵師である河鍋暁斎の美術館、機まつりや宿場ま

つり、成年式といった歴史・文化資源が豊富にあります。 

⚫ これまでも蕨市では、こうした貴重な歴史・文化資源を生かしつつ、公民館や市民会館、

文化ホールくるるなどを拠点とした市民による芸術・文化活動が活発に行われており、

その成果が蕨市文化祭や蕨市公募美術展覧会（市展）などで発表されているほか、音楽

によるまちづくり（わら音）の推進も図られています。また、歴史資料に関する調査・

研究を進め、歴史民俗資料館における企画事業などを通じて、郷土の歴史に触れる機会

を提供しています。 

⚫ 芸術・文化活動は、生涯学習活動と同様に、人づくりや人と人をつなぐ場づくりといっ

た観点からも重要であり、また、活動を通じて蕨のさまざまな歴史や文化に触れられる

ことから、蕨を愛する心の醸成にもつながります。このため、今後も、市民による自主

的な芸術・文化活動の支援・活用を図っていく必要があります。 

⚫ また、引き続き歴史民俗資料館を中心として、蕨市に息づくさまざまな歴史・文化資源

が失われないよう、その保存及び活用、市民への周知を図っていく必要があります。 
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施策１ 芸術・文化活動の振興 

 

（１）芸術・文化活動団体の支援と地域の人材活用 

①助成金や情報の提供などにより、芸術・文化団体の育成や担い手の確保を支援し、活

動の活性化を促進します。 

②市内在住の芸術家など、芸術・文化活動の担い手の文化・芸術事業への参加促進に努め

ます。 

③わらび市民活動人材ネットつながるバンクの取組などで、芸術・文化活動に寄与する人

材の活用を図ります。 

 

（２）芸術・文化活動の環境づくり 

①蕨市文化祭や蕨市公募美術展覧会（市展）をはじめとした、芸術・文化活動の成果発表

の場の充実を図るとともに、市民の自主的な活動をまちづくりに生かします。 

②蕨市民会館や文化ホールくるる、市庁舎などを活用し、質の高い芸術・文化に触れる機

会の提供に努め、芸術・文化活動に対する市民の関心の向上を図ります。 

③蕨駅西口再開発に伴い駅前に移転が予定されている現図書館の跡地について、芸術・文

化の拠点としての活用方針を検討します。 

 

（３）音楽によるまちづくり（わら音）の推進 

①蕨市民音楽祭などを通じて音楽によるまちづくりを推進し、身近に音楽に触れられる

機会やイベントを通じてまちのにぎわいを創出することを目指します。また、イベント

や音楽情報を効果的に発信する方法を研究します。 

 

（４）地域資源を生かした芸術・文化振興 

①絵師・河鍋暁斎の作品など地域の芸術・文化の魅力に触れる機会の充実に努めます。 

 

施策２ 歴史・文化の保存と活用 

（１）歴史資料に関する調査・研究の推進 

①歴史民俗資料館を中心として、市内に残る歴史・民俗資料の調査研究と整理を進めると

ともに、地域資料として重要なものを、市の文化財として指定していきます。 

 

（２）歴史民俗資料館における事業の充実 

①歴史民俗資料館における展覧会や講座を通じて、地域の文化財や郷土の歴史に触れる

機会の充実に努めます。 

②さまざまな分野の芸術家との連携のもとで展示を行い、資料館の魅力向上に努めます。 
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テーマ２０ スポーツ・レクリエーション 

目指す 

姿 

地域の人材を活用しながら生涯スポーツ・レクリエーション推進体制の

充実を図るとともに、施設や活動機会の提供、指導者となる人材の育成・

確保に努め、だれもが生涯にわたりスポーツ・レクリエーションに親しめ

るまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ スポーツは、世界共通の人類の文化であり、人々が生涯にわたり心身ともに健康で文化

的な生活を営む上で不可欠なものです。国は、2021（令和３）年度に「第３期スポーツ

基本計画」を策定し、「つくる／はぐくむ」、「あつまり、ともに、つながる」、「誰もが

アクセスできる」の３つの視点のもと、国民がスポーツを「する」、「みる」、「ささえる」

ことを真に実現できる社会を目指しています。また、スポーツ・レクリエーションは、

健康の増進だけでなく、体を動かすことによって得られる爽快感や達成感、更には友人

や家族間の触れ合いを促すなど、現代社会において大きな意義を有しています。 

⚫ 蕨市には、蕨市民体育館や錦町スポーツ広場、富士見公園内野球場やテニスコート、ラ

ンニングコースなどが整備されているほか、小・中学校の体育施設開放が行われており、

これらを拠点として、市民がさまざまなスポーツを楽しんでいます。また、蕨市民ロー

ドレース大会や水泳大会などのイベントが開催されており、子どもから大人まで、多く

の市民が参加しています。更に、近年では、ＷＥリーグなど関係団体等との連携のもと、

「女子サッカーを応援するまち・蕨」としての取組も積極的に進めているところです。 

⚫ 市民のスポーツ・レクリエーション活動の推進のため、今後も、スポーツ団体の支援と

地域の人材活用などを通じ、スポーツ・レクリエーション推進体制の充実に努めていく

必要があります。 

⚫ また、スポーツ・レクリエーション活動の拠点となる施設の適正な維持管理などを通じ、

スポーツ・レクリエーション環境の充実を図るほか、市民がスポーツに親しめる機会の

充実を図ることにより、市民のだれもが、それぞれのライフステージに応じて、いつで

も気軽にスポーツ・レクリエーション活動に取り組める環境を整えていく必要があり

ます。 

 

 

 

 

 

 



64 

 

施策１ スポーツ・レクリエーション推進体制の充実 

（１）取組を進める運用体制の充実 

①「生涯学習推進計画」に基づいた、スポーツ・レクリエーションに関する取組を進めま

す。 

②公共スポーツ施設予約システムの適正な運用により施設予約の利便性を確保します。

また、地域のニーズに即したスポーツ情報の提供に取り組みます。 

 

（２）スポーツ・レクリエーション団体の支援と地域の人材活用 

①蕨市スポーツ協会や蕨市レクリエーション協会、蕨市スポーツ少年団などへの支援を

通じて、自主活動の促進を図ります。 

②スポーツ推進委員の育成とその活動を支援するとともに、各種団体の指導者となる人

材の発掘・育成に努めます。 

 

施策２ スポーツ・レクリエーション活動の推進 

（１）スポーツ・レクリエーション環境の充実 

①蕨市民体育館や錦町スポーツ広場など、スポーツ・レクリエーション活動の拠点となる

施設を適正に維持管理し、機能の維持と安全性の確保を図ります。 

②老朽化が進む中央プールについては、整備・活用方針とともに、学校授業をはじめ、幅

広い活用も視野に検討します。また、塚越プールについては、施設の利用やあり方を検

討します。 

③富士見公園内野球場、塚越グラウンドについては、利用者のニーズ等を踏まえて改修を

実施します。 

④地域・学校との連携のもと、学校体育施設開放事業に取り組みます。 

⑤「女子サッカーを応援するまち・蕨」として、ＷＥリーグなど関係団体等との連携のも

と情報発信と事業の充実を図り、女子サッカーの裾野拡大や魅力に触れる機会の創出

に努めます。 

 

（２）多様なスポーツ・レクリエーション機会の充実 

①蕨市民体育館などを拠点として、市民ニーズに応じたさまざまなスポーツ・レクリエー

ション講座を開催します。 

②蕨市民ロードレース大会や、少年スポーツ教室の開催、民間温水プールの借上げなどを

実施し、スポーツ・レクリエーションに親しめる機会を提供します。 

③年齢や性別、障害の有無などを問わず、だれでも無理なく楽しめるスポーツの普及に向

けた取組を推進します。 
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第５章 環境にやさしく快適で過ごしやすいまち 

地球温暖化問題・気候変動問題に対応するため、環境にやさしく持続可能なエコ

シティを目指します。また、市民のだれもが将来にわたり住み続けられる都市環境

を整えるための都市整備を進め、快適で過ごしやすいまちを目指します。 

 

【テーマと施策の体系】 

 

 

 

 

 

 

 

5

21 ゼロカーボンシティ 1
省エネルギー行動や

再生可能エネルギー利活用などの促進

2 脱炭素社会に向けたまちづくりの推進

清潔で美しいまちづくりの推進

2 暮らしやすい安心なまちづくりの推進

23 資源循環・廃棄物処理 1 循環型社会の構築

22 環境美化・環境保全 1

24 公園・緑地

2 ごみ処理体制の充実・し尿処理施設の適正な維持管理

1 公園の整備

28 住宅

2 緑化の推進

3 農地・緑地の活用や保全

1 住宅の改善・確保と適正管理

交通の利便性等の向上

25 市街地整備 1 魅力ある空間づくりの推進

2 快適で暮らしやすいまちづくりの推進

2 市営住宅の適切な維持管理

環

境

に

や

さ

し

く

快

適

で

過

ご

し

や

す

い

ま

ち

テーマ 施　策

27 上・下水道 1 上水道の整備

2 下水道の整備

26 道路・交通 1 道路等の整備

2
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【指標】 

指標名 現状値 目標値 

地球温暖化対策設備等設置費補助金の

補助件数（累計） 
614件 1,000件 

コミュニティバス利用者数 
180,678人 

（過去５年平均） 
220,000人 

市内住宅の耐震化率（戸数） 
85.7% 

（平成 30 年 10 月時点） 
95% 

重要施設配水管路の耐震適合率 89.1% 99％ 

 

【関連計画等（主要なもの）】 

計画等の名称 内容 

蕨市環境基本計画 

多様化・複雑化する環境問題に対応し、持続可能な社会を実現する

ため、地域の実情に対応した施策を総合的かつ計画的に推進するこ

とを目的とした計画です。 

ごみ処理基本計画 

持続可能な循環型・低炭素社会を構築するため、蕨市・戸田市・蕨

戸田衛生センター組合の３者により、ごみの減量化や資源化、ごみ

の収集・処理のあり方などについて定めた計画です。 

蕨市都市計画マス

タープラン 

「市町村の都市計画に関する基本的な方針」として、都市の将来像

とその実現に向けた方針や施策を示した計画です。 

蕨市立地適正化計

画 

将来の人口減少や少子高齢化の進展を見据え、都市全体の構造を見

直し、コンパクトなまちを実現することを目的とした計画です。 

錦町土地区画整理

事業計画 

施行地区である錦町の公共施設の整備改善を図り、健全かつ良好な

住居環境を有するまちづくりを推進するため、道路や公園などの公

共施設整備や土地利用などについて定めた計画です。 

中央第一地区まち

づくりプラン 

中央第一地区における防災性の向上や良好な商業・住環境の形成を

目的とした計画です。 

蕨市景観計画 
地域の実情に合った景観づくりを進めるため、良好な景観の形成に

関する基本的な方針などを定めた計画です。 

蕨市水道事業ビジ

ョン 

「将来にわたって、市民に安心・安全な水を安定的に、適正な料金

でお届けする」という経営理念のもと、中期的視点から水道事業を

推進するための計画です。 

荒川左岸南部流域

関連蕨公共下水道

事業計画 

快適な生活環境を確保するとともに浸水から人々の生命や財産な

どを守る下水道事業の施設配置や、財政計画などについて定めた計

画です。 
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【協働とＤＸの取組】 

テーマ 具体的な取組（例） 

協働 

市民一人ひとりの環境意識の向上による省エネルギー行動の促進や再生可

能エネルギーの利活用を進めるとともに、地域との協働による公園や道路の

維持管理など快適な都市空間づくりの取組を進めます。 

ＤＸ 
デジタル技術の活用により、環境に配慮したまちづくりを進めるとともに、

都市基盤の効率的な管理等を図ります。 

 

【ＳＤＧｓの取組】 

ゴール６：安全な水とトイレを世界中に 

 

 

 

23-2.ごみ処理体制の充実・し尿処理施設の適正な維持管理（し尿処理施設の適正な維持

管理） 

27-1.上水道の整備（水道事業の健全な運営、施設の計画的整備） 

27-2.下水道の整備（下水道事業の健全な運営、施設の計画的整備） 

ゴール７：エネルギーをみんなに そしてクリーンに 

 

 

 

21-1.省エネルギー行動や再生可能エネルギー利活用などの促進（情報提供の充実、省エ

ネルギーの促進、再生可能エネルギーの利活用の促進） 

ゴール 11：住み続けられるまちづくりを 

 

 

 

22-1.清潔で美しいまちづくりの推進（まちの美化の推進、団体などの支援） 

22-2.暮らしやすい安心なまちづくりの推進（身近な環境問題への対応） 

24-1.公園の整備（身近な公園の整備・充実、市民参画・協働による公園づくり） 

25-1.魅力ある空間づくりの推進（計画的な都市形成の推進、蕨駅西口地区市街地再開発

事業の推進、錦町土地区画整理事業の推進、中央第一地区まちづくり事業の推進） 

25-2.快適で暮らしやすいまちづくりの推進（景観まちづくりの推進、狭隘道路の解消、

地区計画などの活用促進） 

26-1.道路等の整備（幹線道路と生活道路等の整備、道路・橋りょうの計画的改修、出歩

きやすい歩道等の整備） 

26-2.交通の利便性等の向上（鉄道の利便性と安全性向上、バスの利便性向上、新たな交

通・移動手段の検討） 

27-2.下水道の整備（雨水対策の推進） 

28-1.住宅の改善・確保と適正管理（住宅の改善に向けた支援の充実、質の高い住宅の確

保と支援、民間住宅等の適正管理の促進） 

28-2.市営住宅の適切な維持管理（既存市営住宅の計画的長寿命化と適正管理） 
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ゴール 12：つくる責任 つかう責任 

 

 

 

23-1.循環型社会の構築（循環型社会の実現に向けた意識向上、適正なごみ出しと分別・

減量に向けた周知と支援、廃棄物の再使用と資源循環の推進） 

23-2.ごみ処理体制の充実・し尿処理施設の適正な維持管理（ごみ処理体制の充実） 

ゴール 13：気候変動に具体的な対策を 

 

 

 

21-2.脱炭素社会に向けたまちづくりの推進（交通における脱炭素の推進、スマートコミ

ュニティの検討、広域連携によるカーボンオフセットの検討） 

ゴール 14：海の豊かさを守ろう 

 

 

 

22-2.暮らしやすい安心なまちづくりの推進（環境保全などの推進） 

ゴール 15：陸の豊かさも守ろう 

 

 

 

24-2.緑化の推進（市民による緑化の支援、公共施設の緑化の推進） 

24-3.農地・緑地の活用や保全（自然との触れ合いと交流の場の提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



69 

 

テーマ２１ ゼロカーボンシティ 

目指す 

姿 

市民・事業者・行政など多様な主体の連携のもと、省エネルギーの推進

や再生可能エネルギーの利活用などを通じ、脱炭素のまち「ゼロカーボン

シティ」を目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 地球規模での気候変動は、自然災害の激甚化、生物多様性の喪失、干ばつや洪水による

水・食料不足などを世界各地で引き起こしており、自然環境だけでなく人類の存立その

ものに大きな影響を及ぼしつつあります。こうしたなか、2015（平成 27）年に締結さ

れた「パリ協定」では、批准した各国が、世界の平均気温上昇を１．５℃に抑える努力

をすることに合意し、2022（令和４）年に開催されたＣＯＰ２７（国連気候変動枠組条

約第２７回締約国会議）では、取組の具体的実施が求められるなど、持続可能な社会の

構築に向けた取組が世界的に推進されてきています。これらの動きを受け、わが国でも、

2020（令和２）年に「２０５０カーボンニュートラル宣言」を表明、翌年改正した、地

球温暖化対策推進法では、2050（令和 32）年までのカーボンニュートラルの実現が明

記されました。 

⚫ 蕨市では、これまでも「蕨市環境基本条例」、「環境基本計画」に基づく環境施策を推進

してきましたが、2022（令和４）年度には、「第３次蕨市環境基本計画」を策定し、地

球温暖化とその影響による気候変動に関して展開する施策をこの計画に内包させ、ゼ

ロカーボンシティの実現に向けた取組を総合的に展開しています。更には、「ゼロカー

ボンシティ宣言」を行い、取組を加速化させていきます。 

⚫ 今後は、情報提供や取組の充実を図るとともに、市民・事業者の省エネ行動や省エネ設

備等の導入促進や、再エネ導入や機器の導入促進などを図ることによって、省エネルギ

ーの推進や再生可能エネルギーの利活用を進めていく必要があります。 

⚫ また、市民・事業者などとの連携のもとに、ゼロカーボンシティの実現に資する交通イ

ンフラの整備、スマートコミュニティづくりやカーボンオフセットの検討などを通じ、

脱炭素社会に向けたまちづくりの推進を図っていく必要があります。 
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施策１ 省エネルギー行動や再生可能エネルギー利活用などの促進 

（１）情報提供の充実 

①省エネルギー行動や再生可能エネルギーの利活用を促すため、広報蕨や市ホームペー

ジ、その他さまざまな機会を通じて市民や事業者、市民団体等に分かりやすく情報を発

信します。 

 

（２）省エネルギーの促進 

①ＬＥＤ照明への交換や冷暖房時の適切な節電など、市民の省エネ行動を促進します。 

②公共施設の新築、改築、設備の更新などに際しては、省エネルギー診断などを踏まえ、

省・創・蓄エネルギー設備の導入を推進します。 

③各家庭や事業所などに対し、省エネルギー設備の導入を啓発・支援します。 

 

（３）再生可能エネルギーの利活用の促進 

①太陽光発電設備をはじめとした、ソーラー蓄電池ステーションの導入を検討します。ま

た、各家庭や事業者などにおける再生可能エネルギー設備の導入を支援します。 

②蕨戸田衛生センター組合と連携し、電力の地産地消を推進します。また、公共施設にお

いて再生可能エネルギー由来の電力の活用を拡大するほか、各家庭や事業所などに対

し、再生可能エネルギー由来の電力の活用を促します。 

 

施策２ 脱炭素社会に向けたまちづくりの推進 

（１）交通における脱炭素の推進 

①事業者との連携のもと、自転車や、バス・鉄道といった公共交通機関の利用について市

民に広く啓発します。 

②公用車・ぷらっとわらびのＥＶ（電気自動車）導入を推進します。また、市民に対して

ＥＶへの切り替えを支援するとともに、普及・促進を図るため、公共空間での充電設備

の充実に向けて国・県などへの働きかけを行います。 

③シェアサイクルや電動カートシェア事業など、環境に優しい新たな交通・移動手段の導

入を推進します。 

 

（２）スマートコミュニティの検討 

①エネルギーの消費を最小限に抑え、地域でエネルギーを有効活用するスマートコミュ

ニティの実現に向け、検討を進めます。 

②ＥＶの普及を図り、Ｖ２Ｈ（ヴィークルトゥホーム）やＶ２Ｇ（ヴィークルトゥグリッ

ド）と連携した電力需給システムの構築を検討します。 
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（３）広域連携によるカーボンオフセットの検討 

 ①他の自治体と連携し、森林整備によるカーボンオフセットなどを検討します。 
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テーマ２２ 環境美化・環境保全 

目指す 

姿 

 市民や団体との協働のもとに清潔で美しいまちづくりの推進や身近な環

境問題への対応を進めることにより、美化活動の進んだ快適で持続可能な

まちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国では、経済活動の拡大により人々の暮らしは便利で快適になりましたが、その一

方、公害の発生やまちの美観の低下など、市民生活にとって身近な環境問題が発生して

います。国は、2017（平成 29）年度に「第５次環境基本計画」を策定し、環境・経済・

社会の統合的向上が求められるとした上で、地域資源を活用した持続可能な地域づく

りや、健康で心豊かな暮らしの実現などに取り組むとしています。 

⚫ 蕨市でもこれまで、環境美化活動の促進や不法投棄対策といった清潔で美しいまちづ

くりに取り組んできており、また、身近な環境問題への対応や環境汚染対策など、暮ら

しやすい安心なまちづくりの推進にも取り組んでいますが、2022（令和４）年度に策定

した、「第３次蕨市環境基本計画」においても、「みんなで守る、安心して暮らせる快適

なまち」の推進を図っているところです。 

⚫ 蕨市には、コンパクトな市域の中に活発な地域コミュニティが息づくという、大きな特

長があります。今後も、このような特長を生かし市民・事業者・行政の協働を進めなが

ら、地域の美化活動を促進して美しいまちを維持していくことが大切です。 

⚫ また、安心して暮らせる快適なまちづくりに向け、都市・生活型公害など身近な環境問

題の防止や相談体制の強化、県との連携による産業型公害の未然防止や適正指導等に

ついて、多様な主体の協働のもとに取り組んでいくことが重要です。 
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施策１ 清潔で美しいまちづくりの推進 

（１）まちの美化の推進 

①「蕨市さわやか環境条例」、｢蕨市路上喫煙の防止等に関する条例」などの周知により、

ポイ捨てや不法投棄などの防止に努め、きれいなまちづくりを進めます。 

②さわやか環境の日・クリーンわらび市民運動など住民の主体的な環境美化活動を推進

します。また、更なる参加促進に向けて市ホームページや広報蕨等を通じた周知を図り

ます。 

③だれにでも分かりやすい案内などによるまちの美化への意識啓発を通じて、ごみ出し

ルールや喫煙ルールの更なる徹底を図ります。 

④蕨市公衆衛生推進協議会など関係団体との連携により、集積所等におけるごみの散乱

防止など良好な環境整備を促進します。 

⑤関係機関や関係団体等と連携を図り、ペットの飼育マナーの向上に努めます。 

 

（２）団体などの支援 

①まちの美化活動に自主的に取り組む市民団体に対する支援を行います。 

 

施策２ 暮らしやすい安心なまちづくりの推進 

（１）身近な環境問題への対応 

①都市・生活型公害を未然に防止するための啓発や、情報発信を行います。また、苦情や

相談に適切に対応し、早期解決につながるよう努めます。 

 

（２）環境保全などの推進 

①県や関係機関、事業者などとの連携により、河川や大気などの汚染を監視するとともに、

騒音や振動、悪臭などの産業型公害に対する適正指導等を実施します。 

②羽田空港の新飛行経路導入に伴う本市上空の通過について、騒音対策等の推進など、県

と連携し、国に対して必要な働きかけを行います。 
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テーマ２３ 資源循環・廃棄物処理 

目指す 

姿 

リサイクルや分別に関する市民の意識の啓発を進めながら、ごみの減量

化と再資源化に取り組むとともに、ごみやし尿などの適正な収集処理を進

め、市民が清潔で快適な暮らしを営めるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国のみならず、特に世界の先進国においては、大量生産・大量消費・大量廃棄型の

社会経済システムのもと経済発展を進めた結果、ごみ問題という深刻な社会問題を引

き起こしてきました。持続可能な資源利用に向けた取組は、世界的な大きな課題であり、

国は、循環型社会形成推進基本法に基づき、2018（平成 30）年に「第四次循環型社会形

成推進基本計画」を閣議決定し、ライフサイクル全体での徹底的な資源循環、適正処理

の更なる推進などを掲げ、取組を進めています。 

⚫ 蕨市でもこれまで、ごみ減量化の推進（リデュース）に取り組むとともに、廃棄物の再

使用と資源循環推進（リユース・リサイクル）を進めていますが、2022（令和４）年度

に策定した、「第３次蕨市環境基本計画」においても、「みんなでつくる、資源循環のま

ち」の推進を図っているところです。また、ごみ処理については、「ごみ処理基本計画」

を戸田市、蕨戸田衛生センター組合とともに策定し、ごみの収集・運搬、中間処理、最

終処分のあり方などについて定めています。 

⚫ 蕨市には、単身世帯が多く、高齢者世帯、外国人世帯も増加しつつあるという特徴があ

ります。こうした背景のもと、これからも循環型社会構築の必要性等に関する市民の学

びを進めつつ、地域の現状を踏まえながら、ごみの減量化や再資源化に向けた市民の主

体的な取組を促していく必要があります。 

⚫ また、蕨市と戸田市のごみやし尿を処理している蕨戸田衛生センター組合の効率的・効

果的な運営に努め、安定的なごみ処理・し尿処理体制を確保していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



75 

 

施策１ 循環型社会の構築 

（１）循環型社会の実現に向けた意識向上 

①３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）についての理解を深めるため、学習機会の

提供や情報提供に努めます。 

②環境負荷が少ない消費行動の重要性について発信し、エコバッグ、マイボトル、マイ箸

の利用促進を図ります。 

 ③事業者との連携のもと、使い捨てプラスチック製品を使わない呼びかけを行うととも

に、食品ロス削減に向けた取組を呼びかけます。 

 

（２）適正なごみ出しと分別・減量に向けた周知と支援 

①ごみと資源の出し方マニュアルなどを活用して、ごみの分別を周知徹底し、ごみの減量

化を促進します。 

②ごみ出しが困難な高齢者等宅への支援を行います。 

 

（３）廃棄物の再使用と資源循環の推進 

①市民・団体・事業者との連携のもと、フリーマーケットやバザーの情報発信、情報サイ

トを利用したリユースの取組促進、リサイクル品回収ボックスの設置などに努めます。 

②蕨戸田衛生センター組合との連携により、生ごみの減量化や堆肥化事業を推進します。 

 

施策２ ごみ処理体制の充実・し尿処理施設の適正な維持管理 

（１）ごみ処理体制の充実 

①収集・運搬事業者などとの連携により、ごみ収集・運搬の適正化、効率化を図ります。 

②蕨戸田衛生センター組合内の中間処理施設機能の維持に努めます。 

③最終処分する残さ量を削減するとともに、最終処分先の安定的な確保に努めます。 

 

（２）し尿処理施設の適正な維持管理 

①下水道未整備地区における浄化槽の適正な維持管理に向け、周知・啓発を行います。 

②蕨戸田衛生センター組合内し尿処理施設の適正な維持管理に努めます。 
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テーマ２４ 公園・緑地 

目指す 

姿 

市民や団体との協働などにより、公園の機能向上や適正な維持管理に努

めるとともに、身近な住宅などの緑化と農地の有効活用や保全に取り組む

ことにより、快適で安全な公園等を提供し、緑があふれる快適なまちを目

指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 公園・緑地は、人々の憩いの場であるだけでなく、防災的側面、環境的側面などさまざ

まな公共・公益的機能を有しており、都市空間における公園・緑地は極めて重要な存在

です。しかし、他方では、公園施設の老朽化や維持管理、都市における緑地の減少等が

課題となっています。市域全体を通して高密な土地利用が進み、オープンスペースが少

ないとされる蕨市においても、現在、蕨市民公園や富士見公園などをはじめとして、４

６か所の都市公園が整備され、このほかにもちびっこ広場や、生産緑地などが存在して

います。 

⚫ 蕨市ではこれまでも、わらびりんご公園やわらび公園、末広公園などが、計画段階から

市民参画により整備され、地域に密着した公園として親しまれています。更に、2022（令

和４）年度には、地域ニーズに対応し、特色のある公園づくりを進めるため、市民参画

により「錦町地区街区公園整備基本構想」を策定し、錦町地域全体及び個々の公園の基

本方針を定めました。また、住宅における緑化の促進、更には市民が農と触れ合うファ

ミリー菜園の開設など農地を有効活用するほか、生産緑地の保全にも取り組んでいま

す。 

⚫ 蕨市では、市域全域で既に市街化が進んでいることから、今後も市街地整備事業などの

都市基盤整備の機会を捉えながら、市民に親しまれる公園づくりを着実に進めるとと

もに、既存の公園については、だれもが安全に利用できるよう適切な維持管理を図って

いく必要があります。 

⚫ また、都市の緑は、生活に潤いを与える大きな要素ともなりうるため、住宅の緑化促進

や既存樹木の保護、ファミリー菜園の活用や、特定生産緑地などの指定による農地の保

全に引き続き努めていく必要があります。 
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施策１ 公園の整備 

（１）身近な公園の整備・充実 

①市街地整備事業などの都市基盤整備の機会を捉えて、市民のニーズを踏まえた親しま

れる公園づくりを進めます。 

②防災機能や安全性・快適性に配慮しながら、「長寿命化計画」に基づく公園施設の計画

的な修繕や更新に努め、だれでも安全に安心して利用できる公園づくりを進めます。 

③ボール遊びやグラウンドゴルフができる公園など、多様なニーズに対応した公園づく

りを進めます。 

 

（２）市民参画・協働による公園づくり 

①公園の整備・改修において、計画段階からの市民参画を推進します。 

②地域住民や団体などとの協働による公園の維持管理を促進します。 

 

施策２ 緑化の推進 

（１）市民による緑化の支援 

①リサイクルフラワーセンターを活用した花苗の提供や、わらびりんごの植樹など緑化

活動を展開するとともに、生垣設置補助などを周知し、その利用を促進します。 

②プランターを活用した家庭菜園の普及などを通じて、市民が緑に触れ合う機会の充実

を図り、身近な家庭から地域の緑化を促進します。 

 

（２）公共施設の緑化の推進 

①施設の計画的な修繕または更新の機会などを捉え、公共施設における緑の充実を図り

ます。 

 

施策３ 農地・緑地の活用や保全 

（１）自然との触れ合いと交流の場の提供 

①土地所有者などの協力のもと、ファミリー菜園など市民が自然と触れ合う場、交流の場

を提供します。 

②特定生産緑地など、身近な緑地である農地の保全に努めます。 

③市内農家との連携により、農地へのわらびりんごの植樹に取り組むとともに、収穫体験

等の実施などを通じた活用を図ります。 
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テーマ２５ 市街地整備 

目指す 

姿 

市街地再開発事業や土地区画整理事業などを計画的に推進していくとと

もに、地区計画制度などを活用することにより、魅力ある市街地整備の進

んだまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 人口減少と少子高齢化が進むなか、わが国の市街地では、地域活力の減退、都市施設の

老朽化、防災性・安全性などが問題となっており、国などでも、ＩＣＴを活用したスマ

ートシティ、ウォーカブルシティなどこれからの都市の新たなあり方について、さまざ

まな概念やモデルが提示されてきています。蕨市では、2021（令和３）年度に「蕨市都

市計画マスタープラン」、「蕨市立地適正化計画」を策定し、今後のまちづくりにあたり、

都市の将来像とその実現に向けた方針、持続可能な都市を目指すための施策などを示

しました。 

⚫ 蕨市では現在、市街地整備事業として、蕨駅西口地区第一種市街地再開発事業（第２工

区）、錦町土地区画整理事業、地区計画制度を活用した中央第一地区まちづくり事業を

進めています。このほか、2022（令和４）年度に策定した「蕨市景観計画」に基づく景

観づくりを進めるなど、地域特性を生かしたまちなみ形成に努めています。 

⚫ 今後も、蕨市を持続可能な都市として発展させていくためには、蕨駅周辺を都市機能の

核とした魅力ある空間づくりを進め、人が集う活力あるまちとしていく必要がありま

す。あわせて、市内には蕨らしさの核である中山道蕨宿周辺をはじめとした歴史的・文

化的資源も多いことから、これらを生かした蕨らしいまちづくりに取り組む必要があ

ります。 
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施策１ 魅力ある空間づくりの推進 

（１）計画的な都市形成の推進 

①都市形成の将来ビジョンであり、その実現に向けた方針や施策を示す「蕨市都市計画マ

スタープラン」や「蕨市立地適正化計画」に基づき、本市の特性を生かした都市形成を

推進します。 

 

（２）蕨駅西口地区市街地再開発事業の推進 

①蕨駅西口地区市街地再開発事業により、住宅施設や商業業務施設、公共公益施設からな

る建物の整備や駅前広場の再整備など、市の玄関口にふさわしい駅前の魅力ある空間

の創出に向けた整備を進めます。 

 

（３）錦町土地区画整理事業の推進 

①公共施設の整備改善や、良好な住環境の形成を進めるため、権利者の理解と協力を得な

がら、錦町土地区画整理事業による道路や公園の整備などを計画的に推進します。 

②地区の特性に応じた敷地面積の最低限度や建築物の高さの最高限度などを定めた「錦

町地区地区計画」により、錦町地区にふさわしいまちづくりを進めます。 

 

（４）中央第一地区まちづくり事業の推進 

①「中央第一地区まちづくりプラン」に基づき、地区計画制度を活用したまちづくりを推

進するとともに、駅前通りの拡幅・リニューアル整備を通じて、にぎわいの軸としてふ

さわしい空間の形成に取り組みます。 

②個々の建替えにより不燃化などを促進するとともに、区画道路や公園などの整備によ

り、安全・安心に住み続けられるまちづくりを進めます。 

 

 

施策２ 快適で暮らしやすいまちづくりの推進 

（１）景観まちづくりの推進 

①「蕨市景観計画」の周知とあわせ、計画に基づく良好な景観形成を推進します。 

②中山道蕨宿周辺においては、「中仙道蕨宿まちなみ協定」により進められている歴史的

なまちなみの維持・保全活動を支援します。 

③地域住民との協働により、都市の美観の維持や向上を図ります。 

 

（２）狭隘道路の解消 

①市街地整備事業や「蕨市狭隘道路拡幅整備要綱」などに基づき、狭隘道路の解消に向け

た取組を推進します。 
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（３）地区計画などの活用促進 

①地区計画制度や建築協定などの周知を図りながら、制度を活用した市民の主体的なま

ちづくりを支援します。  



81 

 

テーマ２６ 道路・交通 

目指す 

姿 

道路などの計画的な整備・改修、市民や団体との協働による維持管理を

行うとともに、鉄道やバスの利便性等の向上に努め、市民が安全で快適に

行き交うことができるまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国の道路は、2021（令和３）年３月時点で総延長約 128万㎞に達しており、日常生

活や産業振興に必要不可欠な都市基盤となっていますが、一方で、高度経済成長期に整

備された道路も多く、老朽化への対応が全国的な課題となっています。また、鉄道やバ

スといった公共交通機関については、地域により路線維持など持続可能性の確保が課

題となっています。蕨市では、古くから主要交通路として利用されていた中山道が、国

道 17号として現在も広域幹線道路の役割を果たしているほか、県道川口・蕨線や蕨停

車場線などの主要県道とこれらをつなぐ市道が、コンパクトな市域において充実した

道路網を形成しています。また、公共交通についても、ＪＲ京浜東北線蕨駅をはじめ、

市外の西川口駅やＪＲ埼京線北戸田駅、戸田駅、戸田公園駅などが徒歩圏で利用可能な

ほか、民間路線バスや、コミュニティバス「ぷらっとわらび」など、比較的充実した環

境にあります。 

⚫ 蕨市では、市街地整備事業などの都市基盤整備の機会を捉えて道路の整備を進めると

ともに、老朽化した道路・橋りょうの改修を計画的に推進しており、また、「ぷらっと

わらび」の運行などにより、市民にとって利便性の高い公共交通の充実に取り組んでい

ます。 

⚫ 密度の高い市街地が既に形成されている蕨市では、これからも、道路・橋りょうの改修

などにより、安全で快適かつ通行しやすい道路を維持する必要があります。 

⚫ また、高齢化を背景として公共交通の果たす役割の重要性が増していることから、市民

のニーズを捉え、関係機関や事業者などとの連携を図りながら、鉄道やバス、駅の利便

性向上に向けた取組、シェアサイクルなどの新たな交通手段への対応などを継続的に

進めていく必要があります。 
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施策１ 道路等の整備 

（１）幹線道路と生活道路等の整備 

①市街地整備事業などの都市基盤整備の機会を捉えて、都市計画道路と生活道路の計画

的な整備を進めます。 

②市民や団体との協働により、身近な道路の清掃を行うとともに、適正な街路樹の維持管

理に努めます。また、市民等の主体的な活動の継続と活性化に向けた支援を行います。 

 

（２）道路・橋りょうの計画的改修 

①老朽化の進行状況や交通量、市民ニーズなどを踏まえ、道路や道路付属施設、橋りょう

を計画的に改修し、道路交通の安全確保、橋りょうの長寿命化を進めます。 

 

（３）出歩きやすい歩道等の整備 

①ユニバーサルデザインに配慮し、だれもが安心して利用できるとともに、出歩きやすい

ウォーカブルなまちづくりの推進に向けて、歩道の段差の解消などを進めます。 

 

施策２ 交通の利便性等の向上 

（１）鉄道の利便性と安全性向上 

①ＪＲに対する蕨駅の利便性と安全性の確保に向けた協議や、京浜東北線や埼京線の利

便性向上に向けた協議を継続的に行います。 

 

（２）バスの利便性向上 

①民間バス事業者に対する路線維持や利便性の向上に向けた協議を継続的に行います。 

②コミュニティバス「ぷらっとわらび」については、運行ルートの改善などを含め利便性

の向上を図りながら、利用促進を図ります。 

 

（３）新たな交通・移動手段の検討 

①民間事業者等と連携を図りながら、市民ニーズを踏まえ、時代に対応した新たな交通・

移動手段の導入について検討します。 
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テーマ２７ 上・下水道 

目指す 

姿 

上・下水道事業の健全な運営と施設の計画的整備に努め、市民の日常生

活に必要不可欠な都市基盤としての機能の維持・向上を目指すとともに、

施設の耐震化や下水道による雨水対策を進めるなど、市民の快適で安全な

生活を支える上・下水道が充実したまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国の上・下水道事業は、人口増加と高度経済成長に伴う拡張期を経て、現在では、

人口減少などを背景として、健全運営や施設の維持・更新に重点が置かれる時期を迎え

ています。また、上・下水道は人々の日常生活や社会経済活動を維持するために必要不

可欠な都市基盤であることから、大規模な地震や豪雨災害時にも機能を発揮する耐震

化等の対策が求められています。蕨市の上水道は、1958（昭和 33）年度に給水を開始

し、1975（昭和 50）年度には普及率 100％を達成、一方、下水道は、1969（昭和 44）年

度から事業を展開し、2022（令和４）年度末の対人口普及率は 96.9％となっており、

いずれも老朽化と災害等に対応するための今後の維持管理が極めて重要です。 

⚫ 蕨市では、上水道については、「蕨市水道事業ビジョン」に基づき、「市民の豊かさつな

ぐ わらびの水道」を実現するため、この間、耐震性の劣る石綿セメント管の解消をほ

ぼ達成させるとともに、基幹管路の耐震化などの取組を推進しています。また、下水道

は、「蕨市下水道ストックマネジメント計画」に基づき改築修繕工事を順次進めており、

また、2020（令和２）年度には「蕨市公共下水道事業経営戦略」を策定し、事業の健全

運営に努めています。 

⚫ 今後も上水道については、「蕨市水道事業ビジョン」に基づき、引き続き安心・安全な

水の安定的な供給を図るとともに、管路や施設について、耐震化等を含めた維持管理を

図ることが必要です。 

⚫ あわせて、下水道については、今後も、錦町土地区画整理事業の進捗に合わせた施設の

計画的な整備による下水道未整備地区の解消や、既設の下水道施設の適切な維持管理

及び長寿命化・耐震化を踏まえた計画的な改築修繕、都市型水害に対応するための雨水

対策などが必要です。 
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施策１ 上水道の整備 

（１）水道事業の健全な運営 

①「蕨市水道事業ビジョン」の各施策を着実に実施するとともに、アセットマネジメント

や経営戦略に基づき、「将来にわたって、市民に安心・安全な水を安定的に、適正な料

金でお届けする」経営理念の実現に向け、事業の中長期的な健全運営に努めます。 

 ②広報蕨や市ホームページ、水道部発行の広報紙「水道とくらし」などを活用し、水道事

業に関する情報を提供するとともに、意見や要望などの収集に努めます。 

 

（２）施設の計画的整備 

①「蕨市水道事業ビジョン」に基づき、重要施設配水管路などの災害時に重要な役割を果

たす管路について計画的に耐震化・長寿命化を進めます。 

②中央・塚越浄水場、取水井、導・配水管路などの既存施設を適切に維持管理します。 

 

施策２ 下水道の整備 

（１）下水道事業の健全な運営 

①「蕨市公共下水道事業経営戦略」等に基づき、経営の効率化を図り、事業の中長期的な

健全運営に努めます。 

 

（２）施設の計画的整備 

①錦町土地区画整理事業区域における分流式下水道の整備を進めます。 

②南町・塚越ポンプ場及び既設下水道管路の適切な維持管理と、「蕨市下水道ストックマ

ネジメント計画」に基づいた計画的な長寿命化・耐震化を推進します。 

 

（３）雨水対策の推進 

①浸水被害を軽減するため、下水道整備による都市浸水対策を推進するとともに、市民や

事業者による雨水流出抑制対策を促進します。また、市民に対し内水ハザードマップの

周知を図ります。 
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テーマ２８ 住宅 

目指す 

姿 

住宅の改善や確保についての取組の充実を図るとともに、質の高い住宅

の確保、適正な維持管理のための支援に努め、市民が心豊かに暮らし続け

られるより良い居住環境が整ったまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 住まいは、人々が生活を営む上での大切な基盤であり、安定的な量の確保とともに、そ

の質の確保が求められています。国は、2020（令和２）年度に新たな「住生活基本計画

（全国計画）」を閣議決定し、激甚化する災害や気候変動への対応、既存ストックの流

通促進、新技術の活用などを踏まえた住宅政策を推進しています。更に、空き家等対策

の推進に関する特別措置法の改正（2023（令和５）年）に伴い、空き家対策が総合的に

進められています。特に、蕨市は、高度経済成長期に人口が急増し、今に至るまで東京

近郊の住宅都市として発展してきた背景があり、住宅等の高経年化が進んでいること

から、質の高い住宅の確保、居住環境の改善などについて、適切に支援していくことが

求められます。 

⚫ 蕨市では、住宅の耐震化の促進、蕨市住宅改修資金助成金を通じた既存住宅の改修支援、

三世代ふれあい家族住宅取得補助制度による三世代の市内定住などを進めており、ま

た、「蕨市マンション管理適正化推進計画」や、「蕨市老朽空き家等の安全管理に関する

条例」などにより民間住宅の適正な維持管理を促しています。あわせて、市営住宅につ

いては、既存住宅の計画的長寿命化と適正管理を通じて、老朽化対策やより良い住環境

の実現に努めています。 

⚫ 今後は、特に、将来を担う若い世代、子育て世代の定住を促進するとともに、どの世代

も恒久的に住み続けられる環境を整備していくことが重要であり、住まいの安全性・快

適性向上への支援や、環境への配慮に向けた支援などを、継続的に検討し充実させてい

く必要があります。 

⚫ また、現在の市営住宅を最大限に活用するため、建物の長寿命化を図るとともに、引き

続き計画的かつ適切な維持保全を実施することが求められています。 
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施策１ 住宅の改善・確保と適正管理 

（１）住宅の改善に向けた支援の充実 

①リフォームやバリアフリー化、耐震化、環境への配慮などに向けた住宅改善の支援の充

実に努め、だれもが安心して住み続けられる住宅環境の整備を促進します。 

②住宅相談制度の周知を図るとともに、悪質な事業者による被害防止に向けた情報提供

を行います。 

 

（２）質の高い住宅の確保と支援 

①民間事業者との連携により、良質な民間賃貸住宅の供給を促します。また、住宅の流通

に関する適切な情報提供や相談体制の充実に努めます。 

②三世代ふれあい家族住宅取得補助制度により、親・子・孫の三世代の同居や近居を支援

します。 

 

（３）民間住宅等の適正管理の促進 

①「蕨市マンション管理適正化推進計画」に基づき、マンション管理に関する基礎セミナ

ーの開催やマンションアドバイザーの派遣などを実施し、各関係主体との連携のもと、

良好な住環境の整備に努めます。 

②「蕨市老朽空き家等の安全管理に関する条例」及び「蕨市さわやか環境条例」に基づき、

空き家などの適正な維持・安全管理を推進します。 

 

 

施策２ 市営住宅の適切な維持管理 

（１）既存市営住宅の計画的長寿命化と適正管理 

①「蕨市営住宅等長寿命化計画」に基づき、既存市営住宅の計画的な予防保全を図り、施

設の適正な維持管理に努めます。 
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第６章 一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち 

市民による自主的なまちづくりを更に活性化していくため、地域コミュニティや

各種団体・ＮＰＯなどによる市民活動を支援し、お互いの顔が見える、笑顔があふ

れるまちを目指します。また、人権や平和、多文化共生、男女共同参画などについ

ての学習や実践を促し、市民一人ひとりが尊重される、心でつなぐまちを目指しま

す。 

 

【テーマと施策の体系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 男女が活躍できる社会づくり

2
男女共同参画・

多様な性に関する意識づくり

4
男女がともに

安心して暮らせるまちづくり

一

人

ひ

と

り

の

心

で

つ

な

ぐ

笑

顔

あ

ふ

れ

る

ま

ち

平和意識の高揚

29 地域コミュニティ・市民活動 1 地域コミュニティへの支援

2 市民活動の活性化

3 市民活動拠点の充実と連携

30

6
テーマ 施　策

32 男女共同参画

31 多文化共生・国際交流 1 多文化共生に向けた環境づくり

2 国際交流に向けた環境づくり

人権・平和 1 人権意識の高揚

2

1 男女共同参画推進体制の充実
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【指標】 

指標名 現状値 目標値 

町会加入世帯数 
24,913世帯 

（令和４年９月時点） 
25,000世帯 

わらびネットワークステーション登録

団体数 
213団体 250団体 

外国人向け一元的相談窓口支援件数 ― 500件 

審議会等への女性委員登用率 
42.8％ 

（令和５年４月１日時点） 
45% 

 

【関連計画等（主要なもの）】 

計画等の名称 内容 

蕨市多文化共生指

針 

国籍や民族を越えて、互いの文化的違いを認め合いながら、ともに

生きる地域社会づくりの実現に向けて、多文化共生の方向性を定め

た指針です。 

男女共同参画パー

トナーシッププラ

ン 

男女共同参画社会の実現に向けた各施策を総合的かつ計画的に推

進するための計画です。 

蕨市ＤＶ防止基本

計画 

ＤＶの防止や被害者に対する支援のための施策を総合的かつ計画

的に推進するための計画です。 

 

【協働とＤＸの取組】 

テーマ 具体的な取組（例） 

協働 

活発な地域コミュニティ活動や市民活動に立脚したまちづくりを進めると

ともに、市民一人ひとりの平和意識、人権意識等の醸成により、みんなにあ

たたかいまちづくりを進めます。 

ＤＸ 

デジタル技術の活用により、地域活動・市民活動に取り組む市民との情報共

有手段の充実を図るとともに、国際交流や、多文化共生への理解促進等を図

ります。 
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【ＳＤＧｓの取組】 

ゴール５：ジェンダー平等を実現しよう 

 

 

 

32-1.男女共同参画推進体制の充実（男女共同参画の計画的な推進、市民による推進体制

の充実） 

32-2.男女共同参画・多様な性に関する意識づくり（ジェンダー平等の意識啓発と多様性

への理解促進、男女共同参画を推進する教育・学習の充実） 

32-3.男女が活躍できる社会づくり（意思決定過程への女性の参画推進、男女が活躍でき

るためのワーク・ライフ・バランスの推進） 

32-4.男女がともに安心して暮らせるまちづくり（男女共同参画の視点に立った地域づく

りの推進、性の理解・尊重の促進） 

ゴール 10：人や国の不平等をなくそう 

 

 

 

30-1.人権意識の高揚（市民の意識の高揚、人権教育の推進、人権相談と人権擁護の推

進） 

31-1.多文化共生に向けた環境づくり（多文化共生への理解の促進、外国人住民向けサー

ビスの充実、関係団体などへの支援と連携） 

31-2.国際交流に向けた環境づくり（国際理解教育の充実、国際交流の促進） 

ゴール 16：平和と公正をすべての人に 

 

 

 

30-2.平和意識の高揚（市民の意識の高揚） 

32-4.男女がともに安心して暮らせるまちづくり（暴力根絶と被害者への支援） 

ゴール 17：パートナーシップで目標を達成しよう 

 29-1.地域コミュニティへの支援（地域コミュニティ活動への支援） 

29-2.市民活動の活性化（市民や市民活動団体への支援） 

29-3.市民活動拠点の充実と連携（市民活動拠点の充実、地域コミュニティ活動と市民活

動との連携による課題解決） 
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テーマ２９ 地域コミュニティ・市民活動 

目指す 

姿 

町会や各地区のコミュニティ委員会などといった地域におけるさまざま

な活動と、多様な分野における市民活動を支援するとともに、そうした活

動を有機的に結びつけることにより、市民みんなで創る笑顔あふれるまち

を目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 人口減少、少子高齢化や核家族化が進むなかで、わが国では、地域コミュニティの希薄

化が顕著となる一方で、まちの課題の解決に向け、さまざまな分野における市民活動の

盛り上がりなどもみられます。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の拡大は、こ

うした活動に大きな制約を与え、地域における人と人とのつながりのあり方は、いま改

めてクローズアップされています。蕨市では、長年にわたり町会などの自治組織のほか、

各地区のコミュニティ委員会などが、地域コミュニティの中核を担い、今日の蕨市を築

きあげてきました。また、福祉や子育てといったテーマに沿った市民活動も盛んであり、

2011（平成 23）年に開設したわらびネットワークステーションでは、市民活動団体と

市との協働のもと、幅広い情報発信とともに、市民活動の支援を行っています。いずれ

の活動も、一時期のコロナ禍での制約を経て活動を再び活発化しているものの、高齢化

などを背景とした担い手不足等の課題は、蕨市においても例外ではありません。 

⚫ 蕨市では、これまで地域コミュニティ活動への支援や、市民活動への支援、コミュニテ

ィ・センターやわらびネットワークステーションなどの活動拠点の整備などにより、こ

うした市民の活動を促進し、その力をまちづくりに生かしてきました。 

⚫ 社会のあり方は著しく変化していますが、これからも、蕨市のまちづくりには地域の力

は不可欠であり、このため、地域コミュニティ活動の中核である町会や各地区のコミュ

ニティ委員会などの活動を引き続き支援し、地域活動の活性化を図っていく必要があ

ります。 

⚫ また、さまざまな分野で活動する市民活動団体は、まちづくりの担い手として重要な役

割を果たしていることから、活動の支援や担い手の確保を進め、今後も活性化を図って

いく必要があります。 

⚫ 更には、蕨のまちの課題解決に向け、地域コミュニティ活動とテーマ型の市民活動との

連携を促し、地域課題の解決に向けてみんなで取り組んでいくことにより、蕨のまちづ

くりを推進する地域力の向上を促していく必要があります。 
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施策１ 地域コミュニティへの支援 

（１）地域コミュニティ活動への支援 

①防災・防犯活動や福祉活動をはじめ、文化・スポーツ活動や伝統行事など地域における

さまざまな取組に対して支援を行い、活動の活性化を図ります。 

②活動の意義を分かりやすく伝えるなど、周知方法の工夫に努め、単身世帯や市外からの

転入世帯、外国人世帯などを含めたすべての市民を対象として、地域コミュニティへの

参加促進を図ります。 

 

施策２ 市民活動の活性化 

（１）市民や市民活動団体への支援 

①わらびネットワークステーションにおいて、市民活動団体情報やわらび市民活動人材

ネットつながるバンクなどにより、市民や市民活動団体に対して情報提供を行い、市民

活動への参加促進と団体の活性化を図ります。 

②市民活動団体のネットワーク化を図るとともに、蕨市ＳＤＧｓ提案制度などにより、市

民活動団体が自主的に企画・運営する公益的な活動を支援します。 

③新たな活動の担い手を増やしていくために地域デビューのきっかけづくりや市民活動

の中心となる人材の育成を支援します。 

 

施策３ 市民活動拠点の充実と連携 

（１）市民活動拠点の充実 

①コミュニティ・センターやわらびネットワークステーションなどの市民活動の拠点に

おいて、社会や地域のさまざまな課題の解決に向けた支援の充実を図るとともに、更な

る利用を促す情報発信に努めます。 

 

（２）地域コミュニティ活動と市民活動との連携による課題解決 

①地域コミュニティ団体と市民活動団体との連携を促進し、協働による地域課題の解決を

図ります。 

②各地区のコミュニティ委員会を中心に、関連する各団体との連携をとりながら、地区の

まちづくりについての検討を進め、協働による実践を図ります。  
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テーマ３０ 人権・平和 

目指す 

姿 

市民一人ひとりがお互いを尊重する心を育み、人権意識の高揚を図りな

がら市民の人権の擁護を推進します。また、戦争の悲惨さと平和の尊さを

伝える取組を進め、人権の尊重と平和を愛する心を醸成するまちを目指し

ます。 

 

◆現況と課題  

⚫ わが国には、同和問題をはじめ、子どもへの虐待、いじめ、ドメスティック・バイオレ

ンス（ＤＶ）、さまざまなハラスメント、インターネットを悪用した中傷、ＬＧＢＴＱ

などの性的少数者や外国籍の人への差別や偏見など、いまだ人権に関する問題・課題が

多く残されています。また、近年の国際情勢は、世界中の人々の願いである平和に対す

る脅威であり、戦争の悲惨さと平和の尊さを伝える取組の重要性は、今一層増していま

す。 

⚫ 蕨市では、国から委嘱を受けた人権擁護委員による人権相談が行われているほか、学校

教育における人権感覚の育成や、生涯学習における人権学習、さまざまな人権課題を視

野に入れた指導の充実などを図っています。また、蕨市は、第二次世界大戦末期に３度

にわたる空襲を受け、多くの犠牲者を出したことから、1985（昭和 60）年に「蕨市平和

都市宣言」を制定、2010（平成 22）年には平和都市宣言塔を設置し、平和の尊さを伝え

る平和学習などの取組を進めています。 

⚫ わが国の社会経済情勢の著しい変化のなかで、人権問題も多様化・複雑化し、新たな人

権課題が生じています。このため、お互いを尊重するという基本的な考え方を再認識し、

差別のない明るい社会の実現を目指すとともに、支援を必要とする人を守っていく環

境づくりが求められています。 

⚫ また、近年の国際情勢の緊張を背景として、平和を願う声が一段と高まっていることか

ら、平和を愛する心の更なる醸成に取り組んでいく必要があります。 
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施策１ 人権意識の高揚 

（１）市民の意識の高揚 

①だれもが生きやすい社会の実現を目指し、さまざまな人権課題に対する市民の理解を

深めるため、広報蕨や市ホームページ、ＳＮＳ、パンフレットなどさまざまな媒体や街

頭啓発などの機会を活用し、周知・啓発活動に努めます。 

 

（２）人権教育の推進 

①インターネットを介した人権侵害やさまざまな人権課題などに対応しながら、小学校

における人権の花運動や小・中学校における人権教室、人権作文の実施などを通じ、学

校教育において、子どもの成長段階に応じた人権感覚の育成に努めます。 

②生涯学習の一環として、人権について学ぶ講座や講演会、パネル展などを開催します。 

 

（３）人権相談と人権擁護の推進 

①差別やいじめ、家庭問題など幅広い人権問題の早期解決に向けて、人権擁護委員による

人権相談の利用促進を図ります。 

②人権侵害の申告に対し、関係機関と協力して被害者の救済につなげます。 

③パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度などの充実を図り、当事者が各種サービ

スや社会的な配慮を受けやすい環境づくりに努めます。 

 

施策２ 平和意識の高揚 

（１）市民の意識の高揚 

①広報蕨や市ホームページなどを活用した周知・啓発活動や、平和について考える講演会、

パネル展などを継続的に開催し、市民の平和意識の高揚を図るとともに、市民の主体的

な取組を支援します。 

②戦争の歴史を後世に伝えるため、関係資料の収集や保存に努めます。 
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テーマ３１ 多文化共生・国際交流 

目指す 

姿 

グローバル化が進展するなか、市民主体のさまざまな国際交流活動の支

援などを通じて、国際的視野の醸成や国際社会を担う人材を育成するとと

もに、国籍や文化、習慣、言語などの違いを越えて、ともに豊かに生きる

ことのできる環境づくりを進め、多文化共生のまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 2020（令和２）年国勢調査によれば、わが国の総人口に占める外国人の割合は 2.2％で

あり、その比率は年々増加しています。また、一時コロナ禍により停滞したものの、グ

ローバル化を背景とし、文化・芸術、スポーツなどを通じた国際交流活動が、多様な主

体により引き続き盛んに行われています。 

⚫ 蕨市は、その立地や利便性などから居住する外国人住民の数が、7,746人（2023（令和

５）年１月１日時点）で総人口の 10.3％と、外国人人口の比率が県内で最も高いまち

となっています。また、長年にわたり、姉妹都市（アメリカ合衆国エルドラド郡）や友

好都市（ドイツ連邦共和国リンデン市）などとの市民を主体とした国際交流活動が展開

され、国際交流も盛んなまちです。 

⚫ 蕨市では、国籍や民族を越えて、互いの文化的違いを認め合いながら、ともに生きる地

域社会づくりの実現に向け、2021（令和３）年度に「蕨市多文化共生指針」を策定し、

外国人向け一元的相談窓口の設置など、多文化共生の取組を進めています。また、国際

交流事業として、児童・生徒の国際的な視野を広げる国際理解教育や国際青少年キャン

プを実施しており、更に同キャンプ事業に参加した青少年が中心となって、国際交流ボ

ランティア活動などに主体的に取り組んできています。 

⚫ 外国人が多く暮らすまちとして、今後も、地域生活における相互理解の進展などに努め、

だれもが住みやすいまちづくりを進めるとともに、多文化共生社会の実現を図ってい

くことが重要です。 

⚫ また、国際交流活動については、市民、児童・生徒の国際的な視野を醸成する大切な取

組であることから、国際理解教育の充実を図るとともに、市民を主体とした活動が更に

継続・発展するよう、側面から支援することが重要になっています。 
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施策１ 多文化共生に向けた環境づくり 

（１）多文化共生への理解の促進 

①「蕨市多文化共生指針」に基づき、多文化共生事業・みんなの広場や公民館における国

際理解・交流事業などを進め、外国人住民との相互理解を促進します。 

 

（２）外国人住民向けサービスの充実 

①外国人向け一元的相談窓口を中心として、外国人住民に対して医療や福祉、子どもの教

育など生活に関する相談支援の充実を図ります。 

②外国人住民が適切なサービスを受けられるよう、多言語化ややさしい日本語の表記な

どによる情報提供に努めます。 

③教育センターにおける日本語特別支援教室の運営により、日本語による会話などに困

難を抱える児童・生徒等に対する支援を行います。 

 

（３）関係団体などへの支援と連携 

①日本語ボランティアサークルなど関係団体との連携を図り、多文化共生の担い手の育

成・確保を支援します。 

②外国人総合相談センター埼玉など、関係団体との連携強化を図ります。 

③地域との連携のもと、外国人世帯の地域コミュニティへの参加促進に努めます。 

 

施策２ 国際交流に向けた環境づくり 

（１）国際理解教育の充実 

①中学校におけるＩＣＴの活用等を通じた国際交流など、学校教育における国際理解の

機会充実に努めます。 

②小・中学校に配置しているＡＬＴ（外国語指導助手）を通じた国際理解教育を推進しま

す。また、ＡＬＴの更なる活用の手法などについて検討します。 

 

（２）国際交流の促進 

①国際青少年キャンプを開催するとともに、国際交流推進ボランティア団体の育成・支援

に努めます。 
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テーマ３２ 男女共同参画 

目指す 

姿 

市民の意識の醸成と、社会の環境整備を促すことにより、家庭や学校、

地域、職場など社会のあらゆる分野で、男女が対等なパートナーとして個

性と能力を生かし、社会に参画して責任を担い合う、男女共同参画のまち

を目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 人生 100年時代を迎え、若い世代の理想とするライフスタイルも変化するなど、人々の

価値観は多様化し、また、家族のカタチも多様化しています。しかし、こうしたなかに

あっても依然として固定的な性別役割分担意識が根強く残っており、国は、政策・方針

決定過程への女性の参画拡大、雇用等における男女共同参画の推進と仕事と生活の調

和、女性に対するあらゆる暴力の根絶など、男女共同参画の実現に向けた取組を推進し

ています。 

⚫ 蕨市は、「お互いよりよく生きたい。重たい荷物は男女で持ちましょう。」という印象的

な前文で始まる「蕨市男女共同参画パートナーシップ条例」を 2003（平成 15）年に施

行し、「蕨市男女共同参画パ－トナーシッププラン」、「蕨市ＤＶ防止基本計画」のもと、

男女共同参画を推進するとともに、配偶者などからの暴力の防止と被害者支援などに

も取り組んできました。 

⚫ 性別による固定的な役割分担意識やそれに基づく慣行は、依然として根強く残ってい

ることから、今後も引き続き、男女共同参画社会の実現に向けた市民、行政における推

進体制の充実に努めていく必要があります。 

⚫ また、男女共同参画意識の啓発、男女平等・男女共同参画に関する教育・学習の充実な

どによって、市民一人ひとりの男女共同参画に向けた意識改革を促していくとともに、

政策・方針決定過程への女性の参加促進や男女がともに働きやすい環境づくりを進め、

男女が活躍できる社会を実現していく必要があります。 

⚫ 更には、男女がともに支え合う地域社会づくりを進めるとともに、ＤＶなど暴力の根絶

や被害者支援の充実、性の理解・尊重を促進することで、性差などにかかわらず、安心

して暮らせるまちづくりを進めていく必要があります。 
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施策１ 男女共同参画推進体制の充実 

（１）男女共同参画の計画的な推進  

①「男女共同参画パートナーシッププラン」に基づき、男女の共同参画に向けた取組を全

庁的に推進します。 

 

（２）市民による推進体制の充実 

①男女共同参画の推進に向け、男女共同参画推進委員会において、取組の進捗状況などの

確認と提言を行うとともに、講演会などを開催します。 

②男女共同参画推進員の活動などを通じ、地域における男女共同参画を推進します。 

 

施策２ 男女共同参画・多様な性に関する意識づくり 

（１）ジェンダー平等の意識啓発と多様性への理解促進 

①家庭・地域・職場などにおける固定的な性別役割分担意識などの解消に向け、さまざま

な機会を通じて、ジェンダー平等を図ります。 

②性的指向・性自認（ＳＯＧＩ）を尊重する取組を推進し、多様性を認めあうために人権

教育や意識啓発を進めます。 

 

（２）男女共同参画を推進する教育・学習の充実 

①学校、家庭、地域等あらゆる場において、男女共同参画及びジェンダー平等の意識に係

る教育や学習の推進を図ります。 

 

施策３ 男女が活躍できる社会づくり 

（１）意思決定過程への女性の参画推進 

①市の審議会等や市の管理職など、政策・方針決定過程への女性の登用を進めます。 

②固定的な性別役割分担にとらわれることなく、それぞれの個性と能力を生かして女性

が地域活動に参画できるよう支援を行います。 

③女性の活躍促進に向けた人材育成に努めるとともに、人材情報の提供を行います。 

 

（２）男女が活躍できるためのワーク・ライフ・バランスの推進 

①男女のワーク・ライフ・バランス実現のため、子育てや介護との両立を支援するととも

に、男女がともに家事や育児、介護などに参画することへの啓発を行います。 

②就業や起業などのチャレンジを支援するとともに、多様な働き方への支援を行います。 
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施策４ 男女がともに安心して暮らせるまちづくり 

 

（１）男女共同参画の視点に立った地域づくりの推進 

 ①生活上のさまざまな困難や悩みを抱える女性に対する相談体制の充実や自立支援を行

います。 

②地域における防災活動への女性の参画を促すとともに、防災対策の各段階に女性の視

点を取り入れるなど防災分野における男女共同参画を推進します。 

 

（２）暴力根絶と被害者への支援 

 ①ＤＶやセクシュアルハラスメント、ストーカー行為、性暴力等の暴力の根絶に向けて、

あらゆる世代への意識啓発と被害者への支援を充実します。 

 ②庁内連携の強化を図りながら、配偶者暴力相談支援センターにおける被害者の相談・支

援の充実を図ります。 

 

（３）性の理解・尊重の促進 

①生涯にわたる性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）につ

いて、理解を深めるための啓発や相談・支援を行います。 
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第７章 市民と市がともに力を発揮して創る自立したまち 

市民への積極的で効果的な情報発信や、市の計画づくりなどへの市民参画などを進

めるとともに、協働によるまちづくりを一層推進し、市民とともに創るまちを目指し

ます。また、市職員の人材育成や時代の変化に対応した組織体制の構築、デジタル技

術の活用などを図るとともに、自主財源の確保と歳出の見直しによる安定的な財政運

営に努め、自立したまちを目指します。 

 

【テーマと施策の体系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7

職員力の発揮

2 自治体ＤＸの推進

33 市民参画・協働 1 市民参画意識の高揚

2 市民と行政の協働の推進

3
市民参画と協働を進めるための

情報発信・共有

3 健全な財政運営
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テーマ 施　策

2 組織力の発揮

3 窓口体制の充実

35 行財政運営 1 行財政改革の更なる推進

34 職員・組織体制 1
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【指標】 

指標名 現状値 目標値 

協働事業（ＳＤＧｓ）提案制度への応募

件数（累計） 
59件 90件 

民間事業者等との連携協定の締結数

（累計） 
44件 55件 

個人市民税の収納率（現年課税分＋滞

納繰越分） 
97.4% 98% 

市公式ＳＮＳの登録者数 
5,587人 

（令和５年 10月時点） 
7,000人 

 

【関連計画等（主要なもの）】 

計画等の名称 内容 

蕨市人財育成基本

方針 

目指すべき職員像や人材育成の取組を明確にすることで、人材育成

の方向性を総合的に定めた方針です。 

蕨市公共施設等総

合管理計画 

将来のまちの姿を見据えた公共施設等のあり方に関する基本方針

を定め、施設の有効活用や適正配置、適切な維持管理などの総合的

なマネジメントを推進するための計画です。 

蕨市情報化総合推

進計画 

情報通信技術を活用し、市民の利便性向上や行政事務の効率化、情

報の安全性・信頼性の確保を図り、情報化を推進することを目的と

した計画です。 

 

【協働とＤＸの取組】 

テーマ 具体的な取組（例） 

協働 
行財政運営に関し市民へ適切な情報提供を図るとともに、職員の協働意識の

醸成により、市民参画・協働のまちづくりを進めます。 

ＤＸ 
デジタル技術の活用により、行政事務の効率化を図るとともに、市民の利便

性向上を図ります。 
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【ＳＤＧｓの取組】 

ゴール 16：平和と公正をすべての人に 

 

 

 

33-1.市民参画意識の高揚（多様な市民参画機会の拡充、市民参画の促進に向けた啓発） 

ゴール 17：パートナーシップで目標を達成しよう 

 

 

 

33-2.市民と行政の協働の推進（協働の体制整備、ボランティア活動への支援、市民活動

団体の設立や活動への支援） 

33-3.市民参画と協働を進めるための情報発信・共有（市民ニーズの把握、多様な媒体を

活用した情報発信、情報公開・個人情報の保護） 

34-1.職員力の発揮（人材育成の機会の充実、職員を育てる人事制度、職員の採用と確

保） 

34-2.組織力の発揮（効率的・効果的な組織運営、機動力の高い組織の運用、組織の目標

管理とマネジメント力の強化） 

34-3.窓口体制の充実（窓口サービスの充実） 

35-1.行財政改革の更なる推進（行財政運営指針に基づいた取組の推進、公共施設等総合

管理計画の推進、ＰＤＣＡサイクルに基づいた施策・事業の見直し、民間活力の積

極的な活用、広域連携の推進） 

35-2.自治体ＤＸの推進（ＤＸ推進に向けた取組、デジタルデバイド対策、情報セキュリ

ティ対策の強化） 

35-3.健全な財政運営（多様な手法による財源の確保、選択と集中による効率的・効果的

な歳出の実現、将来世代に負担を先送りしない財政運営） 
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テーマ３３ 市民参画・協働 

目指す 

姿 

市民参画・協働に対する市民の意識を高めながら、さまざまな機会を捉

えた市民参画と協働の場づくりや、市の取組や地域情報の発信を積極的に

進めるとともに、市民のニーズを把握し、市民に寄り添いながらまちづく

りに取り組むことで、市民とともに創るまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 市民が行政の政策等に意見や提案を行い、ともにまちづくりを考える「市民参画」は、

市民意識の高揚や地方分権の進展、市民ニーズの多様化などを背景に、いまや全国の自

治体と市民に浸透してきており、自治体のまちづくりにあたっては、欠かすことのでき

ない理念となっています。一方、お互いが対等の立場に立ち、役割分担と責任のもと、

共通の目的を達成するために協力して行動することを示す、「協働」の考え方も、市民

参画同様に浸透しており、市民や団体、民間事業者、大学等、さまざまな主体と行政と

の協働によるまちづくりが全国各地で展開されています。 

⚫ 蕨市では、盛んな地域コミュニティ活動や市民活動を背景に、長年醸成されてきた市民

参画と協働の土壌のもと、2013（平成 25）年度から「蕨市市民参画と協働を推進する

条例（愛称：みんなで創るわらび推進条例）」を施行し、市民参画制度の整備や、蕨市

協働事業提案制度の創設などに取り組んできました。 

⚫ 市民参画・協働によるまちづくりは、蕨市のまちづくりにとって、今後も大切な理念で

あり、市民、団体・ＮＰＯ、事業者など多様な主体の参画と協働によって、地域の課題

解決に向けて取り組むため、今後も、「みんなで創るわらび推進条例」の理念のもと、

市民参画の場、協働の場を充実していく必要があります。 

⚫ また、そのためには、市の取組や地域情報などを市民に広く、分かりやすく伝える情報

の発信、情報の提供が必須です。こうした地域情報の発信は、市民の市政への理解を促

すだけでなく、市民の生活を便利に、快適にしていくためにも重要であり、広報蕨や市

ホームページをはじめとしたさまざまな媒体を活用しながら、分かりやすい情報の発

信に努めていく必要があります。 
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施策１ 市民参画意識の高揚 

（１）多様な市民参画機会の拡充 

①「みんなで創るわらび推進条例」を踏まえて、各種計画の策定や事業の実施などの機会

を捉え、さまざまな市民参画の場の提供に努めます。 

②市民参画手続職員マニュアルに基づいた適切な運用や工夫、改善を図ることで参画し

やすい環境づくりを進め、幅広い層からの意見を効果的に市政運営に活用します。 

 

（２）市民参画の促進に向けた啓発 

①若者や子育て世代など、日頃、参画の機会が少ない人々を含め広く市民に呼びかけや啓

発を行い、市民参画の促進に努めます。 

 

施策２ 市民と行政の協働の推進 

（１）協働の体制整備 

①蕨市ＳＤＧｓ提案制度などを活用し、地域課題の解決を図る場の充実に努めます。 

②協働のまちづくりに取り組む市民の育成を支援します。 

③民間事業者などとの公民連携による、地域課題に対応したまちづくりを進めます。 

 

（２）ボランティア活動への支援 

①ボランティア活動の活性化に向け、市民や事業者等に広く参加を呼びかけるとともに、

わらびネットワークステーションや蕨市社会福祉協議会のボランティアセンターを通

じて活動の支援に努めます。 

 

（３）市民活動団体の設立や活動への支援 

①情報提供などにより、市民活動団体の設立を支援します。 

②市民活動団体の事業内容の周知や活動支援を行います。 

 ③ＩＣＴ等の活用など活動の活性化に向けた団体の主体的な取組の支援に努めます。 

 

施策３ 市民参画と協働を進めるための情報発信・共有 

（１）市民ニーズの把握 

①市民の意見を把握するため、市民意識調査や各種アンケート、市長への手紙など多様な

広聴活動を継続的に行います。 

②各地区における市長タウンミーティングや市民と市長の面会日など、市民から直接市

政に対する意見を聴く機会の確保に努めます。 
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（２）多様な媒体を活用した情報発信 

①市の取組や地域情報などを広く、分かりやすく伝えるため、広報蕨やテレビ広報「ハロ

ーわらび」、市ホームページなどの充実を図ります。 

②より多くの市民に効果的に伝わる情報発信を目指し、ＳＮＳや市庁舎のデジタルサイ

ネージなど、デジタル技術を使用した情報発信手段の更なる活用を進めます。 

 

（３）情報公開・個人情報の保護 

①市民の知る権利に応える情報公開と、市民の信頼が得られる個人情報の保護を行い、開

かれた市政を推進します。 
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テーマ３４ 職員・組織体制 

目指す 

姿 

地方分権や少子高齢化など、社会経済状況が変化するなかで多様化・高

度化する市民ニーズに対応していくため、市職員の人材育成と、時代の変

化に対応した組織体制の構築を図ることにより、職員の力と組織の力でよ

り良い行政サービスを提供するまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 地方分権による権限移譲が進み、かつ市民ニーズも多様化・高度化するなか、地方自治

体の果たす役割がこれまで以上に大きくなっています。新型コロナウイルス感染症の

感染拡大の際に改めて明らかになったように、とりわけ市、町、村といった基礎自治体

は、市民生活にとって最も身近な行政機関であることから、その能力を最大限に発揮す

ることが求められています。 

⚫ 蕨市では、厳しい社会経済状況のなか、多様化・高度化する行政需要に対応していくた

め、行政の職員力と組織力を高めながら、市民から信頼され、市民とともに歩む行政で

あることを基本とし、行政サービスの向上をはじめとした行政改革を強力に推進して

きました。更に、「蕨市人財育成基本方針」に基づき、「真に市民にとっての『たから（財）』

となる職員」を目指し、全庁を挙げて人材育成に取り組んでいます。 

⚫ 蕨市は、市域がコンパクトであること、長年にわたり各地区のコミュニティを中心とし

た協働のまちづくりが行われてきたことから、市民と市役所との距離が物理的にも心

理的にも近いという特長があります。このため、今後も市民から信頼され、市民ととも

に歩む行政であることを基本としながら、職員の能力等の向上に努めていく必要があ

ります。 

⚫ また、著しい変化を見せる社会経済情勢や、少子高齢化のなかで多様化する行政課題に

的確に対応していくため、効果的な組織運営や横断的な組織間の連携、民間の活用など

を通じ、組織の力の向上に努めていく必要があります。 

⚫ 更には、職員及び組織における市民との協働意識の浸透を図りながら、市民にとって便

利で快適な窓口サービスの充実などに取り組んでいく必要があります。 
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施策１ 職員力の発揮 

（１）人材育成の機会の充実 

①「蕨市人財育成基本方針」に基づき、自己啓発や職場研修、職場外研修など、さまざま

な人材育成の機会の充実を図ります。 

 

（２）職員を育てる人事制度 

①職員の意欲と能力の向上を図る視点からの人事評価を推進します。 

②公務員制度改革に対応した人事管理の見直しを行います。 

 

（３）職員の採用と確保 

①職員の採用や確保のあり方に関して継続的な検討・工夫を行うとともに、経験豊富な職

員の能力の活用などに取り組みます。 

 

施策２ 組織力の発揮 

（１）効率的・効果的な組織運営 

①行政需要の変化に対応した効率的・効果的な組織体制を構築するとともに、適切な職員

配置に基づく定員管理に努めます。 

②多様化・高度化する行政ニーズに対応するため、民間活力の導入を含めた組織体制の強

化に努めます。 

③職員提案等制度を活用し、職員の自主的な提案や業務改善への取組を促進します。 

 

（２）機動力の高い組織の運用 

①多様化・高度化する行政課題に対して的確に対応するため、横断的な組織間の連携を推

進します。 

 

（３）組織の目標管理とマネジメント力の強化 

①部や課による目標設定と検証を行い、業務を戦略的・大局的に進めるためのマネジメン

ト力の強化を図ります。 
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施策３ 窓口体制の充実 

（１）窓口サービスの充実 

①職員及び組織における市民との協働意識の浸透を図りながら、接遇など窓口サービス

の向上や改善に努めます。 

②休日窓口や、駅前行政センターの開設、塚越連絡室の行政機能の充実などを通じて利便

性の向上を図ります。 

③外国人向け一元的相談窓口やおくやみ窓口の運用などにより、引き続きニーズを踏ま

えた市民サービスの提供に努めます。  
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テーマ３５ 行財政運営 

目指す 

姿 

地方分権の進展に対応しつつ不断の行財政改革を進め、デジタル技術の

活用を図りながら、安定的で健全な財政運営に努めることで、厳しい社会

経済状況のなか、自立したまちを目指します。 

 

◆現況と課題  

⚫ 地方分権が進展するなかにあって、地方自治体が、多様化する行政課題や市民ニーズに

的確に応えていくためには、今後も一層の行財政改革の推進が求められています。 

⚫ また、デジタル技術の著しい発展を背景に、さまざまな分野における行政サービス提供

のあり方は急速に変革しており、国は、2021（令和３）年にデジタル庁を発足させ、住

民の利便性向上や自治体の業務効率化などを目的とした、地方行政のデジタル化の推

進に取り組んでいます。 

⚫ 蕨市では、これまで、７次にわたる行政改革大綱を策定し、行財政改革の不断の努力を

続けるとともに、2016（平成 28）年度には「蕨市公共施設等総合管理計画」、2020（令

和２）年度には「第４次蕨市情報化総合推進計画」を策定するなど、効率的で効果的な

行財政運営に向けた取組を各分野において進めています。 

⚫ 市民にとって最も身近な行政として、市民の期待に応えるとともにその役割を最大限

に担う持続可能な行財政運営を実現するため、今後も引き続き行財政改革の更なる推

進に努めていく必要があります。 

⚫ 特に、国が策定した「自治体デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進計画」

に対応し、デジタル技術の活用を全庁的に進めていくことにより、市民の利便性の向上

や、行政事務の効率化を図っていく必要があります。更には、幅広い世代がデジタル技

術の恩恵を受けられるよう、デジタルデバイドに配慮した取組を行うことが求められ

ています。 

⚫ また、地方公共団体の財政をめぐる社会経済情勢の見通しはいまだ不透明であること

から、今後も多様な手法による財源の確保に努めるとともに、効率的・効果的な歳出を

実現し、将来世代に負担を先送りしない財政運営を心掛けていく必要があります。 
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施策１ 行財政改革の更なる推進 

（１）行財政運営指針に基づいた取組の推進 

①これまで継続的に策定してきた行政改革に係るプランを引き続き策定し、それに基づ

いた取組を着実に推進します。 

②地方公共団体の財政をめぐる国などの取組や社会経済情勢を踏まえ、中期財政見通し

を策定します。 

 

（２）公共施設等総合管理計画の推進 

①「蕨市公共施設等総合管理計画」に基づき、施設の適正な維持管理に努めます。 

②「蕨市個別施設計画」に基づき、個別施設ごとの劣化状況等について定期的に調査を行

い、その結果を踏まえ必要な処置を講じます。 

 

（３）ＰＤＣＡサイクルに基づいた施策・事業の見直し 

①行政評価のしくみに基づき、施策・事業の継続的な点検・見直しを行います。 

 

（４）民間活力の積極的な活用 

①市民サービスの向上やコスト削減が見込まれる分野において、指定管理者制度やＰＦ

Ｉ、民間委託などの活用を図ります。 

②公民連携の推進を図り、民間の知見やアイデアをまちづくりに生かします。 

 

（５）広域連携の推進 

①時代のニーズに応じた広域行政のあり方を検討し、近隣市との効果的な連携を推進し

ます。 

②国や県との連携を強化し、より効果的な事業を展開することで成果の向上を図ります。 

 

施策２ 自治体ＤＸの推進 

（１）ＤＸ推進に向けた取組 

①行政手続のオンライン化を進めるとともに、マイナンバーカードを利用した証明書等

のコンビニ交付や公共施設へのＷｉ-Ｆｉ設置など、デジタル化による市民の利便性の

向上を図ります。 

②新たなデジタル技術の活用を検討し、行政事務の効率化を図ります。 
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（２）デジタルデバイド対策 

 ①幅広い世代がデジタル技術の恩恵を受けられるよう情報提供や学びの機会の充実など

デジタルデバイド対策に努めます。 

 

（３）情報セキュリティ対策の強化 

①情報セキュリティ対策を実施するとともに、職員一人ひとりのセキュリティ意識の向

上を図ります。 

 

施策３ 健全な財政運営 

（１）多様な手法による財源の確保 

①市税などの公平で適正な賦課徴収に努めるとともに、納付手続きの利便性の向上など

を図り、滞納債権の回収を促進し、財源の確保を図ります。 

②市有財産の売却・有効活用、有料広告事業などを推進し、財源の確保を図ります。 

 ③国や県との連携を強化し、補助金の活用など財源の確保を図ります。 

 

（２）選択と集中による効率的・効果的な歳出の実現 

①選択と集中の考え方に基づき事務事業の見直しを進め、より効果的な事業へ予算を重

点的に配分します。 

②外郭団体などに対する補助金について、適正な交付を図ります。 

 

（３）将来世代に負担を先送りしない財政運営 

①財政健全化指標（将来負担比率）について、引き続き健全化を図ります。 



 

第３部 蕨市国土強靭化地域計画 

 

   １．国土強靭化地域計画とは 

   ２．想定する大規模自然災害 

   ３．基本目標と行動目標 

   ４．脆弱性の評価 

   ５．強靭化に向けた施策 

   ６．強靭化の推進に向けて 
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１ 国土強靱化地域計画とは 

（１）策定の趣旨 

⚫ 大規模自然災害等に備えた強靭な国づくりを進めるため、国は、２０１３（平成２５）

年に「強くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災等に資する国土強靭化基

本法」（以下「基本法」という。）を公布・施行し、次いで「国土強靭化基本計画」（以

下「国計画」という。）を策定しました。 

⚫ 基本法第 13 条では、「都道府県又は市町村は、国土強靭化に関する施策の総合的かつ

計画的な推進を図るため、当該都道府県又は市町村の区域における国土強靭化に関す

る施策の推進に関する基本的な計画（以下「国土強靱化地域計画」という。）を、国土

強靱化地域計画以外の国土強靱化に係る当該都道府県又は市町村の計画等の指針とな

るべきものとして定めることができる。」と定めており、これに基づき、２０１７（平

成２９）年には埼玉県が「埼玉県地域強靭化計画」（以下「県計画」という。）を策定し、

本市においても、２０２１（令和３）年に「蕨市国土強靭化地域計画」を策定しました。 

⚫ 今後も引き続き、大規模自然災害等の発生時に市民の生命を最大限守り地域社会の重

要な機能を維持する「強さ」と、生活・経済への影響、市民の財産及び公共施設の被害

をできる限り軽減して迅速な復旧・復興ができる「しなやかさ」を持ち、市民の安全・

安心を守るよう備えるための計画として、改めて「蕨市国土強靭化地域計画」を、「『コ

ンパクトシティ蕨』将来ビジョンⅡ」にあわせて策定します。 

 

（２）計画の位置づけと計画期間 

⚫ 「蕨市国土強靭化地域計画」は、本市における国土強靭化に関する施策を総合的かつ

計画的に推進するための基本的な計画として、基本法第１３条に基づき策定するもの

です。このため、国計画や県計画、「蕨市地域防災計画」等とも整合・調和を図ると

ともに、「『コンパクトシティ蕨』将来ビジョンⅡ」の一部として、基本計画と一体的

に策定することによって、国土強靭化に関する、本市の各種個別計画等の指針（いわ

ゆる「アンブレラ計画」）とします。またこれに伴い、本計画の計画期間は、基本計

画の計画期間と同様に２０２４（令和６）年度から２０２８（令和１０）年度までの

５年間とします。

 



112 

 

２ 想定する大規模自然災害 

（１）想定する大規模自然災害の種類 

⚫ 本計画では、県計画等を踏まえ、特に地震被害、風水害（洪水・竜巻）を基本として、

市内で被害が生じうる大規模自然災害と、その規模を想定することとします。 

 

（２）地震被害の想定 

⚫ 県が２０１４（平成２６）年に公表した「埼玉県地震被害想定調査報告書」によれば、

東京湾北部地震、茨城県南部地震、元禄型関東地震、関東平野北西縁断層帯地震、立川

断層帯地震の５つの地震が想定されています。 

⚫ 本市の場合、最も大きな影響を受けるのは「東京湾北部地震」と考えられます。この地

震は、首都直下で発生する切迫性の高い地震のうち、経済的・社会的な影響が甚大とな

るため、「蕨市地域防災計画」では想定地震を県想定による「東京湾北部地震」（マグニ

チュード７．３）とし、本市における最大震度は６強と想定しています。 

 

（３）風水害（洪水・竜巻）の想定 

⚫ 本市で起こりうる洪水は、局地的な大雨により水路や下水道が大量の雨水を処理しき

れなくなって起こる内水はん濫、いわゆる都市型水害と、荒川や芝川・新芝川、鴨川・

鴻沼川などが大雨により越流あるいは決壊し起こる洪水が考えられます。 

⚫ このうち内水はん濫については、低地部等では今後も浸水の可能性があります。一方、

洪水については、２０２２（令和４）年に改定した「蕨市洪水ハザードマップ」では、

「想定される最大規模の降雨」で荒川の洪水が発生した場合、市のほぼ全域が１メート

ル以上の深さで浸水し、市の南部と東部では３ｍ以上に達するところもあると想定し

ています。 

⚫ また、竜巻は、局所的・突発的に発生し甚大な被害をもたらすものです。その発生を事

前に正確に予測することは困難ですが、県下では、２０１３（平成２５）年に越谷市や

熊谷市等で被害が発生し、災害救助法が適用された例があります。 
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３ 基本目標と行動目標 

（１）基本目標 

⚫ 国計画及び県計画を踏まえ、本市における強靭化を推進するための基本目標を次のと

おり設定します。 

 

①市民の生命を最大限守る 

②地域社会の重要な機能を維持し、生活・経済への影響をできる限り軽減する 

③市民の財産及び公共施設の被害をできる限り軽減する 

④迅速な復旧・復興を可能とする備えをする 

 

（２）事前に備える目標（行動目標） 

⚫ 基本目標をもとに本市の強靭化を推進するために必要な事項として、国計画及び県計

画を踏まえ、事前に備える目標（行動目標）を次のとおり設定します。 

 

① 被害の発生抑制により人命を保護する 

② 救助・救急・医療活動により人命を保護する 

③ 交通ネットワーク、情報通信機能を確保する 

④ 必要不可欠な行政機能を確保する 

⑤ 生活・経済活動に必要なライフラインを確保し、早期に復旧する 

⑥ 「稼げる力」を確保できる経済活動の機能を維持する 

⑦ 二次災害を発生させない 

⑧ 大規模自然災害被災後でも迅速な再建・回復ができるようにする 
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４ 脆弱性の評価 

（１）起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）の設定 

⚫ 評価に先立ち、県計画及び本市の地域特性を踏まえ、「起きてはならない最悪の事態（リ

スクシナリオ）」を３２項目設定しました。 

 

事前に備える目標

（行動目標）
起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）

1-1火災により、多数の死者・負傷者が発生する事態

1-2建築物の倒壊により、多数の死者・負傷者等が発生する事態

1-3異常気象（洪水・浸水・竜巻）等により、多数の死者・負傷者が発生する事態

1-4列車の転覆等の交通機関の被害等により、多数の死者・負傷者が発生する事態

1-5災害対応の遅延等により、多数の要救助者・行方不明者が発生する事態

2-1救助・捜索活動が大量に発生し、対応が遅延する事態

2-2医療需要が急激に増加し、医療機能が麻痺・停止する事態

2-3ライフラインの長期停止等により、地域の衛生状態が悪化する事態

3-1沿線建築物の倒壊等により、道路・線路が閉塞する事態

3-2信号機停止等により、多数の道路で通行障害が発生する事態

3-3旅客の輸送が長期間停止する事態

3-4物資の輸送が長期間停止する事態

3-5情報通信が輻輳・途絶する事態

3-6情報の正確性の低下等により、誤った情報が拡散する事態

行動目標４

必要不可欠な行政機能を

確保する

4-1市の行政機能が低下する中で応急対応行政需要が大量に発生する事態

5-1食料や日用品、燃料等の物資が大幅に不足する事態

5-2電気・ガス等のエネルギー供給が停止する事態

5-3取水・配水機能不全により、給水停止が長期化する事態

5-4下水排除機能の長期間停止等により、下水が滞留する事態

5-5地域活動の担い手不足や感染症の発生等により、避難所等の生活環境が悪化する事態

6-1産業の生産力が大幅に低下する事態

6-2金融機能の大幅低下等により、経済活動が停滞する事態

7-1消防力低下等により、大規模延焼が発生する事態

7-2洪水抑制機能が大幅に低下する事態

7-3危険物・有害物質等が流出する事態

8-1大量に発生する災害廃棄物・産業廃棄物等の処理が停滞する事態

8-2市内の基盤インフラの崩壊等により、復旧・復興が大幅に遅れる事態

8-3土地利用の混乱等により、復興事業に着手できない事態

8-4広域かつ長期的な浸水被害が発生する事態

8-5労働力の減少等により、復旧工事が大幅に遅れる事態

8-6被災等により治安が悪化する事態

8-7大量の帰宅困難者が発生し、多数の家族が分断される事態

行動目標７

二次災害を発生させない

行動目標８

大規模自然災害被災後でも

迅速な再建・回復が

できるようにする

行動目標１

被害の発生抑制により

人命を保護する

行動目標２

救助・救急・医療活動により

人命を保護する

行動目標３

交通ネットワーク、

情報通信機能を確保する

行動目標５

生活・経済活動に必要な

ライフラインを確保し、

早期に復旧する

行動目標６

「稼げる力」を確保できる

経済活動の機能を維持する
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（２）脆弱性の評価 

⚫ ３２項目のリスクシナリオについて、発生回避・被害軽減に向けた取組の方向性を評価

しました。評価にあたっては、２０１７（平成２９）年に県が公表した「脆弱性評価結

果」等を参考に、本市の地域特性を踏まえ検証し、以下のとおりポイントを整理しまし

た。 

 

 

 人命保護、社会機能維持、財産・施設被害の最小化に取り組むことを通じて、迅速

な再建・回復ができるよう備える必要がある。 

 人命を保護する観点から、住宅・建築物の耐震化等の促進、消防力等を発揮でき

る体制の確保、学校の災害対応力の強化に一層取り組む必要がある。また、市民

の自助・共助に活用できるよう災害情報を適切に提供する必要がある。 

 社会の機能を維持する観点から、道路・ライフライン等の各種施設の耐震化・機

能確保に加え、非常時の電源等エネルギーの確保にも一層取り組む必要がある。

また、平常時からの連携関係の確立、産業機能の確保に取り組み、災害時には、支

援・受援も含め、機能確保を図る必要がある。 

 財産・施設の被害を最小化する観点から、治水施設等の整備・減災に向けた取組

を一層強化するとともに、各種施設の耐震化・機能確保に取り組み、災害に強い

都市をつくる必要がある。 

 リスクシナリオ回避に向けたそれぞれの取組の推進にあたっては、感染症対策に

引き続き留意するとともに、子ども、女性、高齢者、障害者、外国人など市民一人

ひとりの多様性を踏まえ地域における防災力の向上に努めつつ、またデジタル技

術等の活用を図りながら進めていく必要がある。 
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５ 強靭化に向けた施策 

⚫ 強靭化に向けた行動・取組は多岐にわたるものですが、ここでは、事前に備える目標

（行動目標）別に、目標実現を阻害する「起きてはならない最悪の事態（リスクシナリ

オ）」を発生させないための市としての取組を整理し、主なものを示した上で、市が計

画期間中に重点的に推進する「強靭化に向けた行動」の主なものについて示します。な

お、ここに示した各行動については、基本計画においてもそれぞれ関連する項目に位置

付けて整理しています。 

 

【行動目標１ 被害の発生抑制により人命を保護する】 

起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ） 

１－１ 火災により、多数の死者・負傷者が発生する事態 

１－２ 建築物の倒壊により、多数の死者・負傷者等が発生する事態 

１－３ 異常気象（洪水・浸水・竜巻）等により、多数の死者・負傷者が発生する事態 

１－４ 列車の転覆等の交通機関の被害等により、多数の死者・負傷者が発生する事態 

１－５ 災害対応の遅延等により、多数の要救助者・行方不明者が発生する事態 

 

【強靭化に向けた市の取組（主なもの）】 

・消防力等の発揮による被害の発生抑制・軽減 

・住宅・建築物の耐震化等の促進 

・学校等の災害対応力の向上 

・災害情報の共有と市民への適切な提供 

・防災知識の普及啓発 

 

強靱化に向けた行動（主なもの） 

【啓発活動の実施と防火管理体制の強化促進】  

・広報蕨や市ホームページなどによる情報発信や、イベントの開催、標語の募集やポス

ターの作成などの啓発を通じ、市民一人ひとりの防火意識の向上に努めます。また、

住宅用火災警報器の設置に向け、啓発活動を継続的に展開します。 

・学校や事業所などに対して、防火管理体制の強化を促します。 

【常備消防力の強化】  

・人員体制や車両・消防資機材などの充実・強化に努めるとともに、消火栓や防火水槽

などの計画的な整備と耐震化を推進します。 

・近隣市と連携し、相互応援など協力体制の充実に努めます。また、特殊災害等対応訓

練などの合同訓練を進めます。 
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【消防団の強化】  

・市民に広く呼びかけ、消防団への入団を促進するとともに、車両や消防資機材、訓練

などの充実・強化を図ります。 

【地域との連携による訓練などの充実】  

・消防本部・消防署や消防団、自主防災組織などの協働により、地域における効果的な

訓練を実施します。 

【災害に強い都市基盤づくり】  

・市街地整備事業などの都市基盤整備の機会を捉え、道路の整備やオープンスペース

の確保等を計画的に進めます。 

・市民生活を支える上・下水道などのライフラインや道路（橋りょう）の耐震化・長寿

命化を推進します。 

・下水道整備による都市浸水対策を推進するとともに、市民や事業者による雨水流出

抑制対策を促進し、浸水被害の軽減を図ります。 

【市立病院の建替え】  

 ・耐震化が課題となっている市立病院について、早期の建替えを推進します。 

【住宅の耐震化】  

・耐震診断及び耐震改修の助成などを通じ、住宅の耐震化を支援します。 

【生涯学習施設の計画的改修】  

・公民館や歴史民俗資料館、文化ホールくるるなど、生涯学習の拠点となる施設を計画

的に改修し、その機能の向上を図ります。 

【スポーツ・レクリエーション施設の予防保全】 

・蕨市民体育館や錦町スポーツ広場など、スポーツ・レクリエーション活動の拠点とな

る施設を適正に維持管理し、機能の維持と安全性の確保を図ります。 

【蕨駅西口地区市街地再開発事業の推進】  

・蕨駅西口地区市街地再開発事業により、住宅施設や商業業務施設、公共公益施設から

なる建物の整備や駅前広場の再整備など、市の玄関口にふさわしい駅前の魅力ある

空間の創出に向けた整備を進めます。 

【錦町土地区画整理事業の推進】  

・公共施設の整備改善や、良好な住環境の形成を進めるため、権利者の理解と協力を得

ながら、錦町土地区画整理事業による道路や公園の整備などを計画的に推進します。 

・地区の特性に応じた敷地面積の最低限度や建築物の高さ制限などを定めた「錦町地

区地区計画」により、錦町地区にふさわしいまちづくりを進めます。 

【中央第一地区まちづくり事業の推進】  

・「中央第一地区まちづくりプラン」に基づき、地区計画制度を活用したまちづくりを

推進するとともに、駅前通りの拡幅・リニューアル整備を通じて、にぎわいの軸とし

てふさわしい空間の形成に取り組みます。 
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・個々の建替えにより不燃化などを促進するとともに、住宅市街地総合整備事業によ

り、区画道路や公園などの整備を推進し、安全・安心に住み続けられるまちづくりを

進めます。 

【狭隘道路の解消】  

・市街地整備事業や「蕨市狭隘道路拡幅整備要綱」などに基づき、狭隘道路の解消に向

けた取組を推進します。 

【住宅の改善に向けた支援の充実】 

・リフォームやバリアフリー化、耐震化、環境への配慮などに向けた住宅改善の支援の

充実に努め、だれもが安心して住み続けられる住宅環境の整備を促進します。 

【質の高い住宅の確保と支援】  

・民間事業者との連携により、良質な民間賃貸住宅の供給を促します。また、住宅の流

通に関する適切な情報提供や相談体制の充実に努めます。 

・三世代ふれあい家族住宅取得補助制度により、親・子・孫の三世代の同居や近居を支

援します。 

【民間住宅等の適正管理の促進】 

・「蕨市マンション管理適正化推進計画」に基づき、マンション管理に関する基礎セミ

ナーの開催やマンションアドバイザーの派遣などを実施し、各関係主体との連携の

もと、良好な住環境の整備に努めます。 

 ・「蕨市老朽空き家等の安全管理に関する条例」及び「蕨市さわやか環境条例」に基づ

き、空き家などの適正な維持・安全管理を推進します。 

【既存市営住宅の計画的長寿命化と適正管理】  

・「蕨市営住宅等長寿命化計画」に基づき、既存市営住宅の計画的な予防保全を図り、

施設の適正な維持管理に努めます。 

【公共施設等総合管理計画の推進】  

・「蕨市公共施設等総合管理計画」に基づき、施設の適正な維持管理に努めます。 

・「蕨市個別施設計画」に基づき、個別施設ごとの劣化状況等について定期的に調査を

行い、その結果を踏まえ必要な処置を講じます。 

【保育施設における安全な保育】  

・保育の実施に当たっては、園児や児童が健康で安全に過ごせるよう、衛生管理や安全

管理、災害への備えについて、必要な対策を講じます。 

【防災教育等の充実】  

 ・災害や事故から児童・生徒を守るため、防災教育や安全教育の充実を図ります。 

【時代に対応した学校施設の機能充実】  

・児童・生徒が健やかに学習・生活できるよう、トイレの洋式化を進めるとともに、新

しい時代の学びに対応した環境の整備に努めます。 

【学校安全の向上】  
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・施設の安全対策や防犯対策、校舎等における設備・機器等の保守点検や計画的な修繕

等による安全管理を徹底します。 

【情報収集・伝達体制の充実】  

・国や県、他市町村や関係機関との情報収集・伝達体制の充実を図ります。 

・防災行政無線をはじめ、J-ALERT（全国瞬時警報システム）、緊急速報メール、各種配

信サービスなどを用いた情報伝達手段の整備に努めます。 

【多様な媒体を活用した情報発信】  

・市の取組や地域情報などを広く、分かりやすく伝えるため、広報蕨やテレビ広報「ハ

ローわらび」、市ホームページなどの充実を図ります。 

・より多くの市民に効果的に伝わる情報発信を目指し、ＳＮＳや市庁舎のデジタルサ

イネージなど、デジタル技術を使用した情報発信手段の更なる活用を進めます。 

【災害に対する意識の向上】  

・広報蕨や市ホームページ、ハザードマップなどにより、家庭等における地震や風水害への

備えの必要性など、災害に関する情報提供を積極的に行います。 

・学校や地域、事業所などにおける、さまざまな事態を想定した防災訓練や防災学習を支援

するとともに、蕨市総合防災演習への参加を促進します。 

【防災組織の活動支援と担い手の育成】  

・自主防災組織をはじめとする市民の自主的な防災活動に対し、避難所運営訓練などを通

じて支援するとともに、防災活動の担い手の育成に努めます。 

・避難所運営協議会などを通じて自主防災組織と行政の連携を深め、災害時に円滑に対応

できる体制づくりを進めます。 

・地域における防災リーダーを育成するとともに、災害時において地域防災の一助となる

中学生との連携を促進します。 

【避難行動要支援者への支援】  

・地域コミュニティや民生・児童委員、蕨市社会福祉協議会などと連携し、地域の実情を把

握し、要支援者名簿の情報を更新しつつ活用を促しながら、地域全体での支援体制の充

実を図ります。 

 

 

強靭化に向けた基本計画の施策（※本体で強靭化マークが付されている項目） 

・１－１－１  地域の防災力の向上 

・１－１－２  危機管理体制の確立 

・１－１－３  災害に強いまちづくりの推進 

・１－５－１  防火意識の向上 

・１－５－２  消防体制の充実 

・２－６－１  妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援 
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・２－７－１  教育内容の充実 

・２－７－２  教育環境の充実 

・４－１８－２ 学習環境と学習機会の充実 

・４－２０－２ スポーツ・レクリエーション活動の推進 

・５－２５－１ 魅力ある空間づくりの推進 

・５－２５－２ 快適で暮らしやすいまちづくりの推進 

・５－２８－１ 住宅の改善、確保と適正管理 

・５－２８－２ 市営住宅の適切な維持管理 

・７－３３－３ 市民参画と協働を進めるための情報発信・共有 

・７－３５－１ 行財政改革の更なる推進 

 

 

【行動目標２ 救助・救急・医療活動により人命を保護する】 

起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ） 

２－１ 救助・捜索活動が大量に発生し、対応が遅延する事態 

２－２ 医療需要が急激に増加し、医療機能が麻痺・停止する事態 

２－３ ライフラインの長期停止等により、地域の衛生状態が悪化する事態 

 

【強靭化に向けた市の取組（主なもの）】 

・医療体制の確保 

・消防力等の発揮による被害の発生抑制・軽減 

・道路ネットワークの整備・通行の確保 

・道路施設の耐震化等による安全性の向上 

・安全な水の早期供給再開と施設の災害対応力強化 

・市街地等で発生する下水の適切な排除と施設の災害対応力強化 

 

 

強靱化に向けた行動（主なもの） 

【身近な医療体制づくり】  

・日常の健康を維持するための健康診査・検診や早期にかかれる身近な医療機関とし

て、かかりつけ医の普及を促進します。また、在宅医療と介護の連携を促進します。 

・蕨戸田市医師会や蕨戸田歯科医師会による、市内医療機関の機能分担と連携を促進

します。 

・広域的な医療機関の連携を促進します。 

【救急医療体制の充実】  
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・第二次救急医療機関との連携により、救急医療体制の充実を図ります。 

・休日・平日夜間急患診療所、産婦人科休日在宅当番医制、小児救急に関する情報提供

の充実を図ります。 

・救急医療の適正な利用方法について、普及啓発に努めます。 

【医療サービスの充実】  

・安定的な医師確保や更なる市立病院の充実に向けて、大学病院等との連携を促進し

ます。 

・市民の健康を守るため、地域の医療機関や保健、福祉、介護などの関係機関との連携

強化を図ります。 

・地域に根ざした第二次救急医療機関としての機能の充実を図ります。 

【市立病院の機能の強化】  

・市立病院の効率的かつ安定的な経営を推進します。また、必要な施設・設備の更新及

び修繕を進めます。 

・市立病院に求められる役割などを踏まえた基本構想・基本計画に基づき、早期の建替

えを推進します。 

【救急・救命体制の強化】  

・車両・救急資機材などの計画的な整備に努めるとともに、救急救命士の確保や、訓練

を通じた救急隊員の能力向上を図ります。また、感染症拡大などによる救急需要に対

応した体制強化に努めます。 

・救急車の適正な利用のあり方について、引き続き周知・啓発に努めます。 

・近隣市と連携し、救急に関する相互応援など、協力体制の充実に努めます。 

【市民と連携した救急・救命の充実】  

・民間事業者などとの連携のもと、事業所等におけるＡＥＤの設置を促進します。 

・救命講習会への市民の参加を促し、応急手当に関する正しい知識の周知と技術の向

上に努めます。 

【蕨駅西口地区市街地再開発事業の推進】  

・蕨駅西口地区市街地再開発事業により、住宅施設や商業業務施設、公共公益施設から

なる建物の整備や駅前広場の再整備など、市の玄関口にふさわしい駅前の魅力ある

空間の創出に向けた整備を進めます。 

【錦町土地区画整理事業の推進】  

・公共施設の整備改善や、良好な住環境の形成を進めるため、権利者の理解と協力を得

ながら、錦町土地区画整理事業による道路や公園の整備などを計画的に推進します。 

・地区の特性に応じた敷地面積の最低限度や建築物の高さ制限などを定めた「錦町地

区地区計画」により、錦町地区にふさわしいまちづくりを進めます。 

【中央第一地区まちづくり事業の推進】 

・「中央第一地区まちづくりプラン」に基づき、地区計画制度を活用したまちづくりを
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推進するとともに、駅前通りの拡幅・リニューアル整備を通じて、にぎわいの軸とし

てふさわしい空間の形成に取り組みます。 

・個々の建替えにより不燃化などを促進するとともに、住宅市街地総合整備事業によ

り、区画道路や公園などの整備を推進し、安全・安心に住み続けられるまちづくりを

進めます。 

【幹線道路と生活道路等の整備】  

・市街地整備事業などの都市基盤整備の機会を捉えて、都市計画道路と生活道路の計

画的な整備を進めます。 

・市民や団体との協働により、身近な道路の清掃を行うとともに、適正な街路樹の維持

管理に努めます。また、市民等の主体的な活動の継続と活性化に向けた支援を行いま

す。 

【新たな交通・移動手段の検討】  

・民間事業者等と連携を図りながら、市民ニーズを踏まえ、時代に対応した新たな交

通・移動手段の導入について検討します。 

【災害に強い都市基盤づくり】  

 ・市街地整備事業などの都市基盤整備の機会を捉え、道路の整備やオープンスペースの

確保等を計画的に進めます。  

・市民生活を支える上・下水道などのライフラインや道路（橋りょう）の耐震化・長寿

命化を推進します。 

【道路・橋りょうの計画的改修】  

・老朽化の進行状況や交通量、市民ニーズなどを踏まえ、道路や道路付属施設、橋りょ

うを計画的に改修し、道路交通の安全確保、橋りょうの長寿命化を進めます。 

【上水道施設の計画的整備】  

・「蕨市水道事業ビジョン」に基づき、重要施設配水管路などの災害時に重要な役割を

果たす管路について計画的に耐震化・長寿命化を進めます。 

・中央・塚越浄水場、取水井、導・配水管路などの既存施設を適切に維持管理します。 

【災害に強い都市基盤づくり】  

・下水道整備による都市浸水対策を推進するとともに、市民や事業者による雨水流出

抑制対策を促進し、浸水被害の軽減を図ります。 

【下水道施設の計画的整備】  

・錦町土地区画整理事業区域における分流式下水道の整備を進めます。 

・南町・塚越ポンプ場及び既設下水道管路の適切な維持管理と、「蕨市下水道ストック

マネジメント計画」に基づいた計画的な長寿命化・耐震化を推進します。 

【雨水対策の推進】  

・浸水被害を軽減するため、下水道整備による都市浸水対策を推進するとともに、市民

や事業者による雨水流出抑制対策を促進します。また、市民に対し内水ハザードマッ
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プの周知を図ります。 

 

 

強靭化に向けた基本計画の施策（※本体で強靭化マークが付されている項目） 

・１－１－３  災害に強いまちづくりの推進 

・１－５－３  救急・救命体制の充実 

・３－１４－１ 地域における医療体制の充実 

・３－１４－２ 市立病院の充実 

・５－２５－１ 魅力ある空間づくりの推進 

・５－２６－１ 道路等の整備 

・５－２６－２ 交通の利便性等の向上 

・５－２７－１ 上水道の整備 

・５－２７－２ 下水道の整備 

 

 

【行動目標３ 交通ネットワーク、情報通信機能を確保する】 

起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ） 

３－１ 沿線建築物の倒壊等により、道路・線路が閉塞する事態 

３－２ 信号機停止等により、多数の道路で通行障害が発生する事態 

３－３ 旅客の輸送が長期間停止する事態 

３－４ 物資の輸送が長期間停止する事態 

３－５ 情報通信が輻輳・途絶する事態 

３－６ 情報の正確性の低下等により、誤った情報が拡散する事態 

 

【強靭化に向けた市の取組（主なもの）】 

・道路ネットワークの整備・通行の確保 

・道路施設の耐震化等による安全性の向上 

・デジタル活用と情報通信体制の強化 

・災害情報の共有と市民への適切な提供 

 

強靱化に向けた行動（主なもの） 

【蕨駅西口地区市街地再開発事業の推進】  

・蕨駅西口地区市街地再開発事業により、住宅施設や商業業務施設、公共公益施設から

なる建物の整備や駅前広場の再整備など、市の玄関口にふさわしい駅前の魅力ある

空間の創出に向けた整備を進めます。 
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【錦町土地区画整理事業の推進】  

・公共施設の整備改善や、良好な住環境の形成を進めるため、権利者の理解と協力を得

ながら、錦町土地区画整理事業による道路や公園の整備などを計画的に推進します。 

・地区の特性に応じた敷地面積の最低限度や建築物の高さ制限などを定めた「錦町地

区地区計画」により、錦町地区にふさわしいまちづくりを進めます。 

【中央第一地区まちづくり事業の推進】  

・「中央第一地区まちづくりプラン」に基づき、地区計画制度を活用したまちづくりを

推進するとともに、駅前通りの拡幅・リニューアル整備を通じて、にぎわいの軸とし

てふさわしい空間の形成に取り組みます。 

・個々の建替えにより不燃化などを促進するとともに、住宅市街地総合整備事業によ

り、区画道路や公園などの整備を推進し、安全・安心に住み続けられるまちづくりを

進めます。 

【幹線道路と生活道路等の整備】  

・市街地整備事業などの都市基盤整備の機会を捉えて、都市計画道路と生活道路の計

画的な整備を進めます。 

・市民や団体との協働により、身近な道路の清掃を行うとともに、適正な街路樹の維持

管理に努めます。また、市民等の主体的な活動の継続と活性化に向けた支援を行いま

す。 

【新たな交通・移動手段の検討】  

・民間事業者等と連携を図りながら、市民ニーズを踏まえ、時代に対応した新たな交

通・移動手段の導入について検討します。 

【災害に強い都市基盤づくり】  

 ・市街地整備事業などの都市基盤整備の機会を捉え、道路の整備やオープンスペースの

確保等を計画的に進めます。  

・市民生活を支える上・下水道などのライフラインや道路（橋りょう）の耐震化・長寿

命化を推進します。 

【道路・橋りょうの計画的改修】 

・老朽化の進行状況や交通量、市民ニーズなどを踏まえ、道路や道路付属施設、橋りょ

うを計画的に改修し、道路交通の安全確保、橋りょうの長寿命化を進めます。 

【多様な媒体を活用した情報発信】  

・市の取組や地域情報などを広く、分かりやすく伝えるため、広報蕨やテレビ広報「ハ

ローわらび」、市ホームページなどの充実を図ります。 

・より多くの市民に効果的に伝わる情報発信を目指し、ＳＮＳや市庁舎のデジタルサ

イネージなど、デジタル技術を使用した情報発信手段の更なる活用を進めます。 

【ＤＸ推進に向けた取組】  

・行政手続のオンライン化を進めるとともに、マイナンバーカードを利用した証明書
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等のコンビニ交付や公共施設へのＷｉ－Ｆｉ設置など、デジタル化による市民の利

便性の向上を図ります。 

・新たなデジタル技術の活用を検討し、行政事務の効率化を図ります。 

【デジタルデバイド対策】  

 ・幅広い世代がデジタル技術の恩恵を受けられるよう情報提供や学びの機会の充実な

どデジタルデバイド対策に努めます。 

【情報セキュリティ対策の強化】  

・情報セキュリティ対策を実施するとともに、職員一人ひとりのセキュリティ意識の

向上を図ります。 

【情報収集・伝達体制の充実】  

・国や県、他市町村や関係機関との情報収集・伝達体制の充実を図ります。 

・防災行政無線をはじめ、J-ALERT（全国瞬時警報システム）、緊急速報メール、各種配

信サービスなどを用いた情報伝達手段の整備に努めます。 

 

 

強靭化に向けた基本計画の施策（※本体で強靭化マークが付されている項目） 

・１－１－２  危機管理体制の確立 

・１－１－３  災害に強いまちづくりの推進 

・５－２５－１ 魅力ある空間づくりの推進 

・５－２６－１ 道路等の整備 

・５－２６－２ 交通の利便性等の向上 

・７－３３－３ 市民参画と協働を進めるための情報発信・共有 

・７－３５－２ 自治体ＤＸの推進 

 

 

【行動目標４ 必要不可欠な行政機能を確保する】 

起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ） 

４－１ 市の行政機能が低下する中で応急対応行政需要が大量に発生する事態 

 

【強靭化に向けた市の取組（主なもの）】 

・防災活動拠点等の強化 

・行政機関の業務継続の確保 

・感染症等への対応強化 

・防災知識の普及啓発 
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強靱化に向けた行動（主なもの） 

【防災拠点機能の充実・強化】  

・市役所新庁舎の防災拠点機能を最大限に発揮させながら、地震・風水害や武力攻撃な

どの事態に対応する全庁的・全市的な危機管理体制の充実・強化を図ります。 

【災害援助・復旧体制の充実】  

・被災者への援助及び復旧活動のため、食料や飲料水、生活必需品、各種資機材の備蓄

や、災害用トイレの整備などを進めます。 

・他市町村や事業者、関係機関との災害協定の拡充などにより、災害援助・復旧体制の

充実を図ります。 

・災害時においても非常用電源を確保できるよう、公共施設へのソーラー蓄電池ステ

ーションの設置に向けた検討を進めます。 

・BCP（業務継続計画）に基づき、市の行政機能の維持に努めます。また、市内事業所

などに対して BCPの策定を促します。 

【常備消防力の強化】  

・人員体制や車両・消防資機材などの充実・強化に努めるとともに、消火栓や防火水槽

などの計画的な整備と耐震化を推進します。 

・近隣市と連携し、相互応援など協力体制の充実に努めます。また、特殊災害等対応訓

練などの合同訓練を進めます。 

【公共施設等総合管理計画の推進】  

・「蕨市公共施設等総合管理計画」に基づき、施設の適正な維持管理に努めます。 

・「蕨市個別施設計画」に基づき、個別施設ごとの劣化状況等について定期的に調査を

行い、その結果を踏まえ必要な処置を講じます。 

【市立病院の建替え】 

 ・耐震化が課題となっている市立病院について、早期の建替えを推進します。 

【ＤＸ推進に向けた取組】  

・行政手続のオンライン化を進めるとともに、マイナンバーカードを利用した証明書

等のコンビニ交付や公共施設へのＷｉ－Ｆｉ設置など、デジタル化による市民の利

便性の向上を図ります。 

・新たなデジタル技術の活用を検討し、行政事務の効率化を図ります。 

【感染症等への対応強化】  

・「蕨市新型インフルエンザ等対策行動計画」に基づき、情報の提供、予防・まん延防

止、予防接種の推進、市民生活及び市民経済の安定の確保に努めます。 

・国、南部保健所、蕨戸田市医師会、蕨戸田歯科医師会及び蕨市薬剤師会などとの連携

を深め、感染症対策の体制強化を図ります。 

【ワクチン接種の促進】  

・定期予防接種について、国の方針等に基づき適切に対応するとともに、任意接種の帯
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状疱疹ワクチン接種の助成などにより疾病予防の促進を図ります。 

【災害に対する意識の向上】  

・広報蕨や市ホームページ、ハザードマップなどにより、家庭等における地震や風水害

への備えの必要性など、災害に関する情報提供を積極的に行います。 

・学校や地域、事業所などにおける、さまざまな事態を想定した防災訓練や防災学習を

支援するとともに、蕨市総合防災演習への参加を促進します。 

【防災組織の活動支援と担い手の育成】  

・自主防災組織をはじめとする市民の自主的な防災活動に対し、避難所運営訓練などを通

じて支援するとともに、防災活動の担い手の育成に努めます。 

・避難所運営協議会などを通じて自主防災組織と行政の連携を深め、災害時に円滑に対応

できる体制づくりを進めます。 

・地域における防災リーダーを育成するとともに、災害時において地域防災の一助となる

中学生との連携を促進します。 

【避難行動要支援者への支援】  

・地域コミュニティや民生・児童委員、蕨市社会福祉協議会などと連携し、地域の実情を把

握し、要支援者名簿の情報を更新しつつ活用を促しながら、地域全体での支援体制の充

実を図ります。 

 

 

強靭化に向けた基本計画の施策（※本体で強靭化マークが付されている項目） 

・１－１－１  地域の防災力の向上 

・１－１－２  危機管理体制の確立 

・１－１－３  災害に強いまちづくりの推進 

・１－５－２  消防体制の充実 

・３－１４－１ 地域における医療体制の充実 

・７－３５－１ 行財政改革の更なる推進 

・７－３５－２ 自治体ＤＸの推進 

 

 

【行動目標５ 生活・経済活動に必要なライフラインを確保し、早期

に復旧する】 

起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ） 

５－１ 食料や日用品、燃料等の物資が大幅に不足する事態 

５－２ 電気・ガス等のエネルギー供給が停止する事態 
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５－３ 取水・配水機能不全により、給水停止が長期化する事態 

５－４ 下水排除機能の長期間停止等により、下水が滞留する事態 

５－５ 地域活動の担い手不足や感染症の発生等により、避難所等の生活環境が悪化する事態 

 

【強靭化に向けた市の取組（主なもの）】 

・安全な水の早期供給再開と施設の災害対応力強化 

・再生可能エネルギー等の代替エネルギーの確保 

・省エネルギー化の推進 

・自助と共助による地域単位の防災力の向上 

・市街地等で発生する下水の適切な排除と施設の災害対応力強化 

・感染症等への対応強化 

 

強靱化に向けた行動（主なもの） 

【上水道施設の計画的整備】  

・「蕨市水道事業ビジョン」に基づき、重要施設配水管路などの災害時に重要な役割を

果たす管路について計画的に耐震化・長寿命化を進めます。 

・中央・塚越浄水場、取水井、導・配水管路などの既存施設を適切に維持管理します。 

【災害援助・復旧体制の充実】  

 ・災害時においても非常電源を確保できるよう、公共施設へのソーラー蓄電池ステーシ

ョンの設置に向けた検討を進めます。 

【省エネ・再エネに関する情報提供の充実】  

・省エネルギー行動や再生可能エネルギーの利活用を促すため、広報蕨や市ホームペ

ージ、その他さまざまな機会を通じて市民や事業者、市民団体等に分かりやすく情報

を発信します。 

【省エネルギーの促進】  

・ＬＥＤ照明への交換や冷暖房時の適切な節電など、市民の省エネ行動を促進します。 

・公共施設の新築、改築、設備の更新などに際しては、省エネルギー診断などを踏まえ、

省・創・蓄エネルギー設備の導入を推進します。 

・各家庭や事業所などに対し、省エネルギー設備の導入を啓発・支援します。 

【再生可能エネルギーの利活用の促進】  

・太陽光発電設備をはじめとした、ソーラー蓄電池ステーションの導入を検討します。

また、各家庭や事業者などにおける再生可能エネルギー設備の導入を支援します。 

・蕨戸田衛生センター組合と連携し、電力の地産地消を推進します。また、公共施設に

おいて再生可能エネルギー由来の電力の活用を拡大するほか、各家庭や事業所など

に対し、再生可能エネルギー由来の電力の活用を促します。 

【交通における脱炭素の推進】  
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・事業者との連携のもと、自転車や、バス・鉄道といった公共交通機関の利用について

市民に広く啓発します。 

・公用車・ぷらっとわらびのＥＶ（電気自動車）導入を推進します。また、市民に対し

てＥＶへの切り替えを支援するとともに、普及・促進を図るため、公共空間での充電

設備の充実に向けて国・県などへの働きかけを行います。 

・シェアサイクルや電動カートシェア事業など、環境に優しい新たな交通・移動手段の

導入を推進します。 

【スマートコミュニティの検討】  

・エネルギーの消費を最小限に抑え、地域でエネルギーを有効活用するスマートコミ

ュニティの実現に向け、検討を進めます。 

・ＥＶの普及を図り、Ｖ２Ｈ（ヴィークルトゥホーム）やＶ２Ｇ（ヴィークルトゥグリ

ッド）と連携した電力需給システムの構築を検討します。 

【災害に対する意識の向上】  

・広報蕨や市ホームページ、ハザードマップなどにより、家庭等における地震や風水害

への備えの必要性など、災害に関する情報提供を積極的に行います。 

・学校や地域、事業所などにおける、さまざまな事態を想定した防災訓練や防災学習を

支援するとともに、蕨市総合防災演習への参加を促進します。 

【防災組織の活動支援と担い手の育成】  

・自主防災組織をはじめとする市民の自主的な防災活動に対し、避難所運営訓練など

を通じて支援するとともに、防災活動の担い手の育成に努めます。 

・避難所運営協議会などを通じて自主防災組織と行政の連携を深め、災害時に円滑に

対応できる体制づくりを進めます。 

・地域における防災リーダーを育成するとともに、災害時において地域防災の一助と

なる中学生との連携を促進します。 

【避難行動要支援者への支援】  

・地域コミュニティや民生・児童委員、蕨市社会福祉協議会などと連携し、地域の実情

を把握し、要支援者名簿の情報を更新しつつ活用を促しながら、地域全体での支援体

制の充実を図ります。 

【災害に強い都市基盤づくり】  

・市民生活を支える上・下水道などのライフラインや道路（橋りょう）の耐震化・長寿

命化を推進します。 

・下水道整備による都市浸水対策を推進するとともに、市民や事業者による雨水流出

抑制対策を促進し、浸水被害の軽減を図ります。 

【蕨駅西口地区市街地再開発事業の推進】  

・蕨駅西口地区市街地再開発事業により、住宅施設や商業業務施設、公共公益施設から

なる建物の整備や駅前広場の再整備など、市の玄関口にふさわしい駅前の魅力ある
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空間の創出に向けた整備を進めます。 

【錦町土地区画整理事業の推進】  

・公共施設の整備改善や、良好な住環境の形成を進めるため、権利者の理解と協力を得

ながら、錦町土地区画整理事業による道路や公園の整備などを計画的に推進します。 

・地区の特性に応じた敷地面積の最低限度や建築物の高さ制限などを定めた「錦町地

区地区計画」により、錦町地区にふさわしいまちづくりを進めます。 

【中央第一地区まちづくり事業の推進】  

・「中央第一地区まちづくりプラン」に基づき、地区計画制度を活用したまちづくりを

推進するとともに、駅前通りの拡幅・リニューアル整備を通じて、にぎわいの軸とし

てふさわしい空間の形成に取り組みます。 

・個々の建替えにより不燃化などを促進するとともに、住宅市街地総合整備事業によ

り、区画道路や公園などの整備を推進し、安全・安心に住み続けられるまちづくりを

進めます。 

【下水道施設の計画的整備】  

・錦町土地区画整理事業区域における分流式下水道の整備を進めます。 

・南町・塚越ポンプ場及び既設下水道管路の適切な維持管理と、「蕨市下水道ストック

マネジメント計画」に基づいた計画的な長寿命化・耐震化を推進します。 

【雨水対策の推進】  

・浸水被害を軽減するため、下水道整備による都市浸水対策を推進するとともに、市民

や事業者による雨水流出抑制対策を促進します。また、市民に対し内水ハザードマッ

プの周知を図ります。 

【感染症等への対応強化】  

・「蕨市新型インフルエンザ等対策行動計画」に基づき、情報の提供、予防・まん延防

止、予防接種の推進、市民生活及び市民経済の安定の確保に努めます。 

・国、南部保健所、蕨戸田市医師会、蕨戸田歯科医師会及び蕨市薬剤師会などとの連携

を深め、感染症対策の体制強化を図ります。 

【ワクチン接種の促進】  

・定期予防接種について、国の方針等に基づき適切に対応するとともに、任意接種の帯

状疱疹ワクチン接種の助成などにより疾病予防の促進を図ります。 

【多様な防災対策の推進】 

 ・地域における防災活動への女性の参画を促すとともに、防災対策の各段階に女性の視

点を取り入れるなど防災分野における男女共同参画を推進します。 

 

 

強靭化に向けた基本計画の施策（※本体で強靭化マークが付されている項目） 

・１－１－１  地域防災力の向上 
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・１－１－２  危機管理体制の確立 

・１－１－３  災害に強いまちづくりの推進 

・３－１４－１ 地域における医療体制の充実 

・５－２１－１ 省エネルギー行動や再生可能エネルギー利活用などの促進 

・５－２１－２ 脱炭素社会に向けたまちづくりの推進 

・５－２５－１ 魅力ある空間づくりの推進 

・５－２７－１ 上水道の整備 

・５－２７－２ 下水道の整備 

・６－３２－４ 男女がともに安心して暮らせるまちづくり 

 

 

【行動目標６ 「稼げる力」を確保できる経済活動の機能を維持する】 

起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ） 

６－１ 産業の生産力が大幅に低下する事態 

６－２ 金融機能の大幅低下等により、経済活動が停滞する事態 

 

【強靭化に向けた市の取組（主なもの）】 

・平常時からの産業創出 

・産業を担う人材の育成確保 

 

強靱化に向けた行動（主なもの） 

【計画的な中心市街地の活性化】  

・「蕨市中心市街地活性化プラン」に基づき、まち全体の活性化に向けた事業を計画的

に推進します。また、にぎわいを創出する新たな交流拠点の整備など、エリアリノ

ベーションの推進に取り組みます。 

・蕨駅西口地区市街地再開発事業や中央第一地区まちづくり事業などにあわせ、周辺

商業者などとの協働により、まちのにぎわいづくりを進めます。 

【魅力ある商業空間の創出】  

・蕨市にぎわいまちづくり連合会などとの連携により、商店街への支援を充実すると

ともに、にぎわいの軸としての駅前通りのリニューアル整備など、魅力的な商業空間

を創出します。 

・関係団体などとの連携により、空き店舗の有効活用に向けた取組を支援します。 

【産業関係団体等への支援と連携促進】 

 ・「蕨市商業振興条例」に基づき各種産業関係団体に対して支援するとともに、各種団

体間の連携を促進します。 
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 ・中小企業等経営強化法に基づき、市の認定を受けた中小企業の設備投資を促進しま

す。 

 ・住宅改修資金助成制度と中小企業を対象とした資金融資制度の活用を促進します。 

 ・公共施設における小規模修理・修繕契約希望者登録制度の活用を促進します。 

 ・ＳＤＧｓの達成に向けて取り組む市内事業者等と連携し、その取組の周知やＳＤＧｓ

の普及促進を図ります。 

【経営体質の強化と起業支援】  

・蕨商工会議所や蕨市にぎわいまちづくり連合会との連携のもと、経営改善や事業継承

などに向けた各種講習会を継続的に実施するとともに、魅力ある店舗づくりに取り

組む事業者の支援などを通じて、市内事業者の経営体質の強化を促進します。 

・起業を志す人を対象とした、情報や学習機会の提供と相談体制の充実に努めます。 

 

 

強靭化に向けた基本計画の施策（※本体で強靭化マークが付されている項目） 

・４－１６－１  中心市街地の活性化 

・４－１６－２  産業支援の推進 

 

 

【行動目標７ 二次災害を発生させない】 

起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ） 

７－１ 消防力低下等により、大規模延焼が発生する事態 

７－２ 洪水抑制機能が大幅に低下する事態 

７－３ 危険物・有害物質等が流出する事態 

 

【強靭化に向けた市の取組（主なもの）】 

・災害に強い都市づくり 

・学校等の災害対応力の向上 

 

強靱化に向けた行動（主なもの） 

【災害に強い都市基盤づくり】  

・市街地整備事業などの都市基盤整備の機会を捉え、道路の整備やオープンスペース

の確保等を計画的に進めます。 

・市民生活を支える上・下水道などのライフラインや道路（橋りょう）の耐震化・長寿

命化を推進します。 

・下水道整備による都市浸水対策を推進するとともに、市民や事業者による雨水流出
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抑制対策を促進し、浸水被害の軽減を図ります。 

【身近な環境問題への対応】  

・都市・生活型公害を未然に防止するための啓発や、情報発信を行います。また、苦情

や相談に適切に対応し、早期解決につながるよう努めます。 

【環境保全などの推進】  

・県や関係機関、事業者などとの連携により、河川や大気などの汚染を監視するととも

に、騒音や振動、悪臭などの産業型公害に対する適正指導等を実施します。 

【身近な公園の整備・充実】  

・市街地整備事業などの都市基盤整備の機会を捉えて、市民のニーズを踏まえた親し

まれる公園づくりを進めます。 

・防災機能や安全性・快適性に配慮しながら、「長寿命化計画」に基づく公園施設の計

画的な修繕や更新に努め、だれでも安全に安心して利用できる公園づくりを進めま

す。 

【農地の保全】  

・特定生産緑地など、身近な緑地である農地の保全に努めます。 

【計画的な都市形成の推進】  

・都市形成の将来ビジョンであり、その実現に向けた方針や施策を示す「蕨市都市計画

マスタープラン」や「蕨市立地適正化計画」に基づき、本市の特性を生かした都市形

成を推進します。 

【蕨駅西口地区市街地再開発事業の推進】 

・蕨駅西口地区市街地再開発事業により、住宅施設や商業業務施設、公共公益施設から

なる建物の整備や駅前広場の再整備など、市の玄関口にふさわしい駅前の魅力ある

空間の創出に向けた整備を進めます。 

【錦町土地区画整理事業の推進】 

・公共施設の整備改善や、良好な住環境の形成を進めるため、権利者の理解と協力を得

ながら、錦町土地区画整理事業による道路や公園の整備などを計画的に推進します。 

・地区の特性に応じた敷地面積の最低限度や建築物の高さの最高限度などを定めた「錦

町地区地区計画」により、錦町地区にふさわしいまちづくりを進めます。 

【中央第一地区まちづくり事業の推進】  

・「中央第一地区まちづくりプラン」に基づき、地区計画制度を活用したまちづくりを

推進するとともに、駅前通りの拡幅・リニューアル整備を通じて、にぎわいの軸とし

てふさわしい空間の形成に取り組みます。 

・個々の建替えにより不燃化などを促進するとともに、住宅市街地総合整備事業によ

り、区画道路や公園などの整備を推進し、安全・安心に住み続けられるまちづくりを

進めます。 

【狭隘道路の解消】 
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・市街地整備事業や「蕨市狭隘道路拡幅整備要綱」などに基づき、狭隘道路の解消に向

けた取組を推進します。 

【地区計画などの活用促進】  

・地区計画制度や建築協定などの周知を図りながら、制度を活用した市民の主体的な

まちづくりを支援します。 

【幹線道路と生活道路等の整備】  

・市街地整備事業などの都市基盤整備の機会を捉えて、都市計画道路と生活道路の計

画的な整備を進めます。 

【下水道施設の計画的整備】  

・錦町土地区画整理事業区域における分流式下水道の整備を進めます。 

・南町・塚越ポンプ場及び既設下水道管路の適切な維持管理と、「蕨市下水道ストック

マネジメント計画」に基づいた計画的な長寿命化・耐震化を推進します。 

【雨水対策の推進】  

・浸水被害を軽減するため、下水道整備による都市浸水対策を推進するとともに、市民

や事業者による雨水流出抑制対策を促進します。また、市民に対し内水ハザードマッ

プの周知を図ります。 

【保育施設における安全な保育】  

・保育の実施に当たっては、園児や児童が健康で安全に過ごせるよう、衛生管理や安全

管理、災害への備えについて、必要な対策を講じます。 

【防災教育等の充実】  

・災害や事故から児童・生徒を守るため、防災教育や安全教育の充実を図ります。 

【時代に対応した学校施設の機能充実】 

・児童・生徒が健やかに学習・生活できるよう、トイレの洋式化を進めるとともに、新

しい時代の学びに対応した環境の整備に努めます。 

【学校安全の向上】  

・施設の安全対策や防犯対策、校舎等における設備・機器等の保守点検や計画的な修繕

等による安全管理を徹底します。 

 

 

強靭化に向けた基本計画の施策（※本体で強靭化マークが付されている項目） 

・１－１－３  災害に強いまちづくりの推進 

・２－６－１  妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援 

・２－７－１  教育内容の充実 

・２－７－２  教育環境の充実 

・５－２２－２ 暮らしやすい安心なまちづくりの推進 

・５－２４－１ 公園の整備 
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・５－２４－３ 農地・緑地の活用や保全 

・５－２５－１ 魅力ある空間づくりの推進 

・５－２５－２ 快適で暮らしやすいまちづくりの推進 

・５－２６－１ 道路等の整備 

・５－２７－２ 下水道の整備 

 

 

【行動目標８ 大規模自然災害被災後でも迅速な再建・回復ができ

るようにする】 

起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ） 

８－１ 大量に発生する災害廃棄物・産業廃棄物等の処理が停滞する事態 

８－２ 市内の基盤インフラの崩壊等により、復旧・復興が大幅に遅れる事態 

８－３ 土地利用の混乱等により、復興事業に着手できない事態 

８－４ 広域かつ長期的な浸水被害が発生する事態 

８－５ 労働力の減少等により、復旧工事が大幅に遅れる事態 

８－６ 被災等により治安が悪化する事態 

８－７ 大量の帰宅困難者が発生し、多数の家族が分断される事態 

 

【強靭化に向けた市の取組（主なもの）】 

・自助と共助による地域単位の防災力の向上 

・平常時からの連携関係の確立 

・発災前からの都市の復興への備え 

・空き家対策の促進 

・総合的な防犯対策の推進 

 

強靱化に向けた行動（主なもの） 

【防災組織の活動支援と担い手の育成】  

・自主防災組織をはじめとする市民の自主的な防災活動に対し、避難所運営訓練など

を通じて支援するとともに、防災活動の担い手の育成に努めます。 

・避難所運営協議会などを通じて自主防災組織と行政の連携を深め、災害時に円滑に

対応できる体制づくりを進めます。 

・地域における防災リーダーを育成するとともに、災害時において地域防災の一助と

なる中学生との連携を促進します。 

【避難行動要支援者への支援】  
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・地域コミュニティや民生・児童委員、蕨市社会福祉協議会などと連携し、地域の実情

を把握し、要支援者名簿の情報を更新しつつ活用を促しながら、地域全体での支援体

制の充実を図ります。 

【地域福祉に対する意識の向上】 

・広報蕨や市ホームページ、各種イベントなどを通じて、地域福祉に対する意識啓発に

努め、地域での支え合い、助け合いを促します。 

・学校教育や生涯学習を通じて、地域福祉に対する意識の向上を図ります。 

【活動支援と担い手の育成、ネットワークづくり】  

・蕨市社会福祉協議会や民生・児童委員、各種福祉団体、事業者などによる主体的な活

動を支援します。 

・蕨市社会福祉協議会によるボランティアセンターの運営と、地域ボランティアの確

保・育成を支援します。 

・子どもや高齢者、障害のある人をはじめ、すべての支援を必要とする人を見守るネッ

トワークの充実を図りながら、虐待や地域での孤独・孤立の防止などに取り組みま

す。 

【地域福祉の環境整備】  

・地域での支え合い、助け合いを促すため、さまざまな属性の市民が交流する環境づく

りを進めるとともに、地域福祉活動の拠点として、総合社会福祉センターの施設・機

能の充実を図ります。 

【地域コミュニティ活動への支援】 

・防災・防犯活動や福祉活動をはじめ、文化・スポーツ活動や伝統行事など地域におけ

るさまざまな取組に対して支援を行い、活動の活性化を図ります。 

・活動の意義を分かりやすく伝えるなど、周知方法の工夫に努め、単身世帯や市外から

の転入世帯、外国人世帯などを含めたすべての市民を対象として、地域コミュニティ

への参加促進を図ります。 

【市民や市民活動団体への支援】  

・わらびネットワークステーションにおいて、市民活動団体情報やわらび市民活動人

材ネットつながるバンクなどにより、市民や市民活動団体に対して情報提供を行い、

市民活動への参加促進と団体の活性化を図ります。 

・市民活動団体のネットワーク化を図るとともに、蕨市ＳＤＧｓ提案制度などにより、

市民活動団体が自主的に企画・運営する公益的な活動を支援します。 

・新たな活動の担い手を増やしていくために地域デビューのきっかけづくりや市民活

動の中心となる人材の育成を支援します。 

【多文化共生への理解の促進】  

・「蕨市多文化共生指針」に基づき、多文化共生事業・みんなの広場や公民館における

国際理解・交流事業などを進め、外国人住民との相互理解を促進します。 
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【多様な防災対策の推進】  

 ・地域における防災活動への女性の参画を促すとともに、防災対策の各段階に女性の視

点を取り入れるなど防災分野における男女共同参画を推進します。 

【協働の体制整備】  

・蕨市ＳＤＧｓ提案制度などを活用し、地域課題の解決を図る場の充実に努めます。 

・協働のまちづくりに取り組む市民の育成を支援します。 

・民間事業者などとの公民連携による、地域課題に対応したまちづくりを進めます。 

【ボランティア活動への支援】  

・ボランティア活動の活性化に向け、市民や事業者等に広く参加を呼びかけるととも

に、わらびネットワークステーションや蕨市社会福祉協議会のボランティアセンタ

ーを通じて活動の支援に努めます。 

【民間活力の積極的な活用】  

・公民連携の推進を図り、民間の知見やアイデアをまちづくりに生かします。 

【広域連携の推進】  

・時代のニーズに応じた広域行政のあり方を検討し、近隣市との効果的な連携を推進

します。 

・国や県との連携を強化し、より効果的な事業を展開することで成果の向上を図りま

す。 

【災害援助・復旧体制の充実】 

・他市町村や事業者、関係機関との災害協定の拡充などにより、災害援助・復旧体制の

充実を図ります。 

【循環型社会の実現に向けた意識向上】  

・３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）についての理解を深めるため、学習機会

の提供や情報提供に努めます。 

・環境負荷が少ない消費行動の重要性について発信し、エコバッグ、マイボトル、マイ

箸の利用促進を図ります。 

 ・事業者との連携のもと、使い捨てプラスチック製品を使わない呼びかけを行うととも

に、食品ロス削減に向けた取組を呼びかけます。 

【適正なごみ出しと分別・減量に向けた周知と支援】  

・ごみと資源の出し方マニュアルなどを活用して、ごみの分別を周知徹底し、ごみの減

量化を促進します。 

・ごみ出しが困難な高齢者等宅への支援を行います。 

【廃棄物の再使用と資源循環の推進】  

・市民・団体・事業者との連携のもと、フリーマーケットやバザーの情報発信、情報サ

イトを利用したリユースの取組促進、リサイクル品回収ボックスの設置などに努め

ます。 
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・蕨戸田衛生センター組合との連携により、生ごみの減量化や堆肥化事業を推進しま

す。 

【ごみ処理体制の充実】  

・収集・運搬事業者などとの連携により、ごみ収集・運搬の適正化、効率化を図ります。 

・蕨戸田衛生センター組合内の中間処理施設機能の維持に努めます。 

・最終処分する残さ量を削減するとともに、最終処分先の安定的な確保に努めます。 

【し尿処理施設の適正な維持管理】  

・下水道未整備地区における浄化槽の適正な維持管理に向け、周知・啓発を行います。 

・蕨戸田衛生センター組合内し尿処理施設の適正な維持管理に努めます。 

【計画的な都市形成の推進】  

・都市形成の将来ビジョンであり、その実現に向けた方針や施策を示す「蕨市都市計画

マスタープラン」や「蕨市立地適正化計画」に基づき、本市の特性を生かした都市形

成を推進します。 

【鉄道の利便性と安全性向上】  

 ・ＪＲに対する蕨駅の利便性と安全性の確保に向けた協議や、京浜東北線や埼京線の利

便性向上に向けた協議を継続的に行います。 

【民間住宅等の適正管理の促進】  

・「蕨市老朽空き家等の安全管理に関する条例」及び「蕨市さわやか環境条例」に基づ

き、空き家などの適正な維持・安全管理を推進します。 

【市民の防犯意識の向上】  

・広報蕨や市ホームページ、メール配信サービスなどにより、防犯に関する情報提供を

積極的に行います。 

・防犯キャンペーンを通じて市民の防犯意識の向上を図るとともに、地域などにおけ

る防犯講習会の開催を支援します。 

【防犯組織の活動支援と担い手の育成】 

・自主防犯組織等による防犯パトロールなど、市民の自主的な防犯活動を支援すると

ともに、その活動の担い手の育成と確保に努めます。 

【防犯体制の充実】  

・警察などの関係機関や防犯関係団体との連携を強化し、情報の共有に努めます。 

【犯罪の起きにくい環境づくり】  

・市内のＬＥＤ防犯灯や防犯カメラの維持管理・新規設置などを進めるとともに、市民

等の防犯環境整備の取組を支援することで、地域全体の犯罪抑止力の向上を図りま

す。 

 ・警察などの関係機関や防犯関係団体との連携により、自転車盗難防止活動を継続的に

実施します。 

・発生事例の情報提供や、通話録音機能付き電話機の購入費用補助などの支援により、
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振り込め詐欺防止を図ります。 

・地域との協働のもと、明るく安全な公園や道路づくり、ごみや落書きなどの除去に取り組

み、犯罪が起きにくい環境をつくります。 

【犯罪被害者等の支援体制の充実】  

 ・「蕨市犯罪被害者等支援条例」に基づき、相談・支援体制の強化に努めます。 

・彩の国犯罪被害者ワンストップ支援センターなど関係機関との連携を図りながら、

犯罪被害者などへの総合的な支援に努めます。 

 

 

強靭化に向けた基本計画の施策（※本体で強靭化マークが付されている項目） 

・１－１－１  地域の防災力の向上 

・１－１－２  危機管理体制の確立 

・１－２－１  地域の防犯力の向上 

・１－２－２  防犯体制等の充実 

・１－２－３  犯罪被害者等の支援 

・３－９－１  地域福祉の推進 

・５－２３－１ 循環型社会の構築 

・５－２３－２ ごみ処理体制の充実・し尿処理施設の適切な維持管理 

・５－２５－１ 魅力ある空間づくりの推進 

・５－２６－２ 交通の利便性等の向上 

・５－２８－１ 住宅の改善・確保と適正管理 

・６－２９－１ 地域コミュニティへの支援 

・６－２９－２ 市民活動の活性化 

・６－３１－１ 多文化共生に向けた環境づくり 

・６－３２－４ 男女がともに安心して暮らせるまちづくり 

・７－３３－２ 市民と行政の協働の推進 

・７－３５－１ 行財政改革の更なる推進 

 

 

６ 強靭化の推進に向けて 

（１）推進体制の確保 

⚫ 本計画は、市だけでなく、市民や団体、ライフライン事業者などの民間企業等による主

体的な取組を含め、本市における強靱化を推進するための基本的な指針となるもので

す。本計画を踏まえ、市、市民や団体、民間企業等、社会を構成する主体がそれぞれの

担う役割を理解し、自主的かつ積極的に取り組むことが必要となります。 
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①市の役割 

⚫ 大規模自然災害のリスク等を直視し、強靭化地域計画を策定した上で、その取組を総合

的かつ計画的に進めます。 

⚫ また、市民や団体、民間企業等が自主的かつ積極的に取り組めるような環境整備や、情

報提供等を進めていきます。なお、本計画に基づく事業の実施については、交付金・補

助金等を積極的に活用するものとします。 

 

②市民・団体の役割 

⚫ 大規模自然災害が発生した場合、当たり前の日常が一変し、必要な物資が手に入らない

など制約のある生活となることが予測されます。 

⚫ 自助の取組等により自らの命を守るとともに、住宅を耐震化するなど生活の基盤を維

持できるよう備えておくことが期待されます。 

⚫ 加えて、「自分の地域は自分で守る」ため、近所とのつながりづくりや自主防災組織へ

の参加を通じて平常時から助け合い（共助）の体制づくりを進めることが期待されま

す。また、団体には、それぞれの活動テーマに応じて共助の担い手等となることが期待

されます。 

 

③民間企業等の役割 

⚫ 大規模自然災害が発生した場合にも、経済活動の基盤となる施設を維持できるよう、災

害に強い施設としておくとともに、地域経済を停滞させないよう活動を継続すること

が期待されます。 

⚫ また、市民生活や経済活動の基盤となるライフラインを担う企業においては、大規模自

然災害による影響を受けないよう施設の耐震化等により備えるとともに、被災した場

合もできるだけ早期に平常時のサービス水準を回復することが期待されます。 

⚫ 加えて、地域社会の一員として、地域における助け合い（共助）の活動に積極的に参加・

貢献するなど、地域の状況に応じた社会的責任を果たすことも期待されます。 

 

（２）進捗状況の把握と個別事業の計画 

⚫ 「『コンパクトシティ蕨』将来ビジョンⅡ」の一部として、一体的に策定していること

から、同ビジョンの進捗管理とあわせて本計画の進捗状況を把握します。 

⚫ また、本計画に基づく個別事業については、「将来ビジョン実施計画」に位置付けるも

のとします。 


